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　時に、生命は万ばん物ぶつに宿ると言われる。

　物言わぬ無機物であろうと、人はそこに生の息吹いぶきを見み出いだしてきた。

　芸げい術じゆつ品、建けん築ちく物、武ぶ器き──さらには空間という抽ちゆう象しよう的なものにまで、人は生命を感じてきたのだ。

　だとすれば、その場所もかつては生きていたといってもいいかもしれない。一つの崇すう高こうな目的の下もと、そこは数あま多たの人間で賑にぎわい、確たしかに生の息吹に彩いろどられていた。

　しかし今は違ちがう。

　その場所はもう遠い昔に死んでいた。

　暗く閉とざされたその場所は、後はただ朽くち果てるのを待つのみだったのだ。

　では、そこを訪おとずれた彼は何者だろうか？

　澄すんだ瞳ひとみと端たん整せいな容よう貌ぼうは、死神には似につかわしくない。だが黒で統とう一いつした服ふく装そうと全身を彩る銀のアクサセリーは、神の御み使つかいと呼よぶのもまた相応ふさわしくはないだろう。

　結けつ論ろんから言えば、彼はただの人間にすぎない。

　だが、その力と内面はそう言い切れない。

　何より、その場所に眠ねむる者にとって、彼は確かに神であり悪あく魔までもあったのだ。

「彼らはいますか？」

　暗く閉ざされた部屋の中、彼はまずそう切り出した。

　太陽という、万物をあまねく照らすはずのものにさえ見み捨すてられたこの場所は、ひどく暗い。唯ゆい一いつの光こう源げんは、粗そ末まつな木き机づくえの上に置かれた、古風なランプの灯あかりだけ。だが、それでもその机の横の椅い子すに腰こし掛かける人物を照らすのには充じゆう分ぶんだった。

「いるんですね？」

　来らい訪ほう者しやたる青年がもう一度確かく認にんを取ると、机の人物は小さく頷うなずいた。無ぶ愛あい想そうな印象だが、白衣を着た小こ柄がらな老人には、その動作が精せい一いつ杯ぱいだったのだろう。それまでの苛か烈れつな人生を想そう像ぞうさせる皺しわの刻きざまれた顔には、すでに死の影かげがこびりついている。生の鼓こ動どうは弱々しく、今天に召めされたところで、青年どころか老人自身も驚おどろきはしないだろう。

　青年がその場所を訪れたのは、あるいはその死を看み取とる意味もあったのかもしれない。彼は老人に近づくと、親指にシルバーリングをはめた左手を差し出した。

「何だ……？」

　消え入りそうな嗄かれた声に、青年は厳おごそかにこう切り出した。

「鍵かぎをいただきたい。彼らを解とき放つ鍵を」

　彼の視し線せんの先には、巨きよ大だいな鉄てつ格ごう子しがあった。この部屋の奥おくと彼の居い場ば所しよを別わかつそれは、留りゆう置ち場じようや刑けい務む所しよのものよりもはるかに頑がん強きように見えた。闇やみに包まれたその奥に何がいるかは不明だが、少なくとも並なみの犯はん罪ざい者しやよりははるかに危き険けんな存そん在ざいだろう。

「……必要なかろう。お前なら、あの程てい度どの障しよう害がいは苦にならんはずだ。何な故ぜわざわざ儂わしに頼たよる？」

　老人の問いかけに、青年は微び笑しようして頷いた。

「確かにそうです。ですが、これは僕ぼくのポリシーに関かかわることでして。あなたへの敬けい意いと受け取っていただきたい」

「敬意……？　やはり変わり者だな。こんな狂きよう人じんに何故そんなものを払はらう必要がある？」

「偉い大だいだからですよ」

　そう言うと、青年は鉄格子の先に視線を向けた。

「何かを創つくり出す、というのはそれだけで偉大なことです。それこそが人と他の生物の違いと言ってもいい。だからこそ僕は全すべての創そう造ぞう者しやに敬意を払い、そこから何かを学ぼうと努力します。まして、『創造』の最高峰ほうを成し遂とげた方に対してなら、当然のことです」

「最高峰か……そうだな、確かに儂は最も大きな過あやまちを犯おかした。儂の創造物は芯しんから呪のろわれとる。それでもまだその言葉を吐はくか？」

「ええ。創ったこと──それ自体が偉大ですから。結果はこの際さい置いときましょう」

　迷まよいのない言葉に、老人は自じ嘲ちよう気味に笑った。どこか諦あきらめに似た色を漂ただよわせ、老人は無ぶ骨こつな黒い鍵を青年に手て渡わたした。

「よろしいんですか？」

「好きにしろ。どのみち儂はもう死ぬ。奴やつらにしてもこのまま朽ちるのが幸せかもしれんが、儂に止める権けん利りも力もない」

「わかりました」

　青年は鉄格子に向かい、託たくされた鍵で中へと踏ふみ込こむ。

　その途と端たん、空気の質しつが完全に変わった。

　先ほどまでいた老人の周囲は「死」に満ちていた。

　この場所もまた「死」に彩られているには違いない。しかしその密みつ度どが段だん違ちがいだ。

　それは死を受け入れた老人と、受け入れることなく「死」を強要された者との差なのかもしれない。

　もし霊れい感かんの強い人間がこの場にいたとしたら、周囲に蟠わだかまる怨えん嗟さと怨おん念ねんを感じ取って身み震ぶるいすることだろう。何より、死に満ちた空間の中で、なお呪われた生を紡つむぐ存在に恐きよう怖ふするに違いない。

　青年は部屋の深しん奥おうで歩みを止め、その呪われた存在を見つめた。

　闇の中にうずくまる三つの影。

　どれもが人の形をなしてはいるが、果たして人と呼べる者なのか。

　青年は物もの怖おじすることなく近づき、中央の影に手を伸のばした。巨体と呼ぶに相応ふさわしい体たい躯くは二メートルを越こえ、長身の彼を優ゆうに凌しのいでいる。さらに圧あつ倒とう的な密度の筋きん肉にくは、細身の青年とは比くらべ物にならないだろう。

「ふむ……君が最初の存在か。一番僕らに近い。機き能のう停止の状じよう態たいはどうかな？」

　青年は大男の肉体をしげしげと観察すると、懐ふところから黒い羽根ペンを取り出した。骨こつ董とう品ひんと呼んで差し支つかえないそれは、不思議な神しん秘ぴ性せいを備そなえ、高こう貴きな銀の装そう飾しよくと漆しつ黒こくの羽根が否いや応おうなく人目をひく。

「やはり魂こん魄ぱくの休きゆう眠みんか。ならばたやすい」

　不ふ敵てきに微笑ほほえみ、青年は大男の額ひたいに羽根ペンで何やら書き込んだ。一見すると古代の象しよう形けい文字に似にているが、その文字を持つ文明を人は未いまだ知らない。ただ言えるのは、それがかつて「文字」が持っていた神性を未だに留とどめているということだ。青年が文字に秘められた意味を呟つぶやくことで、その力は解かい放ほうされる。

「目覚めろ」

　ピクリと大男の指先が動いた。止まっていた心しん臓ぞうが鼓こ動どうを開始し、全身に生の息吹いぶきが満ちていく。ただし、それはあくまでも呪われた生──負の脈動に他ほかならない。

　徐じよ々じよに身体機能を取り戻もどしていく大男を満足げに見つめ、青年は残る二つの存在に興きよう味みを移うつした。観察の必要がない分、作業は若じやつ干かん早い。

　まずは右の影──大男より若干小こ柄がらな体型だが、それでも常じよう人じんと比べればはるかにたくましい。青年はその額にも先ほどの文字を書き込み、次いで残る大男の左側にうずくまる影にも同じ動作を行う。こちらは中肉中ちゆう背ぜいの肉体で、体型だけは常人とさして変わりない。

「君達も目覚めろ。惰だ眠みんの時は終わった」

　青年の声に呼こ応おうし、二つの影もまた蠢うごめき始めた。

　負の覚かく醒せいに呼応し、この牢ろうの中から徐々に「死」の気配が遠ざかっていく。代わりに昏くらく澱よどんだ「生」が立ち込め始める。

　やがて彼らは完全に覚醒し、三対ついの視し線せんが青年に向けられた。

　敵意とも崇すう拝はいともつかぬ視線の理由は、青年の正体を計はかりかねているからだ。そんな全員の意い志しを代表し、最初に目覚めた大男が口火を切った。

「何な故ぜ……俺おれ達たちを起こした？」

　昏く澱んだ声は、冥めい府ふから立ち上る死者の怨嗟に似ていた。実際、彼はほんの少し前まで死んでいたのだ。

「……歴史は繰くり返すか」

「…………？」

　首を傾かしげた大男に、青年は笑いかけた。屈くつ託たくのない笑みは、おそらく大男が初めて目にする類たぐいの表ひよう情じようなのだろう。彼はいつの間にか青年の姿すがたに引き込まれている。

「かつて、君達の礎いしずえとなった存そん在ざいは創造主にこう尋たずねた。『何故創つくった？』とね。彼は明確な答えを出さなかったが、別に難むずかしいことじゃない。彼はただ、創りたかったのさ。僕も同じだ。ただ、君達を起こしたかった」

「…………」

「このまま朽くち果てるのは、君達にとって本意ではないはずだ。自分達の存在意い義ぎを、確たしかめてみたくはないかい？　だから目覚めさせた」

「……いるのか……？　俺達の……敵が……？」

　どこか虚うつろだった大男の濁にごった瞳ひとみに、生への意い欲よくが宿り始める。それは残る二つの影も同様であり、彼らはじりじりと青年の傍そばに近づいてきた。

「ああ、いるとも。君達に相応しく、その存在を確かめるに足る敵が。彼の名は月つく詠よみ読どく破は。君達は彼と戦わなくてはならない。そして僕は君達と彼の戦いの軌き跡せきを紡ぐ。同意してくれるかな？」

　青年は大男に向けて白い右手を差し出す。利きき腕うでである右手を出すという行こう為いは、彼にとっては単なる親愛の意味を越えた共きよう闘とうの証あかしだ。

　大男は両りよう脇わきの同どう胞ほうに視線を向け、合意を確かめる。あくまで儀ぎ礼れい的なもので、確かめる必要など本来はない。自らの存在意義──それ以上に重要なものなど彼らにはないのだから。

　やがて緩かん慢まんな動作で大男は青年の手を握にぎった。青年の手を包み込むほどの大きな手は、小さく震えている。それは歓かん喜きの証なのかもしれない。

「……頼たのむぞ」

「もちろんだとも。見せてもらうよ、『Ｆ』の系けい譜ふに連なる者の力を」

　青年は微び笑しようし、ここに同どう盟めいは成立した。

　彼の提てい示じした戦いの行方ゆくえ──それがいかなる結末を見せるかは、まだ誰だれも知らない。ただ一人彼自身の見み透すかしたような瞳だけが、未来を捉とらえていた。
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　その日の放課後、永えい命めい学園の図書館にはやや不ふ穏おんな空気が立ち込こめていた。

　原げん因いんは利用者ではなく、本の貸かし出しや返へん却きやくを行うカウンターに腰こし掛かける少女にあった。

　おとなしそうな一人の男子生徒がおそるおそる声をかけると、不ふ機き嫌げんきわまりない声が返ってくる。

「何でしょう？」

「あ、えっと………」

　凜りんとした声の持つ迫はく力りよくに気け圧おされ、その生徒は用よう件けんを切り出せなかった。本当は探さがしている本があり、その場所を訊ききたいのだが、相手はどう見てもこちらとの会話を望んでいない。

「用があるなら早く言ってください」

「あ、いえ……何でもないです。スイマセンでした……」

　ビクつきながらその生徒はカウンターを去り、自分の足で探すことを選んだ。ある意味賢けん明めいな判はん断だんだろう。仮かりに本が見つかっても、あのプレッシャーでは後味が悪そうだ。しかし、普ふ段だんならばこのような事じ態たいはない。今日が特別なのだ。

　図書部副部長の樹いつき睦むつ美み──学園一の美少女と名高い彼女は、ひどく不機嫌な顔で業ぎよう務むに勤いそしんでいる。

　元々ある上級生を除のぞいては無ぶ愛あい想そうな態度を取ることで有名だが、今日は特にその度合いが強い。虫の居いど所ころが悪い、と言えばそれまでのことだが、ここが図書館であるということを考こう慮りよするとそう簡かん単たんには片かたづけられない。

　無愛想で無む表ひよう情じような睦美ではあるが、このカウンターで利用者に応おう対たいするときはそれなりに愛あい想そがいい。特に図書館の主あるじたる少年と仕事をしているときは常つねに上機嫌で、時には滅めつ多たに見せない笑え顔がおも零こぼす。

　図書館の常連、特に睦美目当ての男子生徒達は、この微笑ほほえみを「図書館の奇き跡せき」と呼よび、その笑顔を一目見ようと通い詰つめる者も多いという。

　そんな背はい景けいがあるだけに、今日の睦美の不機嫌は明らかに異い常じようと言える。常連の利用者は何があったのかとヒソヒソ囁ささやきあっているが、実じつ際さいは至し極ごく簡単な理由からだ。

　この図書館の主であり、学園内で唯ゆい一いつ睦美に笑顔を向けられる栄光の座ざに就つく少年がカウンター裏うらの図書準じゆん備び室しつに引っ込んでいるから──しかも、新米である一年生の女子生徒と共にだ。これが一度ならまだしも、ここのところ図書館がさほど忙いそがしくないため、ここ数日はこうした状じよう況きようが続いている。

　さすがに睦美の怒いかりもピークに達し、嫉しつ妬とゆえの不機嫌が表に出ているわけだ。

　さらに問題なのは、図書準備室の少年がそのことをまったく知らないことだろう。というか、彼は自分が睦美にどう見られているかイマイチ理り解かいしていない。

　そんなわけで、不機嫌の睦美をよそに、図書部長・月つく詠よみ読どく破はは一年生の楠くす本もと綴つづるの個こ人じんレッスンに励はげんでいた。

「できたかね？」

「あ、はい……」

　綴は自信がなさそうにおずおずと解答用紙を差し出した。

　数日前に起きたとある事件以い降こう、暇ひまがあれば読破の用意した問題をこうして解といている。問題はちょっとした暗号の解読や、難なん解かいな文章の理解、文章の要よう旨しを書く──といった一見すると国語に近い内ない容ようだが、無む論ろん求めるものは違ちがう。

　この問題は、あくまでも異界の知ち識しきを収おさめた“〝戒かい書しよ”〟の番人たる異界司書に必要な能のう力りよくを問うものであり、学校の勉強よりも実じつ践せん的なものなのだ。

　もっともまだまだ見習いの綴が解くテキストは、かなり初級のものである。

　彼女の向かい側に腰掛ける読破にとっては、解くこと自体がおこがましいものだろう。瞬しゆん時じに解答用紙に目を通し、赤ペンで採さい点てんをしていく。

　やがて、小さな溜ため息いきがもれた。

「少しケアレスミスが目立つな。第二問の並ならべ替かえの暗号、解けているはずだが、順番を間違えたせいで、答えが意味をなしていない。以前も注意したはずだが？」

「……すいません」

「あと、文章理解に客観性せいがやや欠けている。君個人の主観をないがしろにする気はないが、それはここでは必要ない。これでは本当の意味で“〝戒書”〟を理解することはできないぞ」

「……すいません」

　ショボンと肩かたを落とす綴。

　成長している実感がないわけではないが、顔を合わせてはっきり言われると辛つらいものがある。指し導どうを受ける相手がさほど歳としが変わらないだけに、ある意味普通のテストよりコンプレックスが強まるのだ。

　そんな綴の気持ちを知ってか知らずか、読破は淡たん々たんと言った。

「だがまあ、着実に成果は上がっているようだ。このまま続ければ、もうすぐ合ごう格かく圏けんに達するだろう」

「あ、本当ですか……？」

　ぱあっと顔を綻ほころばせる綴だが、生あい憎にく異界司書の研けん修しゆうはそれほど甘あまくない。

　読破は無表情でこう言った。

「では、そろそろ次の段階に移うつるか。気分転てん換かんにもなるだろう」

「あ、やっぱりまだまだ初歩の段階だったりします……？」

「ああ。正直な話、この程てい度どなら別に特別な才能がなくても解ける者には解ける」

「あ、そうですか……」

　これまでの努力がちょっと空むなしくなったが、確たしかに自分もそう思っていた。この手の問題なら、今時の学習塾じゆくでもやっていそうだ。テレビのクイズ番組でも見たような気がする。

「だが、ここからは異界司書の業務にも踏ふみ込んでくる。気をひきしめてくれ」

「はい……それで、何やるんですか？」

「これに目を通してくれ」

　ドサッと綴の前にＡ４用紙の束が投げ出された。

　左ひだ端りはしの上が一箇か所しよホチキスで留とめられており、学園内でもよく見る形式のものと言えるだろう。ただし、綴の首を傾かしげさせる要よう素そが一つ含ふくまれていた。

　全すべて白紙なのだ。

　ざっと五十枚ほどの分量であるが、表紙を含ふくめ全てのページには何の文字も図も記されていない。

「あの、これ何なんですか……？　何も書いてないんですけど……」

「これから見える」

　そう言う読破の手には、いつの間にか円形の平べったいプラスチックの容器が収まっていた。蓋ふたは外れており、中には白い軟なん膏こうのようなものが詰つまっている。彼は指先でそれをすくいとると、いきなり綴がかける黒くろ縁ぶち眼鏡めがねのレンズに塗ぬり始めた。

「え、ちょ、ちょっと何するんですか！　やめてください……！」

　さして高くないとはいえ、これまで幾いく多たの本を読ませてくれた愛用の品だ。いきなりこんなことをされてはたまらない。

　しかし読破はそんなことを一いつ切さい気にせず、レンズの縁まで丹たん念ねんに塗りこんでいく。

「うう、み、見えない……」

　視し界かいが白く染そまり、さながら季節外れの雪原に置かれた気分だが、幸いにも雪はすぐに晴れた。もっとも、取り戻もどされた視界の前には、またも白い障しよう害がい物ぶつが突つき出された。

　先ほどの白紙の紙束だ。



    

  
    
      「読んでみたまえ」

　読破の声に促うながされ、訝いぶかしがりつつも、もう一度目を凝こらしてみる。

　すると、白紙のはずの紙に確かに文章が浮うかび上がっていた。

「え、な、何で？　あの、これって……」

　慌あわてて上司に理由を尋たずねると、読破は苦く笑しようしながら解かい説せつを始めた。

「そう慌てなくてもいい。この紙は少々特とく殊しゆでな。さっき君の眼鏡に塗った薬を使わないと、書かれたものを見ることができない。まあ見る方法は他にもあるが、他人に見えず、君にしか見えないようにするとなると、これが一番手っ取り早い」

「はあ……あ、それって、いわゆる機き密みつ保ほ持じ……みたいな？」

　思いっきりフィクションからの知ち識しきだが、今回は的を射いていた。

「そういうことだ。そこに書かれているものは、異い界かい司書としての基き礎そ知識に当たる。他人が見たところで、単なるデタラメと思われるのが関の山だが、用心するに越こしたことはない。もっとも、この程度の技ぎ術じゆつはまだほんの序じよの口だがな」

「へえ～、すごいですね……あ、読み終わったら爆ばく発はつして消えちゃうのとかもあります？」

　目を輝かがやかせる綴に、読破は小さく肩をすくめた。

「……スパイ映えい画がの見すぎだ」

「あ、やっぱりそうですよね……」

「まあないことはないんだが」

「あるんですか？」

　驚おどろく綴に、読破は遠い目で天てん井じようを仰あおいだ。

「……前に副館長にやられた。あと数秒読み終わるのが遅おそかったら危あぶなかった……あの人はシャレで爆ばく弾だんテロを起こしかねない」

　大おお仰ぎように首を振ふる読破を見て、聞かなきゃよかったな、と心の一部が呟つぶやく。

　彼は彼で、辛つらい目にあっているらしい。

「……まあ、君が読むそれには危き険けんはないので、安心してくれ」

「は、はい……」

　ちょっと重くなった雰ふん囲い気きの中、綴はページをパラパラとめくって、ざっと内ない容ように目を通した。

　読破の言葉通り、中に書かれているのは異界司書としての基礎知識で、中にはすでに自分がすでに知っているものもある。

「鑑かん定てい」「回かい収しゆう」「管理」といった仕事の分類から、“〝戒かい書しよ指定”〟の基き準じゆん──特に目を惹ひかれたのは、異界図書館の定めた“〝回収リスト”〟だ。

　そのリストにある本はすでに“〝戒書指定”〟がなされ、速すみやかに「回収」がなされなくてはならない。当然その内容は目まぐるしいスピードで更こう新しんされ、リストから書名が削さく除じよされる一方で、また新たな“〝戒書”〟の名が刻きざまれていく。

　もっとも綴が読んでいるのはリストそのものではなく、あくまでもリストに関する説明だ。ただし、リストに載のる“〝戒書”〟の例としていくつかの書名が載っている。少なくともこの文書が作成された時点ではまだ未回収のそれらは、書名だけでも本好きには中々興きよう味み深い。

　いわゆる魔ま道どう書しよの類たぐいと思われるもの、書名からでは特に問題は感じられないもの、書名を聞いただけでとにかく危なそうなもの──様々な種類の書名は、それだけで綴を魅み了りようしていく。これなら前の研修よりはずっと楽しい。否いや応おうなく今後の仕事への意い欲よくが湧わいてきたとき、ふと気になる書名が目に入った。

　──あれ、これって……間ま違ちがい？　そうだよね、これが“〝戒書”〟なわけ……。

　生じた疑ぎ問もんに神しん経けいを傾かたむけていると、読破の声によって現げん実じつに引き戻された。

「そうそう、言っておくが、それは明日までに全すべて読んでくるように」

「ええ、あ、明日ですか……？」

　情なさけ容よう赦しやない言葉に、小さな疑問はすぐに吹ふき飛ぶ。確たしかに読み物としては楽しいが、結けつ構こうな量の文書だ。何より──

「あの、私今日も図書館で三冊さつ本借りちゃって……できれば、そっちも読みたいなあ……な～んて……」

　両手の人差し指を付き合わせての上目遣づかいは、相手によってはかなり効こう果か的だろう。野や暮ぼったい眼鏡めがねを外せば、多分男だん性せいなら大体通用する。

　ただし、彼女の前にいるのは、学園一の美少女すら袖そでにする少年であることを忘わすれてはならない。

「君が何を読もうと勝手だが、これは仕事の一いつ環かんだ。小説の新人賞で、編へん集しゆう者しやが一日にどれだけの作品に目を通すと思う？」

「わかってますけどぉ、やっぱり本はじっくり読みたいし……」

「気が合うな、私もそう思う。だがそれはあくまでもプライベートの話だ。何にせよ、異界司書には速読術が必ひつ須すだ。これも研修だと思って明日までに目を通しておくように。確かく認にんのためにいくつか質しつ問もんもするぞ」

「う……わかりましたぁ……」

　ショボンとうなだれ、綴も観念した。

「そう落ち込こむこともないだろう？　さっさと目を通して、自分の読書を楽しめばいいだけの話だ」

　あっさり言ってのける読破。

　確かに、彼ならば余よ裕ゆうだろう。

　読書を食事に喩たとえた場合、あの文書と綴の借りた三冊では前菜にもなるまい。

　客観的に見れば読破の方が異い常じようなはずだが、異才は常人を理り解かいできないのが常つねである。

　そんなわけで彼は綴の恨うらみがましい視し線せんに心を痛いためることもなく、自分の本業に心を移うつした。

「さて……利用者も増ふえたようだし、そろそろ私もカウンターに行くか。今日はここまでにするから、後は君も好きにしたまえ。家に帰るもよし、閉へい館かんまでならここで読むのもいい」

　そう言い残し、読破は準じゆん備び室しつを出た。

　その瞬しゆん間かん、綴は彼に訊きくはずだった質問を思い出した。

　だが、もう答えは得られない。

　回収リストに、何な故ぜあの本の名が刻まれていたのか。

　そう──神の領りよう域いきに踏ふみ込んだ、一人の天才の創そう造ぞうと狂きよう気きの物語が。





　夕ゆう暮ぐれが街を覆おおいつくし、図書館もまた閉館の時を迎むかえる。

　利用者は一足先に出て行き、準備室にいた本好きの少女も親友と共に家路につく。

　残ったのは、図書館の主たる少年とそれに付き従したがう看かん板ばん娘むすめだけ。

　しかしその二人も戸と締じまりを終え、帰き宅たくの時を迎えていた。

「別に、君まで居い残のこりする必要はなかったんだがな。私が個こ人じん的に借りたい本を探さがしていただけだが……」

「あ、いえ……たまたま、私も本を借りたくて……今日は閉館間ま際ぎわしか時間なかったですし……」

「ならいいが」

　睦美のとってつけたような言い訳わけを受け入れ、読破は図書館を出た。鍵かぎを用よう務む員いん室に預あずけると、そのまま睦美と並ならんで家路につく。

　傍はたから見れば、これは似に合あいのカップルだったのかもしれない。

　少なくとも、睦美の方はかなり露ろ骨こつに熱い眼まな差ざしを送っている。

　それも無理はないだろう。

　ここ最近は綴が図書館に入り浸びたっているせいで、中々二人きりになる機会がなかった。彼女が入学するまでは、ズボラな司書教きよう諭ゆのおかげもあって大たい抵てい図書館では読破と二人きり、あえて彼が帰るまで残って一いつ緒しよに帰る必要もなかったのだ。

　だが今日を顧かえりみればわかるように、そうも言ってられない。

　多少強ごう引いんな理由でも、彼と過すごす時間を増やさなければ、この先ますます距きよ離りが離はなれていくに違ちがいない。

　もっとも、現げん時じ点てんでの距離も近いかどうかは微び妙みようなところだ。

　二人きりとはいえ、元々寡か黙もくな読破とではあまり会話が弾はずまない。

　彼と別れるまであと数十メートル──このままでは今日の努力が無む駄だ骨ぼねと感じたとき、ふと読破は立ち止まった。何やら怪け訝げんな顔をし、背はい後ごを振ふり返る。

「どうか、なされたんですか……？」

「妙な気配がした」

　その声は、すでに睦美の知るものではなかった。

　正確に言えば、彼女が踏み込むことを許ゆるされない領域の声、とでも言おうか。

　顔を引き締しめた読破は、最も早はや一いつ介かいの図書部長ではなくなっている。

「何かが近くにいる。人以外の、あるいは人でありながら人でない、何かが」

　底冷えするような気き迫はくを秘ひめた呟つぶやきに、睦美はその何かを問うことさえできない。

　ただ、読破がいかなる行動に出るか見守るだけ。

　しかし、彼は動こうとしなかった。

　彼自身、まだ存そん在ざいを感じ取ったにすぎない。一言で言えば説明不ふ能のうの直感、もっと言えば、その何かが存在する事実すらないかもしれないのだ。

「……いるのは確たしかなはずだが、それ以上はわからないな」

　小さな溜ため息いきを漏もらし、自分の右側にいる睦美に目をやる。心配そうな彼女を見ると、読破は小さく苦く笑しようした。

「怖こわがらせてしまったな。どうも職しよく業ぎよう病びようらしい。気にしないでくれ」

「はあ……あの、本当に大だい丈じよう夫ぶですか？　ひょっとして……私が邪じや魔まだったり……」

　聡そう明めいな睦美は、自分の立場というものをそれなりに弁わきまえている。

　もしここで読破が感じ取った何かと遭そう遇ぐうし、最悪戦せん闘とうにでもなった場合、自分は足手まといにしかならない。

　読破にとってもそれは懸け念ねんすべきことだが、幸い、今日はそこまでの事じ態たいに発はつ展てんする可か能のう性せいはなかった。

「いや、別に問題ない。もう気配も遠ざかった。心配ないだろう」

　そう言って微笑を浮うかべた顔は、前から歩いてきた人物によって凍こおりついた。

「鋭するどいね」

　すれ違いざまに放たれた一言が、読破を貫つらぬく。

　血相を変えて振り向くが、すでにその人物の姿すがたはない。

「今の人がどうかしたんですか？」

　睦美には、読破の変へん貌ぼうの理由がわからない。前から来た者とすれ違ったのは知っているが、彼に注意を向けていたせいで、その人物の外見はほとんど目に入っていなかった。しいて言えば、若わかい男性であったことぐらいしか記き憶おくにない。

「いや……何でも……ない」

　明らかにそうではないと知れる呟きを漏らし、読破は足元に視し線せんを落とした。そこにはすれ違いざまに前から来た者が──黒ずくめの服と銀のアクセサリーに彩いろどられた青年が落としていった、小さなメモ紙が残されている。

　拾い上げると、それだけで相手の素す性じようを確かく信しんできる流りゆう麗れいな文字が並んでいた。



「Ｆ」に連なる「Ｃ」来きたる。選べる道は、二つの終わり。汝なんじが選ぶはいずれの道か？



　文の終わりには筆者のサインも刻きざまれていたが、読破は見る前に紙を握にぎり潰つぶした。

「予告のつもりか……？　今度は何をする気だ……？」

　怒いかりを押おし殺した声に、睦美は気づいてしまった。

　目の前の少年が、また自分の踏ふみ込めない戦いへと踏み出していくことに。

　そのとき彼の傍そばには自分ではなく、あの本好きな少女がいることに。

　そして、全すべての元げん凶きようがすれ違ったあの青年であることに。





「ねえねえ、あの噂うわさ聞いた？」

「え、何？」

「知らないの？　例の大男の噂よ！」

　そう言われても、綴には答えようがなかった。

　自分と違い、流行に敏びん感かんな親友の深ふか津つ香か奈なは、噂話にも耳が早い。

　そんなわけで、昼休みにいつものように彼女との食事を始めると、いきなり最新の噂を話題に上げてきた。

「……ホントに知らないのね。でも、これは知っといた方がいいと思うよ？　まあ帰りのホームルーム辺りで先生が言うかもしれないけど」

「先生が……？　え、何なのその噂？」

　食いついてきた綴に、香奈は顔を寄よせていつものように説明を始める。

「ホントにここ数日の話なんだけど、何かうちの生徒が帰る途と中ちゆうに、いきなりでっかい男が現あらわれて話しかけてくるんだって……！」

「ヤダ……何か怖こわいな。それで、何て言うの？」

「それがさ、み～んな同じこと言われんだって。その人の顔をよ～く見た後、『お前じゃない』って」

「うわ……で、その後どうなるの？」

「別に。そのままどっか行っちゃうんだってさ」

　イマイチ盛もり上がらないオチに、綴は肩かたをすくめた。ちょっと不満げな顔だが、ホラー映えい画がもろくに見られない彼女の場合、このぐらいの話がちょうどいいだろう。

「ま、私も聞いたときは肩透すかし喰くらったけどね。でも、これは噂とかじゃなくて、ホントにホンットの話よ？　実じつ際さい、部活の先せん輩ぱいも昨日会ったって言っててさ……」

「そうなんだ……」

　人をからかっても嘘うそはつかない香奈の言葉なら、信用もおける。どうやらその大男とやらは、単なる都市伝説ではない実じつ在ざいの存そん在ざいらしい。

「でも、何がしたいのかなあ、その人。変へん質しつ者しやとかじゃないみたいだけど……」

「う～ん、そこが問題なのよねえ……アブナイ人って言えば言えるから、先生も何か言ってくるかもって思ったけど……あ、でも先輩が気になること言ってた」

「何？」

「うん……その大男さ、かな～りゴツクって強こわ面もてなんだけど、去ってくとこがやけに哀あい愁しゆう漂ただよってるんだって。先輩も悲鳴とかあげるの忘わすれて、つい見入っちゃったって言ってた。案外、本当に誰だれか探さがしてるだけかもね」

　少々残念そうに話す香奈。

　これはこれで面おも白しろそうな話だが、怪かい談だんと呼よぶにはややパンチが弱いし、都市伝説のわりにはしっかり目もく撃げき者しやがいる。いずれは時間が解かい決けつしそうな話だ。

　綴もそう感じているが、彼女はこの話の裏うらに隠かくされた事実を知らない。

　香奈の先輩がその大男と遭そう遇ぐうしたとき、読破もまた彼と出会っていたのだ。

「でもやっぱり危あぶない人だと思うから、会ったら逃にげんのよ？　今日は私も部活の用事で一いつ緒しよに帰れないんだからね？」

「うん……」

　世話好きの親友は、こういうことにも気が利きく。下手な生徒指し導どうの教きよう諭ゆより的てき確かくだ。さらに、その配はい慮りよは健康面に及およぶ。

「あ、そうそう、アンタ寝ね不ぶ足そくっぽいけど、大だい丈じよう夫ぶ？」

「え、あ、平気だよ？　ちょっと遅おそくまで本読んでて……」

　バツが悪そうな綴。

　確たしかに今日は授じゆ業ぎよう中もウトウトきていた。席の近い香奈なら、それを目撃もしていただろう。

「今日までに内ない容よう覚えなきゃいけなくて……それ読んでたら……」

「それで、夜よ更ふかししちゃったと？」

「ううん、それ読み終わってから、また別の本読み出しちゃって……ついつい続きが気になっちゃって、結局……」

「……睡すい眠みん時間削けずっちゃったと」

　付き合いの長い香奈は、さして呆あきれた様子もなく言った。

　綴の悪あく癖へきと言えば、本人曰いわく「読み出したら止まらない」である。

　ほぼ全ての読書家に当てはまる傾けい向こうと言えなくもないが、綴の場合、他ほかに特に目立った趣しゆ味みがないため余よ計けいにその傾向が目立つ。

「ま、アンタがいいならいいけど。でも、内容覚えるってどゆこと？　テスト前でもあるまいし……」

「え～と、それは……」

　さすがに異い界かい司書の研けん修しゆうの一いつ環かんとは言えない。

　無二の親友とはいえ、自分が異界司書見習いであることは、あくまでも秘ひ密みつである。もっとも、香奈の方は綴が自分に秘密を持っていることを薄うす々うす気づいており、彼女が自分から打ち明けてくれることを温かく待っていた。

　そんなできた友人だけに、答えにしどろもどろする綴を追つい及きゆうすることもしない。やれやれと肩をすくめ、不器用な親友の頭を撫なでる。

「別に、無理に言わなくてもいいわよ。ま、あんまし根詰つめないよーに」

「香奈ちゃん……」

　できた親友に思わずじんときた。

　この友達がいれば、多分これから先の研修も大丈夫に違ちがいない──そう綴は確信していたが、彼女の知らないうちに事じ態たいは大きく変わっていた。





　放課後、綴が図書準じゆん備び室しつを訪おとずれると、いつもの様子とは大分違っていた。

　普ふ段だんは無人、もしくは読破か睦美が何かしら仕事をしているが、今日はその仕事の内容がどうも違うらしい。

　専せん用ようの肘ひじ掛かけ椅い子すに腰こし掛けた読破は、何やら真しん剣けんな顔つきで卓たく上じようのパソコンを操そう作さし、その合間に脇わきに積まれた各種のファイルに目を通している。綴のことは目に入らないのか、どこか苛いら立だった様子でブツブツと何事か呟つぶやいていた。

「……やはりあのメモだけでは情じよう報ほうに乏とぼしいか……いや、私に渡わたした以上、私にはわかるはず……ふむ、もう一度データベースを洗あらい直して……ん、どうした？」

　ようやく綴に気づいた読破は、さして興きよう味みがなさそうに声をかけた。どう見ても彼女が突つっ立っているのが目め障ざわりだった──といった感じだ。

「いえ、あの……何してるんですか……？」

「仕事……と言いたいが、まだそこまではいってない。できれば、仕事になる前に何らかの情報を得たいところだがな」

　それだけ言うと、パソコンの方に熱中し始める。

　完全に自分のことなど眼がん中ちゆうにない様子に、さすがに綴もむっときた。誰の指し示じで夜更かしする羽目になったのか──もちろん、半分は自分のせいであることは思い出さない。

「……あの、昨日の宿題なんですけど」

「ああ、あれか？　そのへんに置いといてくれ。どうせ今はもう誰も読めない」

　事も無げに言うが、もちろん綴は納なつ得とくしない。ちょっと頬ほおを膨ふくらませ、

「あの、内容の確かく認にんとか、いいんですか……？　私、頑がん張ばって覚えたんですけど」

「悪いが、後にしてくれ」

　どこかイラついたような口調は、普段の冷静な彼にはそぐわなかった。普通なら怒おこるところだろうが、それなりに密度の濃こい付き合いの綴は、怒いかりよりも彼を苛立たせることの方が気になった。

「何か、あったんですか……？　また、『回かい収しゆう』とか……？」

「まだそこまではない。だが、いずれ何かが起きる。そういう……敵てきだ」

「敵……？」

　読破はあえて「敵」という表ひよう現げんを使ったが、その裏うらにある複ふく雑ざつな感情を綴は知らない。ただ、それの意味するものを考えるだけだ。

「敵って……この前の『封ふう魔ま録ろく』みたいな？」

「いや、もっと大きい意味──異界司書の業ぎよう務む全すべてにまたがる敵だ」

「え、そんなのいるんですか？」

「ああ、昨日の文書はそこまで触ふれていないが、山ほどいる。“〝戒かい書しよ”〟を悪用する連中、金きん銭せん目的で取引する連中、分ぶん析せきに勤いそしむ連中──異界図書館の存そん在ざいを知っている者から知らない者まで、大だい規き模ぼな組そ織しきから個こ人じんまで、ピンからキリまでいるさ。そして、私の敵は一番性た質ちが悪い」

　それきり黙だまり込んだ読破に、綴はもう何も言えなかった。

　彼の敵が誰なのか──知りたくても訊きくことはできない。

　もし訊いたとしても、答えは返ってこないだろう。

　結局それから閉へい館かん近くまで読破は自分の作業に没ぼつ頭とうし、綴はぼんやりとそれを眺ながめていた。

　やがて読破はパソコンの電でん源げんを切って立ち上がり、小さく溜ため息いきをもらした。

「手がかりなしか……ふむ、もう一度訊いてみるか」

　あまり気乗りしない様子で携けい帯たい電話を取り出し、上司に電話をかける。

　が、結果は予想通りだった。

「は～い、四し海かいです。今日は同人誌しの即そく売ばいイベントに行くので、一日オフっで～す。というわけで、御ご用ようの方はピーッと鳴ったら……」

　読破は何も言わずに電話を切った。

　館内で唯ゆい一いつ電話の使えるこの部屋の特とつ権けんを活いかしたものの、無む駄だに終わった。実は綴が来る前にも一度かけたが、結果は今と同じだった。

「……頼たよりたいときにこれだ。しかし……君も物好きだな。ずっと待っていたのか」

　最後の言葉が自分に向けられたことに気づき、綴はビクッと反はん応のうした。

「え、ええまあ……時々言われます」

「それはそれは。では、異い界かい司書が歴史に干かん渉しようした事例を一つ述のべよ」

「はい？」

　意味が呑のみ込めない綴に、読破は机つくえに置かれた文書を指差した。

「覚えてきたのだろう？」

「あ……はい！」

　上司の意図に気づき、綴は喜び勇いさんで返事をした。

「ええと……秦しんの始し皇こう帝ていが不老不死を求めたとき、いち早くそれに関する“〝戒書”〟を『回収』したとか？」

「正せい解かい。では、『回収』終しゆう了りよう後ごに異界図書館に本を持ち込まず、他の場所で『管理』する場合の理由は？」

「えっと……分析のため……ってそれは図書館でもできるから……あ、その“〝戒書”〟がまだ他ほかの『回収』で必要だったりするとか？」

「正解だ。ちゃんと覚えてきたようだな」

　意外、というふうに腕うで組ぐみする読破に、綴もご満まん悦えつだ。もっとも、この程てい度どができなければ今後の見通しは暗い。

「では、異界図書館の指し揮き系けい統とうにおいて特務班を管かん轄かつするのは？」

「あ、それは簡かん単たんですよ。副館長さん！」

「……ですが、その副館長の好きな作家名は？」

　どこか意地悪い笑えみを浮うかべた読破に、綴もムムッと気を引き締しめる。どうやらここからが本番らしい。だが、いくら思い出しても答えは出ない。

「あの、そんなこと書いてなかったと思うんですけど……」

「よくわかったな。書いていることといないことの判はん別べつもオーケーのようだ」

「…………」

　何だかしてやられた気がするが、当たったことは確たしかだ。これはこれで必要なことだろう。

「それでは最後の問題、現げん在ざいも回かい収しゆうリストに名を連ねる書名を三つ述べよ」

　これは簡単な問題だった。

　綴にとっても興きよう味み深い部分だったため、すぐに答えが出て来る。

「えっと『ネクロノミコン』と『真約聖せい書しよ』、それから……あ、一つ訊きたいことがあるんですけど」

「何だ？」

　綴は読破に三つ目の書名を告げ、昨日から気になっていたことを尋たずねた。

　すなわち、何な故ぜその本が回収リストに名を連ねているのか？

「ああ、それはな……」

　読破にとってはそう難むずかしいことではなく、答えはすぐに導みちびかれるはずだった。

　だが、その書名に連なることを思い浮かべた瞬しゆん間かん、彼の顔色が変わった。

「待てよ……そうか、その線もあったな。いや、むしろ可か能のう性せいはかなり高い。少し深読みしすぎたか……悪い傾けい向こうだ」

　突とつ如じよ真剣に考え込み始めた読破だが、当然綴は脇わきで首を傾かしげている。

「あの、私、何か悪いこといいました……？」

「いや、むしろ助かった。質しつ問もんにも答えたいところだが、もう閉へい館かん時間だ。長くなるかもしれんし、今度で構かまわんかな？　テストの方は文もん句くなしに合ごう格かくだ」

「あ、はい……」

「すまんな」

　詫わびを残すと、読破はそのまま図書準じゆん備び室しつを出た。おそらく閉館処しよ理りをするのだろうが、その様子はどこか違ちがう。

　──どうしたのかな……。

　彼が自分の言葉から何を得たか、今の綴には知る由よしもない。それを知るのは、もう少し先のこととなる。





　そこは暗い道だった。

　暗いといっても、街がい灯とうは灯ともっているし、路地裏うらというわけでもない。

　暗いのは、そこを歩く者の心に暗あん澹たんたる影かげが立ち込めているからだ。

　どこまで歩けばいいのか、どこまで探さがせばいいのか。

　生まれてからずっと、自分は道を探している。

　彼は、それを指し示しめす唯ゆい一いつの光があると言った。

　だが、どこにある？

　一握にぎりの希望を胸むねに、今日もまた暗い道を、日の落ちた夜道を歩く。

　すると、向こうから長身の少年が歩いてくる。

　長身といっても自分とは比くらべるべくもないが、常じよう人じんの範はん疇ちゆうならばそう言って構わないだろう。

　学生服を着たその少年は、すでに自分の姿すがたを目にしているはずなのに、そのまま歩いてきた。月明かりがこの身を照らしている以上、見えないはずはない。普ふ通つうならまず逃にげ出す。人気のないこの道ならなおさらだ。

　なのにその少年は臆おくせず自分の前までやってきて、立ち止まった。

　自分を見上げるその顔。

　見た瞬間、わかった。

　俺おれが求めていたのは──

「お前……月詠……読破か？」

「いかにも。君は？」

　問うと同時に、巨きよ大だいな拳こぶしを読破が襲おそう。

　しかし、高みから彼の顔面を狙ねらった拳は黒い壁かべに阻はばまれた。

「ずいぶんと乱らん暴ぼうだな」

　顔面寸すん前ぜんで停止した拳を前に、事も無げに言う。

　その左手には、彼のトレードマークたる黒本が握られていた。今まで数あま多たの敵てきから彼を守り抜ぬいたそれは、闇やみ夜よに金の鎖くさりをなびかせながら今こ宵よいも無敵の硬こう度どを発はつ揮きする。

「噂うわさは聞いていたが……樹君を早く帰らせてよかったな」

「その本、やっぱり、お前が月詠……読破！」

　喜色を滾たぎらせた声は、どこか物悲しく、同どう情じようを誘さそった。

　野太く低い男の声なのに、その声はいかなる歌よりも哀かなしみをたたえ、また溢あふれんばかりの喜びに満ちている。

「……何の目的か知らんが、いきなり殴なぐってくる輩やからは好かんな」

　読破が左ひだり腕うでをしならせ、未いまだ黒本に触ふれたままの巨きよ拳けんを弾はじき飛ばす。

　それによって彼の視し界かいが晴れ、大男の姿を改めて見ることができた。

　噂通りの巨体は、二メートルを軽く越こえているだろう。

　ボロ布ぬのに近い、あちこち擦すり切れた質しつ素そな衣ころもに包まれた肉体は、異い常じようなまでに筋きん肉にくが発達し、細身の読破と比べるとその頑がん強きようぶりがいっそう際きわ立だつ。だがその肉体はあちこちに手しゆ術じゆつ痕あとと思われる傷きず痕あとを残し、健康とはいいがたい。夜の闇でわかりにくいが、その極きよく端たんに青白い肌はだも大男の異常を象しよう徴ちようしている、

　もっとも、読破は肉体よりもその顔に興きよう味みを抱いだいていた。



    

  
    
      　武ぶ骨こつという言葉を如によ実じつに表すその顔は、あちこちの皮ひ膚ふが罅ひび割われており、非ひ常じように不気味だ。喩たとえるなら戦いに傷ついた兵士、といったところだろう。見た目の年ねん齢れいは三十代といったところだが、何な故ぜかそれだけの年数を生きた風格はない。

　何より印象的なのは、長めの前まえ髪がみの奥おくに光る双そう眸ぼう──血走った狂きよう気きに彩いろどられつつも、深い哀しみを湛たたえたそれに、読破の瞳ひとみも吸すいつけられている。

「ふむ……そう見られない顔でもない。お前はオリジナルとは違うらしい。だがその体……やはり『Ｃ』なのか？」

　答えのかわりに、第二撃げきが読破を襲った。

　今度は左手でのストレート。

　ボクシングの世界ヘビー級チャンピオンを凌しのぐ速度と威い力りよくに彼が反はん応のうし得たのは、これまでの熾し烈れつな「回かい収しゆう」経けい験けんの賜たま物ものだろう。それは黒本でのガードにも及および、意い識しきせずに片かた手てではなく両手で本を支ささえていた。

　それでもなお、完全な相そう殺さいは不ふ可か能のうだった。

　黒本で受け止めはしたものの、衝しよう撃げきは読破を数メートル後ずさらせる。

　学園の者が見れば、それこそ目を見み張はったことだろう。今まで読破の黒本はあらゆる攻こう撃げきを防ふせいできたのだ。

　それが単たん純じゆんなストレートに押おし負けた。しかも、衝撃の残ざん滓しはなおも読破の両手に残り、次の動作を遅おくらせる。

　間かん髪はつ入れずに叩たたき込まれる次の一撃。

　腹ふく部ぶを狙うフック気味の拳は、当たれば読破の内ない臓ぞうを悉ことごとく破は壊かいし尽つくしたに違ちがいない。その最悪の結果を防いだのは、黒本ではなく蒼あおい栞しおりだった。

　読破の黒本から引き抜かれたそれは、大男の拳をはるかに凌ぐ速度で空を舞まい、その視し界かいを覆おおったのだ。

　目め隠かくしをされた大男は読破を見失い、拳を振ふるうことも忘わすれて辺りを見回す。

「どこだ……！」

「ここだ」

　声は背はい後ごから聞こえた。振り向いた瞬しゆん間かん、栞は目から離はなれて読破の手に舞い戻もどる。

　取り戻した視界は紛まがうことなく読破を捉とらえ、頭上から渾こん身しんの一撃を振り下ろす。だが、最も早はや読破には通じない。

　軽く後方に飛んで躱かわすと、拳はその威力を地面に解かい放ほうした。拳はその形がはっきり刻きざまれるほど減めり込んだが、当たらなければ意味がない。

「単調な攻撃だな。見た目に似に合あわず、どうも素人しろうとくさい。だが威力は本物。そして、私の栞を受けても変化がない……やはり『Ｆ』の系けい譜ふか。確たしかめさせてもらおう」

　異界図書館の紋もん章しようが刻まれた蒼い栞が、再ふたたび空を切り裂さいて飛ぶ。読破の手から離れたそれは鋭い刃やいばとなって大男の頬ほおを切り裂き、その血を身に浴びて帰き還かんする。

「何故動かない？」

　栞を手にした読破は、そう尋たずねた。

　躱すことは不可能としても、相手は一いつ切さい反応すらしなかったのだ。

　問いにも無言のまま、ただ頬から血を流して立ち尽くす大男。

　その視線が自分ではなく、もっと後方にあることに気づいた読破は、後ろを振り返った。

　綴が、夜道に立っている。

「君は……」

　読破が意図しない偶ぐう然ぜんに驚おどろいていると、大男が低い声で呟つぶやいた。

「……邪じや魔まが入った」

「…………」

「お前とは、誰だれにも邪魔が入らないところで、闘たたかう」

　そう言ったきり、大男は背せを向けて走り去った。その巨きよ体たいからは想像もつかない俊しゆん敏びんな走りは、瞬まばたきする間に大男を闇やみの彼方かなたに連れ去る。

　追う意い志しのない読破はさして興味を払はらわず、代わりに綴に目を向けた。

「……今日は、友達と一いつ緒しよではないのか？」

「はい、香奈ちゃん部活の買出しで……私、バス停に行く途と中ちゆうだったんですけど……」

　怯おびえてはいるものの、口調はしっかりしていた。慣なれた、というわけでもないだろうが、彼女なりに読破の仕事を理解してきてはいるらしい。

　だが、さっきの大男が「回収」に結びつくかどうかは、まだ知らない。

「あの、今の人って、噂うわさの……」

「人かどうかは知らんが、噂にはなっているらしいな。だが、奴やつはもう見つけたらしい。次からは、私を狙ねらってくるだろう」

　未いまだ正体のわからぬ敵てきではあるが、目的はわかっている。

　そして、正体の仮か説せつもすでに読破は備そなえている。

　それを与あたえたのは、他ほかならぬ綴だ。

「やはり、『Ｆ』に連なる創造物クリーチヤーなのか……」

　真実に近づいた仮説を思い返しながら、彼女が己に尋ねた本の名を、読破は深い畏い怖ふと共に呟いた。

「──『フランケンシュタイン』か」



    

  
    
      　第二章　縫ほう合ごうは的てき確かくに






「おめでとう。見つけたんだね」

　昏くらい闇やみの中で、木こ漏もれ日のように朗ほがらかな笑えみが浮うかんだ。

　そこにあるのは真しん摯しな祝福の感かん情じようだが、笑いかけられた相手はピクリとも反はん応のうしない。

　あの暗い牢ろうとは違ちがう、だが似に通かよった殺風景な場所に蹲うずくまる大男は、眼がん前ぜんの黒衣の青年に興きよう味みを示しめすことなく、ただぼんやりと周囲を見回していた。

　かつて共にいた者達は、もういない。

　寂さびしい、というわけでもないが、少々気にかかった。

「アイツらは……？」

「それぞれ行ったようだよ。だが、君とはアプローチが少々違うようだ。漁夫の利を狙ねらっているのかもね」

「俺達はそれぞれ違う。アイツらにはアイツらのやり方がある」

「なるほどね。で、読どく破はに出会った感想は？」

　見み透すかしたような瞳ひとみは、その答えをすでに手にしていることを物語っていた。

　それでもあえて問うのは、単に直ちよく接せつ聞きたいという彼自身の欲よつ求きゆうだ。

「……強い、な。だが、何な故ぜお前ではない？」

　静かな言葉だが、それは部屋の不ふ穏おんな空気を齎もたらした。

　何故目の前の青年ではなく、読破でなくてはならないのか──彼はそう言っているのだ。

「お前も、強い。おそらくは、奴やつよりも。なのに、何故彼を指名した……？」

「簡かん単たんだよ。僕ぼくと君では勝負にならない」

　いけしゃあしゃあと言い放った青年だが、傲ごう慢まんさは欠片かけらもない。彼の言葉は紛まぎれもない真実であり、大男もそれは本ほん能のうで悟さとっている。だから反はん論ろんもしない。

「君達は戦いを求めてる。それもただの戦いじゃあない。己おのれの命を賭とした、とびっきりの戦いだ。ところがこれは条じよう件けんが厳きびしい。君達が全力を出せる相手でなくてはならないからね。弱すぎても駄だ目めだが、強すぎるのも駄目だ。全力を出す前にあっけなく瞬しゆん殺さつされちゃあ、何の醍だい醐ご味みもない」

「……それでもいいと言ったら？」

　ピンと部屋の空気が張はり詰つめる。

　昏い意い志しを秘ひめた両眼が青年を射い貫ぬくが、彼には通じない。その瞳ひとみは、すでに全すべてを見透かしている。

「演えん技ぎが下へ手ただね。もしそうなら、あのときとっくに襲おそいかかってるだろう？　君だけじゃなく、残りの二人もね。そうせずに僕を受け入れたということは、まず僕は対象から外れてる。大体、自殺願望があるなら、目覚めなくてよかったろう？」

　微び笑しようした青年に、大男はそれ以上何も言わなかった。

　彼の言葉が真実である以上に、すでに自分の心には、彼よりもあの少年が占しめる部分が大きくなっていたからだ。

「……奴は、俺おれが斃たおす」

「その意気、その意気。ところで、一つ訊ききたいんだけど」

「何だい？」

「君の名前は？」

　可愛かわいげに小首を傾かしげているが、これはややおかしな質しつ問もんだ。名前すら知らぬ相手を、彼は戦いに駆かり立てているのか。常じよう人じんの基き準じゆんでは中々計はかりがたい精せい神しん構こう造ぞうだ。

「ない。必要ないと判はん断だんしたんだろう」

　ぶっきらぼうな口調に、青年はやれやれと肩かたをすくめた。

「そこまでオリジナルに似せられたのかい？　でもそれじゃ他と区別がつきにくいだろう？　ホントに何もないの？」

「型式番号は、ある。ＦＣ─Ｘ００だ」

「呼よびにくいし、イマイチだね。君の創そう造ぞう主しゆは何と呼んだ？」

　青年の遠えん慮りよのない質問にも特に怒おこった様子は見せず、大男は前と変わらぬぶっきらぼうな口調で告げた。

「プロトだ」

「なるほど。ではぷーちゃんと呼ぼう」

「…………」

「冗じよう談だんだよ、ジョーダン」

　悪びれずに笑う青年からは、どこまで本気だったかは窺うかがいしれなかった。ひょっとしたら、呼び名などどうでもよかったのかもしれない。彼としては、とにかくプロトと呼ばれる大男との会話が第一の目的なのだ。

「……お前は、何故俺達を目覚めさせた？」

「面おも白しろそうだから」

　にこやかなその笑みは、天使の微笑か悪あく魔まの冷笑か。

　どちらにせよ、彼にとってプロトを目覚めさせた理由は先の一言に集約される。

「君達は自分を卑ひ下げしているかもしれないが、こと物語の題材として見れば、偉い大だいな存そん在ざいさ。普ふ遍へん的なテーマと言ってもいい。だからこそ僕は君達と読破を主しゆ軸じくにした物語を創つくった。ただ、それだけのことさ。それでは不満かな？」

「いや」

　プロトの言葉に、感情の光が灯ともった。

　あの暗い地下牢ですごした年月は、けして短くない。

　鬱うつ積せきした感情を解かい放ほうする機会を与あたえてくれた相手には、彼なりに感かん謝しやしている。

「俺は、戦うために生まれた。お前は、その相手をくれた。それだけでいい」

「それはそれは。まあ、頼たのみ事があるなら声をかけてくれ。できるだけ便べん宜ぎを図はかろう」

　そう言うと、青年は優ゆう雅がな足取りで去っていった。

　それをぼんやりと見つめていたプロトは、やがて目を閉とじて眠ねむりについた。小こ競ぜり合いとはいえ、読破との戦いの傷きず痕あとはその頬ほおに残っている。己の求める戦いの実じつ現げんには、束つかの間とはいえ休息が必要だった。

　幸いあの青年が見つけてくれた隠かくれ家がのおかげで、休むには事欠かない。

　目覚めたときは、また──戦いだろう。

　次に彼が読破と見まみえるとき、いかなる戦いが巻まき起こるか。

　それは、先ほどまでここにいた青年だけが知っている。





　昼休みが始まった直後、読破はいつものように図書準じゆん備び室しつにいた。

　まだ利用者は訪おとずれず、さらに言うならこの部屋の主である司書もいない。

　館内にただ一人きりの彼は、それを利用して仕事に関する電話の最中だった。

「送った品は受け取っていただけたでしょうか？」

「うん。分ぶん析せきに回しとくから、そのうち結果が出ると思う」

　のんびりと答えた相手は、上司である異い界かい図書館副館長、四し海かい統とう馬まだ。以前読破が電話を掛かけたときは無む碍げな応おう答とうが返ってきたが、今日はちゃんと通じているらしい。

　連れん絡らくした理由は、もちろん昨夜の一件けんに関連している。

　読破が栞しおりによって得たあの大男の血けつ液えき──現時点では唯ゆい一いつの手がかりとも言えるそれは、彼の手によって異界図書館に送られ、統馬曰いわく分析中とのことだ。

「しかし、『Ｆ』の創造物クリーチヤーとはね……君は初めてだっけ？　まだ確定したわけじゃないが、君の印象ではどうだい？」

「オリジナルとは異ことなる部分もありますが、十中八九間違いないでしょう。どちらにせよ、私を標的としているらしいので、何かわかり次し第だいまたご連絡します」

「よろしく。でも、君を狙ねらうということは……やはり彼か。今度は何を考えているのやら」

　電話口の向こうで肩かたをすくめる上司を想そう像ぞうしつつ、読破は携けい帯たい電話を切った。

　統馬の言うとおり、彼は何を考えているのか。

　時に異い端たん作家、時に魔ま人じん、そして時には異界図書館史上最大の反はん逆ぎやく者と呼ばれる彼の真意は、追い続ける読破といえど容よう易いには掴つかめない。

　単たん純じゆんに言い切ってしまえば、彼はただ作家としての行動原理で動いているだけだ。書きたいものを書く、好きなように物語を構こう築ちくする、登場人物を動かす──問題があるとすれば、それが現実世界で行われることと“〝戒かい書しよ”〟が絡からんでいることだろう。

　もっとも、彼は単純な執筆意欲以外の意図を常つねに持っている。

　以前は“〝戒書”〟の力に呑のみ込まれた愚おろかな人物の破は滅めつを見つめ、つい最近では作家としてさらなる高みへ昇のぼるために読破を巻まき込こんだ。

　果たして今回の目的は何か。

　それを考えることすら彼のストーリー上のことではないかと思いつつも、読破はしばし思し索さくに集中した。

　読書時には及およばないまでも、かなり緊きん迫ぱくした雰ふん囲い気きがその周囲を包むが、昼休み第二の来館者がそれを乱みだした。

　早めに昼食を終えた睦むつ美みが、準備室を訪れる。

　実は、図書館で読破と二人きりの時間を得るために極きよく力りよく昼食は軽めにしているのだが、無む論ろん彼が知る由よしもない。つい最近彼が昼休みにほとんど食事と呼べるものを摂とっていないことを知ったが、さすがにそれは真ま似ねできなかった。

「あ、部長……すいません、考え事されてましたか？」

「いや」

　読破はさして気を悪くしたふうもなく言う。

　いるだけで邪じや魔まな某ぼう司書教きよう諭ゆに比くらべれば、自分の仕事を手伝うために訪れた睦美に腹はらを立てる要素はない。

「しかし、最近来るのが若じやつ干かん早いな。食事はちゃんと摂った方がいいと思うが？」

「……部長はどうなんですか？」

　やや非ひ難なんめいた口調は、無理もない。

　睦美からすれば、彼の食生活の方が危き険けんだ。昼食もさることながら、他の食事もちゃんと摂っているのか？

「あれから、ちゃんとした昼食食べてるんですか……？」

　睦美が珍めずらしく詰きつ問もんするように顔を近づけると、読破はちょっと目を泳がせた。

「……最近、腹回りが気になってな」

「それ以上痩やせてどうするんですか！　体壊こわしますよ？」

「……購買部に並ならぶのは好きじゃない」

　と子こ供どもの駄だ々だのような言い訳わけを漏もらすが、保ほ護ご欲よくに目覚めた睦美には通じない。

「だったら、学校に来る前に何か買えばいいじゃないですか？」

「……朝は忙いそがしい。それに、毎回店で買うのも勿もつ体たいないだろう？」

「それじゃあ、お弁べん当とう持ってくるとか……」

「……料理は苦手だ。作ってくれる人も、今は二人ともいないしな」

　そのとき、読破の顔にかすかに暗い翳かげが差した。

　睦美は本能的にまずいことを言ったのを悟さとった。

　読破の家庭事じ情じようは未いまだに知らないが、どうもあまり恵めぐまれてはいないらしい。二人とも、という点も何か引っかかる。

「えっと……あの………」

「気にしないでくれ。いないだけだ」

「はあ……」

　意味はよくわからないが、読破がそれほど気を悪くしていないのは確かだ。

　これなら……イケルかもしれない。

「あの、部長……」

「何だ？」

　──よかったら、私がお弁当を………。

　と口に出そうとしたとき、二人きりの時間を乱す無ぶ粋すいな声が聞こえた。

「あ～あ、金欠って辛つらいわ～。お腹空すいた～」

　ぶつくさ不満を言いつつ、司書の氷ひ室むろ真ま由ゆが準じゆん備び室しつに入ってくる。

　一見知的な眼鏡めがね美人であるが、その発言からわかるとおり、本ほん性しようはズボラな独どく身しん女である。部屋の隅すみにある自分用の椅い子すに腰こし掛かけて机つくえに突つっ伏ぷすと、露ろ骨こつに出て行けという視し線せんを向ける睦美にも気づかずに、愚ぐ痴ちを零こぼし始める。

「う～何か美お味いしい物食べたいな～。月つく詠よみクン、お金貸かしてくれない？」

　プライドゼロでそう言ってくるが、読破はつれない。

「この前貸した五千円を返してくれたら考えます」

「……すでに借りてるんですか？」

　睦美は憤ふん慨がいするが、真由には通じない。

　犬けん猿えんの仲に近い二人であるが、基き本ほん的に敵てき意いを抱いだいているのは睦美だけだ。

「……だって、新作のバッグ欲ほしかったんだもん」

「だからって、普ふ通つう生徒にお金借りますか？　大体、大人ならもっと金きん銭せん管理を……」

「そのへんにしておきたまえ」

　静かな声で制せいされ、睦美は口をつぐんだ。

　まだまだ言い足りないが、当の読破にこう言われては仕方ない。

「確かにこの人は仕事はしない、金銭感覚もない、男運もない、ないないづくしのダメ人間だ。そのうえ民みん俗ぞく学者としても中ちゆう途と半はん端ぱ、まさに絶ぜつ望ぼう的だ」

「……それは言いすぎでしょ」

「だが、ごくたまに私の役に立たないこともない。気持ちはわからんでもないが、ここは大人になろう」

　本来は真由が言うべき台詞せりふだろうが、読破の方が説得力に勝まさるのは言うまでもない。睦美もしぶしぶそれ以上の追つい及きゆうをやめるが、もちろん真由はおかんむりだ。

「何よ何よ、ど～せ私はダメ人間ですよ～だ。ふん、いいわよ、そんなこと言うなら仕事しないで寝ねちゃうから！」

「別にいつものことですけどね」

　読破の冷静のツッコミにギクッとなりつつも、ダメ人間は空きっ腹を抱かかえてふて寝に入った。ちなみに、これでも図書館の業ぎよう務むにまったく支し障しようがないのは言うまでもない。

「さて、いつもどおりになったところで、そろそろカウンターに出るか。利用者も来たようだ」

「そうですね……」

　確かに、館内から足音が聞こえ始めた。ぼちぼち仕事の時間だろう。

「そういえば、楠くす本もと君は来るかな？」

「え、ああ、どうでしょうね？　昼休みは毎日来るわけでもないですし……何か不都合でも？」

　さりげない質しつ問もんに聞こえるが、実はその裏うらには女の情念が渦うず巻まいている。

　ここ数日、放課後は綴つづるが読破をほぼ独どく占せん状じよう態たい、これで昼休みにまで押おしかけられてはたまらない。

　睦美は、黒い炎ほのおを宿した両りよう眼めで読破の真意を探さぐろうとするが、特に探るまでもなく彼は真実を吐と露ろした。

「いや、仕事のことで話があったんでな。だが、どうせ私も昼休みにはあまり暇ひまはないか」

「あの、仕事ってことは……もしかして、また『回かい収しゆう』の……？」

「……まだ確定してはいないがね。今のところは私以外の人間には危き害がいが及およばないと見ているが、断だん言げんはできない。何かわかれば、危険の回かい避ひ法ほう程てい度どは伝えるから、心配しないでくれ」

「はい………」

　力ない返事は、“〝戒書”〟への恐きよう怖ふからではない。

　綴には仕事の内ない容ようを伝え、自分には必要最さい低てい限げんの情じよう報ほうしか伝えない、その差への失望ゆえだ。

　異界司書見習いと図書部副部長、立場の違ちがいを考えれば当たり前だが、やはり現実を目まの当たりにすると辛い。すでに自分の中では折り合いをつけ、自分ができることで読破の手助けをしようと決めているが、そう簡かん単たんに気持ちが整理できるなら、誰だれも恋こいに悩なやみなどしない。

「では行くか」

「はい……！」

　読破の後に続き、準備室を出る。

　悲ひ愴そうとさえ言えるその顔には、せめてこの昼休みだけでも彼と在ありたいという想おもいが溢あふれ出ていた。





「失礼します……あれ、先せん輩ぱいは……？」

　放課後、図書準じゆん備び室しつを訪おとずれた綴は、読破の姿すがたがないことに気づいた。

　カウンターにいた睦美によれば準備室にいるそうだが、見たかぎりでは影かげも形もない。

　──色々訊ききたいことあったのに……。

　諦あきらめて館内を捜さがそうかと思ったとき、

「ここだ」

　という読破の声が部屋の奥おくからした。

　声がしたのは、貸かし出し禁きん止しの本を収めた棚たなの裏うらだ。その場所に気づいたとき、彼が何をしているか想そう像ぞうがついた。

　本棚の裏を覗のぞくと、予想通り彼は床ゆかに散らばった雑ざつ多たな荷物を片かた付づけていた。それによって床が元の姿を取り戻もどすと、ちょうど大人一人がくぐれる程度の異質な石板が姿を現あらわす。

　綴にとっても見覚えのあるそれは、ある意味で全すべての始まりと呼べるものだった。

「あの、先輩、何を……？」

「これから地下に入る。君も来てくれ」

「え、いいんですか？」

「これも研けん修しゆうだ。私に続け」

　読破は己おのれの栞しおりを石板の上に置き、右手を重ねて開門の言葉を紡つむいだ。

「異界司書月詠読破、その命において開門を願う」

　彼の声に反はん応のうし、石板が淡あわい光を放つ。同時に硬こう質しつな表面も水面に似にた感かん触しよくに変へん貌ぼうし、彼を招まねき入れる。

　読破は慣なれた様子でそこに脚あしを入れ、地下へ、この図書館に隠かくされた地下書庫へ向かう。

　続いて、おっかなびっくりの面おも持もちの綴が地下へ下り立つ。

　以前は顔から突つっ込んで、最後は尻しり餅もちまで突くという失しつ態たいをやらかしてしまったが、今度は先行した読破に倣ならい、ちゃんと石板を越こえた先にある梯はし子ごを使う。

　やがて再ふたたび床に足をつけたとき、膨ぼう大だいな数の本棚が綴を出で迎むかえた。

「うわ……」

　すでに一度目にしているものの、思わず声が漏もれてしまう。

　地上の図書館とは違う、古いにしえの風ふう格かくと気品に溢れた数々の本達。

　地下のひんやりとした空気の中で、圧あつ倒とう的な存そん在ざい感を誇ほこる彼らは、その外観だけで綴を威い圧あつし、支し配はい下かに置く。

　魔ま力りよくとも呼べるその不可思議な魅み力りよくは、本好きであればあるほど効こう果かを発はつ揮きする。

　現に綴の読書欲よくは刺し激げきされ、フラフラと近くの本棚に歩み寄っている。

「読むなとは言わんが、『封ふう魔ま録ろく』のような“〝戒かい書しよ”〟に当たらないとも限かぎらんから、気をつけた方がいいと思うが」

　読破の忠ちゆう告こくで、綴は正気に戻った。

　そう──ここはただの地下書庫ではない。

　その存在自体が極ごく秘ひであり、異界司書のみが立ち入りを許ゆるされるこの場所には、通つう常じようの書物に交じって数多くの“〝戒書”〟が眠ねむっているのだ。それゆえに、読破は時折ここにこもっては“〝戒書”〟の発見に励はげみ、整理を行っている。

　綴も研修の中でそのことは断だん片ぺん的に伝えられているので、ある程てい度どの知ち識しきはあった。しかし、実じつ際さいに入ることが許ゆるされたのは今日が初めてである。

「先輩、あの……ここで何するんですか？」

「仕事だ」

「それって、あの“〝戒書”〟を見つけるやつですか？」

「ああ。君の場合、見学とここの構こう造ぞうの把は握あくがメインだが、一いち応おう私の手伝いもしてもらう」

　さらりと言ってのけた読破だが、綴には寝ね耳みみに水だ。

　いずれは通らねばならない道だろうが、いきなりハイレベルの研修な気がする。

「でも、私まだよく『鑑かん定てい』のこととか知らないし……」

「別に知らなくていい。というか、その方が都合がいい。そこらへんをブラブラしておいてくれれば、事足りる」

「はあ……」

　綴にはイマイチ事情が呑のみ込めない。

　体ていよく邪魔者にされているのだろうか？

　だとすれば最初から呼ばなければいいわけだし、うーんと考え込んでいると、読破が事情を説明した。

「要するに、今回は君の『鑑定』の勘かんを測はかるのが目的だ」

「勘、ですか？」

「そうだ。以前説明したように、『鑑定』には異界司書当人の勘やセンスも要求される。一流ともなると、本棚の前を通りかかっただけで感じるものがあるらしい」

「うわ……すごいですね。先輩もできるんですか？」

　綴は目を輝かがやかせて訊いてきたが、あいにく読破の専せん門もんは「回かい収しゆう」である。

「……まったくない、というわけでもないが、さすがにその域いきまではな。副館長は『何か頭にキュピーンと光が飛ぶ感じ』と言っていたが」

「へえ……でも、私にできますかね？」

「さあな。できるに越したことはないし、できなくても別に問題はない。適てき性せいの問題もあるし、君に適性があったところで、まだ目覚めていない可か能のう性せいもある。気負わず、気になった本があれば報告してくれ」

　それだけ言うと、読破はいそいそと周囲の本のチェックに入る。「鑑定」が始まったわけだが、当然綴には入り込む余よ地ちはない。

　とりあえず指し示じどおりにその辺りを見て回ろうと思ったが、その前にどうしても訊いておきたいことを思い出した。

「先輩、この前のこと……教えてほしいんですけど……」

「何だ？」

「どうして、『フランケンシュタイン』が“〝戒書”〟なんですか？」

　ピタッと読破の手が止まった。

　こちらを振り返った顔は、心なしか厳きびしい。

「教えてくれるって言ってましたよね？　できれば今聞きたいんですけど……」

　いつものような遠えん慮りよがちな声だが、読破の不ふ義ぎ理りを責せめるような意い志しも若じやつ干かん混まじっている。

　あの文書に目を通したときからの疑ぎ問もん──何な故ぜかの名めい著ちよが“〝回収リスト”〟にその名を連ねているのか。

　理由を教えてくれると言っていたのに、彼は、忘わすれていたのだろうか？

「……教えるのは構わんが、一つ確かく認にんしておきたいことがある。君、そもそも『フランケンシュタイン』を読んだことあるのか？」

「え、ええまあ……」

　イマイチ歯切れが悪かったためか、読破は詳しよう細さいを追つい及きゆうしてきた。

「いつ読んだ？」

「えっと……小学校の低学年だったかな……？」

「……ということは、いわゆる子こ供ども向けの簡かん易い版ばんということか？」

「そうですね……」

　思い返してみると、確かに字もかなり大きかったし、挿さし絵えも多かった。ちなみにその挿絵に怯おびえてしまい、ちゃんと読んだかと言われると時期も含ふくめて自信がない。一応大おお筋すじは知っているつもりだが、それが正しい内ない容ようかと言われると、それもまた自信がない。

　そんな心理を見み透すかした読破は、溜ため息いき交まじりに質しつ問もんを出した。

「あらすじは覚えているか？　ちょっと言ってみてくれ」

「え～と……」

「フランケンシュタインという名の人じん造ぞう人間が、破は壊かいの限かぎりを尽つくす」

「あ、そうそう、そんな感じです！」

　思い出したといわんばかりに顔を綻ほころばせると、読破はやれやれと首を左右に振った。

「……話にならんな。まあそれが一いつ般ぱんの理り解かいと言えばそうかもしれんが……」

「え、違ちがうんですか？」

「ああ。とりあえず最低限の予よ備び知識として原作を知っていないと、説明しても無む駄だだろう。幸い、図書館にきちんとした翻ほん訳やく版がある。借りられていればそれまでだが、もしあれば借りて読んでいてくれ」

　綴にとっては好都合の申し出だったが、受けるのは少々抵てい抗こうがある。

『フランケンシュタイン』といえば、真実はどうあれ、一般に怪かい奇き小説のイメージが強い。少なくとも綴はそう思っている。

　要するに……読むのが怖こわいのだ。

「……まさか、怖そうだから読みたくないとか思ってないだろうな？」

「う……」

　本音はあっさり見透かされ、厳しい言葉が放たれる。

「別に君個こ人じんの読書嗜し好こうに口を挟はさむ気はないが、この場合読むのも仕事だ。どうしても読みたくないというのなら、縄なわで縛しばりつけて私が稲いな川がわ淳じゆん二じ風に朗ろう読どくしても構かまわんが？」

「い、嫌いやです！　そっちの方が嫌です！」

　両手を振ふって全身全ぜん霊れいで拒こばむ綴に、冷ややかな声が届とどく。

「では、ちゃんと借りて読むな？」

「はい……」

　ショボンと観念した綴に満足し、読破は「鑑かん定てい」に戻った。

「閉へい館かん前には上に戻るから、そのときに借りるように。場所は私が教える。ではそれまではブラブラしておいてくれ」

「はい…………」

　その周辺を落ち込んだ様子で歩き出す綴。

　やがて辺りに溢あふれた「本」という、彼女にとっての究きゆう極きよくの癒いやしグッズに心を和なごませていくのであるが、それはまだしばらく後の話である。





「次は君か」

　人気のない廃はい墟きよの深しん奥おうで、一人の青年が呟つぶやく。

　元は工場であった場所だが、経けい営えい難なんによる倒とう産さんと共に今は誰だれ一人訪おとずれることない廃墟と化している。

　さして大きくない、いかにも零れい細さい企き業ぎようの工場といった粗そ末まつな造つくりだが、人ひと並なみはずれた体たい格かくの者の隠かくれ家がには充じゆう分ぶんだ。何より、永えい命めい学園にも近い。

「……君、彼より無口だね。名前だけでも訊ききたいんだけど」

　青年は、隅すみの方に積まれた錆さびた鉄てつ骨こつを椅い子す代わりに座すわる存在に微笑ほほえみかけた。屈くつ託たくのない笑みは、いかなる頑がん固こ者の顔でも綻ばせそうだが、この相手には効きかないようだ。

　その昏くらく澱よどんだ両りよう眼めには、すでに青年が与あたえた戦いの相手しか目に入っていないのだろうか。

「愛あい想そもない。困こまったな、体に訊こうか？」

　青年の右手に、黒い羽根ペンが光る。

　かつて読破から“〝腕うでの記き憶おく”〟を盗ぬすみとったそれは、今度はいかなる奇き跡せきを見せるのか？

　しかし、奇跡は起こる前に止められた。

　青年の頬ほおを、一いち陣じんの烈れつ風ぷうが襲おそった。

　それが刃やいばの煌きらめきを秘ひめた鞭むちのようなものと悟さとったとき、すでに回かい避ひの暇いとまはなかった。

　ならば、弾はじくまで。

　対たい峙じする者達以外は目にすることもできない攻こう防ぼうは、青年の勝利に終わった。

　キン、という乾かわいた音と共に、形けい状じようすら不確かな刃は放った相手に弾き返される。

　それを為なしえたのは、作家である彼のただ一つの武ぶ器き──黒い羽根ペンだ。

　銀ぎん製せいの本体は金きん属ぞく製せいには違ちがいないが、それだけではあの刃を弾くには心もとない。仮かりに名刀と呼よばれる刀であっても、容易たやすく折られてしまう──それほどの硬こう度どがあの刃にはあった。

　本来の用よう途とでないにせよ、確かにその黒い羽根ペンは奇跡を起こしたのかもしれない。

　青年を見つめる昏い両眼にも、かすかな感かん嘆たんの色が宿り始めていた。

「あービックリした。僕ぼくじゃなかったら死んでるよ？」

　プラプラと羽根ペンを握にぎった手を振ふる彼は、緊きん張ちよう感に乏とぼしい。絶ぜつ対たい的な自信を感じさせる動作に、相手も敵てき意いを殺意へと昇しよう華かさせ始めた。

　二者の間に立ち込め始める不ふ穏おんな空気。

　青年に戦う意い志しは皆かい無むだが、このままでは激げき突とつは不可避に違いない。

　望まぬ展てん開かいを見み透すかした青年は、溜ため息いきと共にこう言った。

「物語の登場人物は、常つねに作家の手の上にある。もちろん、君もね。どうしてもそこから抜け出し、破は綻たんさせたいというのなら、僕は君を殺さなくてはならない。いいのかな、それで？」

　ぞっとするほど冷えた言葉。何より、その瞳ひとみがこれからの所業の壮そう絶ぜつさを物語っていた。

　物語において作家は神──ならば、抗あらがう者に下されるのは天てん罰ばつか。

　青年は羽根ペンを相手に突きつけ、最後通告を下す。

「今ここで瞬しゆん殺さつされたいなら、応おうじよう。だがそうでないのなら、僕の用意した相手の下もとへ向かってくれ。ついでに、名前も教えてくれないか？」

　最後の方は、いつものように屈くつ託たくのない明るい声だった。

　だが、前半部分はあのプロトでさえ血が凍こおる思いをしたことだろう。

　だからこそ、それは立ち上がった。

　青年の脇わきをすりぬけ、抑よく揚ようのない口調で呟つぶやく。

「……アドバンス」

　それきり何も言わず、それは去っていった。

　プロトよりも一回り小さいその背せ中なかを、青年はどこか憂うれいを込めた瞳で見つめていた。名乗った名がはたして名と呼べるものなのか、彼だけは知っている。

「彼もまた名無しか。だが、それでも生きている。読破、君ならどうする？」





　図書館の閉へい館かん時間の少し前に、綴は読破と連れ立って地下から戻ってきた。その後すぐに読破は外国文学のコーナーに赴おもむき、一冊さつの文庫本を持ってきた。

「運良く残っていたな。では、借りていってくれ」

「はい………」

　おそるおそる本を受け取ると、ふと前回の研けん修しゆうのことが思い出された。

「あの、ひょっとしてこれ……」

「明日までに読んでくるように。ついでに、放課後も空けておいてくれ。明日は異い界かい図書館からの報ほう告こくもあるだろうからな」

　無む表ひよう情じようで言い渡わたし、彼はいつものように閉館の準じゆん備びに入った。その背中は、反はん論ろん許ゆるさずと物語っている。

　綴は溜ため息いきをついてカウンターに向かい、いつものように貸かし出し用のカードと本を差し出す。そのとき、おそろしく攻こう撃げき的な視し線せんが突つき刺ささっていることに気づいた。

　その視線の主は、言うまでもなくこの図書館に咲さく一輪の美しき花、睦美である。

「あの……何か、ありました……？」

「別に」

　言葉とは裏腹に、目が笑っていない。その美び貌ぼうだけに、こういうときはいっそう冷たさが際きわ立だつ。

　無む視ししてとっとと本を借りればいいのだろうが、それができないのが自分だ。

　それに、睦美の不ふ機き嫌げんの理由も大体想像がつく。多分、自分が読破と二人きりでいたのが気にくわないのだろう。

　図書部の一員となって一か月以上、いかに自分が色いろ恋こい沙ざ汰たに縁えんがないとはいえ、睦美が読破に尊そん敬けい以上の想おもいを抱いだいているのは想像がつく。今まではほとんど読破と二人で図書館を運うん営えいしていたらしいから、そこに急に自分という邪じや魔ま者ものが加われば、いい気持ちがしないのは当然だ。

　自分としては、睦美の邪魔をする気はないが、異界司書の研修がある以上どうしても読破との時間を持たざるをえない。

　もちろん、睦美もわかっているだろう。わかっているから、こうして冷たい視線を向けてくるだけなのだ。子こ供ども以上大人未満の対応だが、恋れん愛あいが絡からんでいるとなれば、彼女を責せめることはできない。

　とはいえ、正直この状じよう況きようは辛つらい。

　というか、全すべての元げん凶きようは多分自分ではなくあの少年だ。

　そんなわけで、何とか視線の呪じゆ縛ばくから逃のがれて貸し出しを終えた綴は、館内の戸と締じまり中の読破に近づいて小声で話しかけた。

「先輩、あの……樹いつき先輩のこと、ちゃんと……してくださいね？」

「はあ？」

　意味不明といった面おも持もちで首を傾かしげる読破に、綴も睦美の苦労を理り解かいした。きっと、今まで辛かったことだろう。

「え～と、だから……ほら、私の研修で図書館の仕事任まかせっきりだから、何か埋うめ合わせするとか？」

「ああ、なるほど。そうだな、今度食事でもおごるか」

「それもいいんですけど……」

　おそるおそるカウンターを振り返ると、睦美がこちらを睨にらんでいる。

　心なしか前より顔が険けわしいのを見ると、この会話もマイナスに働いているらしい。

「で、できれば今すぐしてほしいんですけど……」

　切実な懇こん願がんだが、相変わらず読破には通じない。

「そう言われても、もう遅おそいしな。また今度に……」

「だ、駄だ目めですって！　あ、そうだ、今日一いつ緒しよに帰るとか？」

「それが何で埋め合わせになるんだ？」

　相変わらずのずれた回答だが、今は説明している余よ裕ゆうがない。

「なるったらなるんです！　とにかくお願いします……！」

「……別に構かまわんが、今私の傍そばは少々危険だが」

　読破の脳のう裏りに、昨夜の記き憶おくが甦よみがえる。

　あのような襲しゆう撃げきが再さい度どあれば、睦美が危あぶない。綴もそれは理解しているが、危険よりも読破に対する信しん頼らいの方が厚あつい。

「だったら、先せん輩ぱいが守ってあげればいいじゃないですか！」

「ま、まあ、そういう考えもあるかな？」

　珍めずらしく綴の気き迫はくに押おされがちな読破。

　やはり身近な危機を感じる人間は強い。

「とにかく、今日は樹先輩と帰ってあげてください！」

「わ、わかった……」

　了りよう承しようの言葉を聞くと、綴はようやく安心して図書館を出て行った。

　残された読破は、まだ事情が呑のみ込こめてはいないが、とりあえず戸締りを終えると睦美の下へ行き、ぎこちなくこう切り出した。

「あー……今日、一緒に帰ろうか？」

「え、ええ構いませんけど……」

　断ことわる理由などあろうはずがない。

　みるみるうちに喜色満面、今日の図書館の利用者がついぞ見ることが叶かなわなかった笑顔が浮うかぶが、同時に疑ぎ問もんも浮かぶ。

「あの、でも、急にどうしたんですか……？」

「いや、私もよくわからんのだが……とにかくそうしないと駄だ目めらしい」

「はあ………」

　答えに納なつ得とくしたわけではないが、とにかく彼との時間が過すごせるなら問題ない。それ以上詮せん索さくはせず、数分後に二人は並ならんで学校を出た。

　傍はたから見れば中々似に合あいのカップルで、特に睦美の表情を見れば、誰だれもがただならぬ関係だと考えることだろう。実じつ際さい下校中の生徒に何人か目撃されたので、明日にはまた二人の関係が尾おひれをつけられて噂うわさになるかもしれない。

　もっとも、読破の方はイマイチ何な故ぜ睦美と一いつ緒しよに帰っているのかわからないらしく、上じよう機き嫌げんの睦美を見て時折首を捻ひねっている。

　そんな感情のベクトルが噛かみ合わない二人ではあるが、元々親しい仲であるし、一緒に帰ることも少なくないので、変にギクシャクすることもなく、取りとめもない話に花を咲さかせていた。

　それが変わったのは、二人が学校から続いていた大通りから外れ、裏通りに入ってからだ。読破の自じ宅たくに行くにはここを通る必要があるが、睦美はその必要がなく、この道に入る前に別れるのが正しい。

　しかし少しでも読破といたい彼女は、いつもこの数十メートルほどの裏通りを抜けてから別れている。恋こいする乙女おとめの気持ちを考えれば責めることはできないし、別に誰が迷めい惑わくするわけでもない。ただ、睦美にとって多少回り道になるだけだ。

　だが今日はそれが仇あだとなった。

　急に読破の顔つきが変わり、歩く速度も遅おそくなる。

「どうかしたんですか……？」

　顔を覗のぞき込んでくる睦美に、読破は低い声で漏もらした。

「──やはり、一緒に帰るべきではなかったな」

「え………」

　睦美は顔色を変えるが、読破は動じずに事実を淡たん々たんと述のべる。

「人気が無さすぎる。いつもそうと言えばそうだが、この気配は妙みようだ。となると、あの人の仕し業わざ──問題は、何が出てくるかだ」

　読破は足を止めた。

　その視し線せんの先には、見覚えのある巨きよ体たいがある。

　いつの間に距きよ離りを詰つめたのか、それはもう数メートル先まで迫せまっていた。

　満月よりやや欠けた月光と街がい灯とうでその姿すがたを確かく認にんしたとき、読破は驚おどろきの声を漏らした。

「違ちがう……」

　眼がん前ぜんに立っているのは、かつて出会った大男ではなかった。

　読破を凌しのぐ身長と体たい格かくには違いないが、あの大男よりは一回り小さい。何よりその外見が大きく異ことなっていた。

「ミイラ……？」

　睦美がそんな感想を漏らしたのも無理はない。

　確かに、眼前の存そん在ざいは、全身に包帯のようなものを巻きつけていた。それは顔はおろか、爪つま先さきから指先に至いたるまで全身にくまなく巻きつけられており、内部の情報を一いつ切さい悟さとらせない。見た目から判別できる体格でさえ、真実とは言い切れないのだ。

　まさしく正体不明、人とも妖あやかしともつかぬその姿は何者か。

　あえてそれを知る者を挙あげれば、それは黒ずくめの服と銀のアクセサリーに彩いろどられた青年だけ。

　アドバンス。

　彼はその青年にだけ、そう名乗った。

　だが読破はそんな経緯いきさつを知らず、ただ警けい戒かい心しんの下もとで高度な分ぶん析せきを終えていた。

　眼前の存在が纏まとうもの──確かに包帯の形状そのものだが、その黒光りする質感と明らかに布ぬのを越こえるであろう硬こう度どは、間違いなく金属だ。

　包帯状に精せい錬れんした金属板を全身に巻きつけた巨体──それは昨夜の大男より、もっと不気味でもっと底の見えない恐きよう怖ふを感じさせる。

　その証しよう拠こに睦美は敵てきの気配に怯おびえ、読破もまた顔をいっそう厳きびしいものへと変えている。だが、その口から放たれた言葉は優やさしかった。

「心配しなくていい」

　それが自分に向けられたものと気づいたとき、睦美の胸むねは高鳴った。

「君は私が守る。というか……そうしないといけないと言われた。少し、下がっていてくれるか？」

「はい……！」

　恐怖は吹ふき飛び、代わって絶ぜつ大だいな信しん頼らいが心を埋うめる。

　指し示じに従したがい、睦美が読破から離はなれる。

　そのとき、すでに敵は動いていた。

　アドバンスが両手を突き出す。その指先が突とつ如じよ──解ほどけた。

　巻かれた金属板が、その結びを解とかれて独どく自じの動きを見せる。

　大きな手とはいえ、たかだか掌てのひらを覆おおう程てい度どの面積、なのにその金属の包帯は数メートル先の読破に襲おそいかかった。

　かつてあの青年が受けた攻こう撃げきも、またこれだった。

　解ほどけた瞬しゆん間かん、金属の包帯は刃やいばの鞭むちとも呼べるものに変化し、敵を襲う。しかもその数は両手の指と等しい十条じよう──あらゆる方向から刃が迫る。

「くっ……！」

　十の軌き道どうに対して、読破が行使し得るのはわずか二本の両りよう腕うでのみ。

　だが、それは五倍の働きを為なしえた。

　右手に抱かかえた黒本と、左手の蒼あおい栞しおり。

　黒本は言うまでもないが、栞もまたその外見からは想像もつかぬ硬度を見せ、全すべての刃を弾はじき飛ばした。その衝しよう撃げきはアドバンスの両腕にも伝わり、一瞬完全なる無む防ぼう備びが生じる。

　読破がそれを見み逃のがすはずがない。

　黒本の背せ表びよう紙しが、アドバンスの腹ふく部ぶに叩たたき込まれる。

　それでも、アドバンスは感情を表しはしない。唯ゆい一いつ露ろ出しゆつした両目でさえ、むしろ余よ裕ゆうの相を見せていた。

　全身を覆おおう刃の装そう甲こう──それは当然腹部も覆っている。しかも何層そうにも亘わたってだ。ダメージなど喰くらうはずが──

「…………！」

　後方に吹っ飛ばされ、彼は自分が相手の力量を見み誤あやまっていたことを知った。ドスンと尻しり餅もちを突いた後、半ば呆ぼう然ぜんと腹部に目をやる。

　確かに、鎧よろいはその役やく割わりを果たしていた。しかし腹部を覆っていたそれは、あの一撃で粉々に砕くだけ散っている。もしこれがなければ──雌し雄ゆうは決していたかもしれない。

「終わりだ」

　読破が仕し掛かけた。

　露出した腹部──そこに再度黒本を叩き込むつもりだ。何なら、栞で切り裂さいてもいい。

　だが、容よう赦しやのない一撃はほんの一瞬だけ停てい滞たいする。

　読破の目は、真の姿すがたを晒さらしたその腹に吸すい付けられていた。

　あの大男と同じ、青白い肌はだ。そして──縦じゆう横おう無む尽じんに走る、無数の手しゆ術じゆつ痕あととおぼしき傷きず痕あと。普ふ通つうなら、病びよう魔まとの戦いの結果と解かい釈しやくすべきだろうが、読破は違う。

「やはり、創造物クリーチヤーか……！」

　正体に近づいたとき、相手もまた動き出した。電子音に似にた無む機き質しつな声が聞こえる。

「……敵てき戦力……補ほ正せい。戦せん況きよう分ぶん析せき……殲せん滅めつ要よう素そ……確かく認にん！」

　一瞬の隙すきを突き、アドバンスの装甲が再ふたたび動きを見せた。今度は両足に巻かれた刃が解け、敵を求めて一直線に空を貫つらぬく。

　その先にいるのは読破ではなく──後方に下がっていた睦美だった。

「貴き様さま！」

　気づいたとき、読破もまた先ほど弾いた十条の刃に襲われていた。再び黒本と栞で撃げき退たいするものの、全ては捌さばききれずに右頬ほおと左腕が切り裂かれる。

　睦美との距きよ離りを考えれば、それは致ち命めい的な一撃だった。

　すでに間に合うべくもない。

　読破は左上じよう腕わんの傷口を右手で押おさえ、半ば絶望的な眼まな差ざしで睦美の方を振り返る。

　すると、巨大な影が彼女の周囲をいっそう深い闇やみで包んでいた。そして、それがまた彼女を守っている。

「お前……」

　読破が驚おどろいたのも無理はない。ペタンと地面に座すわり込んだ睦美の後ろには、あの大男が立っていた。

　読破にとっては未いまだ名すら知らぬ存在であるが、彼もまた一人の青年だけにはその名を名乗っている。

　プロト。

　アドバンスが放った二条の刃の鞭むちは、睦美の頭上から伸のびたその拳こぶしに先せん端たんを掴つかまれている。彼のおかげで睦美は難なんを逃のがれたわけだが、いかに頑がん強きような肉体であろうともあの刃を掴んだ以上、当然両手の出血は酷ひどい。二条の刃は拳から解放されたが、その掌がどれだけの傷を負っているかは、容よう易いに想像がつく。

「……何な故ぜこんなことをする？」

　読破の問いかけに、抑よく揚ようのない低い声が応おうじた。

「お前は、俺おれの敵てきだ。まだ、死なせるわけにはいかない。この女が無事なら、お前はまともに戦える」

　助っ人的な行動は、あくまでも自分の都合でしかないのだろう。

　だが、読破には好都合きわまりない。睦美の無事はほぼ確かく保ほされ、欲よくを言えば援えん護ごさえ期待できる。

「敵の敵も敵らしいな。なるほど、とりあえずはお前を斃たおすのが先らしい」

　読破は再びアドバンスに目を向ける。すでに彼は立ち上がり、体たい勢せいを整えている。それなのに追撃を仕掛けなかったのは、その時間を状況分析に当てたからだ。

「……不確定要素確認。状況、不利。一時撤てつ退たい──」

　的確な分析に従したがい、彼は後退の道を選んだ。大男に掴まれたものを含ふくめ、全ての刃が蛇へびのようにのたうち、アドバンスの下に舞まい戻もどる。全身を再び刃の装甲に包んだ彼は、俊しゆん敏びんな動きでその場を去った。

　読破は追わない。

　それよりも、切せつ迫ぱくした脅きよう威いが目の前にいる。

　対たい峙じする読破とプロト。

　そこに挟はさまれた睦美は怯おびえてはいるものの、けして絶ぜつ望ぼうしてはいない。読破が、誰よりも信しん頼らいする少年が、自分を守るといったのだから。

　そして、読破は一歩踏ふみ出した。

　戦いへの決意表明だが、プロトは受け取らなかった。この大男もまた、読破に背せを向けて静かに去っていく。

「いいのか、戦わなくて？」

　本来なら、必要のない問いだった。

　さして重じゆう傷しようではないとはいえ、己が傷を負っているには違いない。まして、今は睦美もいる。彼女の身の安全を考えれば、ここはプロトを黙だまって行かせるのが最良だ。無論、読破がそれをわからぬはずはない。

　それでもあえて声をかけた。かけずにはいられなかった。プロトの孤こ独どくな背は、そうさせるだけのものに満ちていたのだ。

「今のお前と戦っても、意味がない」

　立ち止まり、プロトは言った。けして振り向きはしない。

「傷を治せ。そして、邪じや魔ま者ものを遠ざけろ。そのとき、俺はお前と戦う」

「誰だれがそう命じた？　彼か？」

「……俺自身だ」

　プロトの背が、視界から遠ざかっていく。

　読破もそれ以上引き止めず、代わりに睦美の下へ駆かけ寄よった。

「大だい丈じよう夫ぶか？」

「はい……あの、今の一体……？」

「まだ確かく証しようはない。だが……」

　読破の瞳ひとみには、あの孤こ独どくな背せ中なかが焼きついていた。それは、プロトだけではなく、あのアドバンスもまた似にていた。

「おそらくは、人の狂きよう気きの産物だ。創つくらなければ、誰も悲しまなかったのにな」

　どこか憂うれいを含んだ声は、心なしか同情に似ていた。

　自らを敵と見なす存在に、何な故ぜそんな言葉を向けるのか。何故、その顔には悲しみの色が見え隠かくれするのか。

　睦美は、自分を襲った脅威の正体より、それを知りたいと思った。





　読破が二体の敵と遭そう遇ぐうしていたとき、綴はちょうど帰き宅たくしていた。

　綴の自宅は二階建ての一いつ軒けん家やであり、学校からバスで通える住宅街にある。

　入浴も食事も済すませ、これから二階の自分の部屋で読書でも──そう思った矢先、机つくえの電灯が不意に消えた。どうやら、蛍けい光こう灯とうが切れたらしい。

「うわ……どうしよ……」

　読破の言いつけで、どうしても明日までに読まなくてはならない。もちろん居い間まに下りて読むという手もあるが、母親がテレビを見ている可か能のう性せいが高い。集中するためには、やはり自室だろう。

「お母さん、蛍光灯の替かえ、あるー？」

　二階から声をかけると、そっけない声が返ってきた。

「ないわよー。ちょうどいいから、買いに行ってー」

　明らかにテレビに意い識しきを集中している気のない返事は、綴を落らく胆たんさせた。専せん業ぎよう主しゆ婦ふの母は、少々抜ぬけたところがある。多分、そこらへんが自分に遺い伝でんしたのだろう。本好きは父からに違いない。

「はあ……行ってこよ」

　綴はパジャマから普ふ段だん着ぎに着替え、適当なジャケットを着込んで一階に下りた。財さい布ふを携たずさえて外に出ると、かすかな肌はだ寒ざむさが顔を叩たたく。すでに梅つ雨ゆ前の時期だが、夜風は冷たかった。

　目当ての店は近くのコンビニであり、駆け足で行けば二、三分しかかからない。周囲は人通りも多く、まだ深夜と呼べる時間帯でもないので、そう用心することもなかった。

　幸い目的の品もすぐ見つかり、綴は数分と経たたずにコンビニを出た。

　早く帰って本を読もうと小走りになると、ふと視し線せんを感じた。

　──見られてる？

　それは通行人の視線などではなく、明らかに自分に狙ねらいを定めたものだ。しかし綴にとっては未知の経けい験けんであり、対たい応おう策さくなどあろうはずもない。そもそも、見られているという確証自体ないのだ。

　だが視線という恐きよう怖ふは、確実に彼女の足を速める。

　駆け足、夜道、サンダル──そして天性のドジっ娘こという要素が加わったとき、それが起こったのは必然だろう。

　綴の爪つま先さきは路上の石に引っかかり、前につんのめる。

「あ………」

　転ぶ瞬しゆん間かん、細くしなやかな腕うでが彼女を支ささえた。

　顔を上げると、長身の青年が自分を見下ろしている。

「大丈夫？」



    

  
    
      　心配そうな笑えみを浮うかべる青年は、全身を黒い服と銀のアクセサリーに彩いろどっていた。闇やみに身を溶とけ込ませながらも、けして埋まい没ぼつはしない──そんな印象だ。

「あ、ありがとうございます……」

　青年の腕から身を離はなし、あらためてその顔をまじまじと見る。端たん整せいな顔だ。理知的な容よう貌ぼうに、子こ供どものような澄すんだ瞳が同どう居きよしている。

「どうしたの、僕ぼくの顔、何かついてる？」

「あ、いえ……何でも、ないです……」

　両手を振ふりながら、綴は少し後ずさった。

　恐怖──というわけではない。だが、その青年には何か得体の知れないものがあった。特にその瞳──見つめられただけで、何な故ぜか自分を見み透すかされたような印象を受ける。

　他にも何か重要なことがある気がするのだが、思い出せない。

　何者だろう──そう思っていると、向こうは気軽に話しかけてきた。

「気をつけた方がいいよ。夜道には危き険けんが多いから。特に、君みたいな可愛かわいい娘こはね」

「ど、どうも……失礼します……」

　軽く頭を下げ、綴は足早に去っていった。

　その背中を見つめながら、青年は軽く頭を掻かいた。

「うーん、こっちのこと覚えてないんだなあ。印象薄うすいのかな？　しかし、君も手が早いね」

　最後の一言は、独ひとり言ではなかった。

　綴を見ていた何か、周囲に潜ひそむ何か、読破が出会った二体ではない何かに向けた言葉だ。

「まあ、目の付け所は悪くない。けど、彼女に手を出すのは困こまる。結末はあの娘こが握にぎってるからね。僕に免めんじて、今日は退ひいてくれるかい？」

　囁ささやくように言うと、それは了りよう承しようしたらしい。

　彼の感じるそれの気配は徐じよ々じよに遠ざかり、夜道に佇たたずんでいるのは彼だけになった。人が通りかからないのは、神が彼という人間を夜の闇で際きわ立だたせるためか。

「さて……そろそろ読破も動き出すか。序章は終わり、本題だ」



    

  
    
      　第三章　魂こん魄ぱくに貴き賤せんなし






　翌よく日じつの放課後、綴つづるは『フランケンシュタイン』を手に図書準じゆん備び室しつを訪おとずれた。

「失礼します……あれ？」

　部屋に入ると、読どく破はが苦虫を噛かみ潰つぶしたような顔で、専せん用ようの肘ひじ掛かけ椅い子すに腰こし掛かけている。その視し線せんの先を見てみると……真ま由ゆがいた。珍めずらしく仕事でもしているのか、机つくえの上に突つっ伏ぷしている。少々髪かみが乱みだれているのを見ると、掻かき毟むしりでもしたのだろうか。

「うーん、駄だ目めね。イマイチまとまんないわ～。月つく詠よみっク～ン、手伝って」

「嫌いやです」

　読破がにべなく言い放つと、真由は子供っぽく頬ほおを膨ふくらませた。

「何よ～人が論ろん文ぶんの原げん稿こうで悩なやんでんのにぃ～」

「悩むのは結けつ構こうですが、ここに持ち込まれては困ります。集中したいのなら、帰られたらいかがですか？」

　露ろ骨こつに邪じや魔ま者もの扱あつかいする読破。

　おそらく、彼にとっては真由が今日ここにいることは想定外なのだろう。ちなみに綴もいるとは思わなかった。正直、図書部員になってからまともに会話したこともない。

「月詠クンが手伝ってくれたら早く終わるわよ。というわけで……ダメ？」

「駄目です」

　素そっ気無く突き放すと、読破は席を立って綴の下に歩いてきた。

「悪いが、場所を変えよう。あの人は遅ち筆ひつだが、それだけに一いつ旦たん書き始めると中々終わらない。しかも動きたがらないときた」

「……はい。でも、どこに行くんですか？」

「長くなるし、落ち着ける場所がいいな。校内では駄目だから、私の家で構かまわんか？」

「はい、わかりました」

　思わぬ申し出だが、断ことわる理由はない。香か奈なと帰れないのが残念と言えば残念だが、もう今日のことは伝えてあるし、その程てい度どで崩くずれる仲でもない。

「では行くとしよう」

　読破はいつものように黒本を右の小こ脇わきに抱かかえ、左手に学生鞄かばんを持って準備室を出た。綴もそれに続くが、忘わすれてはいけないことを思い出した。

「あ、先せん輩ぱい、ちゃんと樹いつき先輩に言っておかないと……」

「ああ、わかっている。最近頼たのみっぱなしだしな……他の図書部員にも声をかけておくべきかな？」

「いえ、そういうことじゃなくて……」

　綴としてはフォロー的なものを、という意味だったのだが、読破相手に伝わるわけもない。彼はいつもの調子でカウンターに寄より、睦むつ美みに話しかけた。

「悪いが、仕事の都合で先に帰る。後をよろしく頼む」

「はい……あの、楠くす本もとさんも一いつ緒しよに？」

「ああ。彼女がいないと意味がない」

　あくまでも事実に基もとづいた言葉だが、それは睦美の心に負の炎ほのおを点ともしてしまった。

　読破の後ろにいた綴は瞬しゆん時じにそれを感じ取り、身を強こわ張ばらせる。幸い、読破がいたおかげで特に睨にらまれることもなく、会話は普ふ通つうに続いた。

「しばらくはまた仕事で忙いそがしくなるかもしれん。君も都合が悪いときは、準備室にいる役立たずを駆かり出してくれ」

「いえ、大だい丈じよう夫ぶです」

　きっぱり言い切った姿すがたには、嫌けん悪お感が満ち溢あふれている。真由に頼たよるようになったら、色んな意味で終わりだ。

「頼もしいな。では頼む。いずれ埋うめ合わせはするよ」

「はい……部長、その……お仕事が終わったら、また一緒に帰って下さいますか？」

　ピクッと読破の眉まゆが動く。

　睦美からすればかなり勇気のいる申し入れだが、読破には昨日の戦いを思い出させるにすぎない。

「……また、危険な目にあうかもしれんが？」

「べ、別に平気です！」

　少々ムキになる睦美に、読破は苦く笑しようした。

「そうだな、別に心配しなくていい」

「え……？」

「今度は必ず君を守り抜く」

　そう言い放ち、彼は出入り口に向かって歩き出した。だから、睦美がどんな顔をしていたかは知らない。それを見たのは綴だけだ。

　図書館を出ると、彼女は上じよう機き嫌げんで読破に話しかけてきた。

「先輩も、ちゃ～んとわかってるんですね」

「何がだ？」

　先ほどの殺し文もん句くで学園一の美少女の心を射い貫ぬいた少年だが、その自覚はない。この後カウンターを訪おとずれた利用者が、睦美の恐おそろしくにこやかな応おう対たいにあうことも、一生知ることはないだろう。

「いいんですよ、隠かくさなくて」

　うんうんと頷うなずく綴に首を傾かしげつつ、彼は彼女と共に学園を後にした。

　まだ日も高く、この時間帯に下校するのはほぼ帰き宅たく部ぶの人間だけだろう。読破にしてはずいぶんと早い帰宅であるが、それは昨日のような事じ態たいを避さける意味もある。さすがにこの時間からは敵も来ないだろう。

　それでも警けい戒かいを怠おこたらない読破であるが、結局何事も起こらず、二人は二十分を少しすぎた辺りで目的地に辿たどり着いた。

「ここが先輩のお家ですか……？」

　綴の眼がん前ぜんには、建築の素人しろうとでも明らかにそれとわかる高級マンションが聳そびえていた。高さは十階建てでけして高こう層そうマンションとは呼よべないだろうが、その分中に手をかけているような印象だ。

　賃ちん貸たいか購こう入にゆうしたかは不明だが、どう見ても自分の家より高い気がする。世の中、勤勉に働いても格かく差さは出てくるものなのだろう。

　外観だけで圧あつ倒とうされている綴をよそに、読破はスタスタ中に入っていく。綴も慌あわててその後を追う。オートロックのため、はぐれると面めん倒どうだ。

　エレベーターで最上階の十階まで上がると、そのすぐ近くのドアで読破は立ち止まり、複ふく製せいの困こん難なんなティンプルキーで中に入った。

「上がってくれ。入ってすぐ右の部屋が私の部屋だ」

「あ、はい」

　中の様子を窺うかがいながら、足を踏ふみ入れる。

　廊ろう下かの奥おくのドアは閉しまっているため、その奥は窺い知れないが、多分居い間まだろう。ざっと３ＬＤＫといったところか。できれば謎なぞに包まれたプライベートを解明したいところだが、まずは読破の自室からだ。

　これが睦美すら為なし得ていない栄えい誉よと知らず、綴は彼の部屋に足を踏み入れた。

「椅子が一つしかないから、ベッドにでも座すわっていてくれ。飲み物はコーヒーでいいか？　というか、それぐらいしかないが」

「あ、お構いなく……」

　台所に行った読破に一応そう言ったものの、すでに関心は室内に向いていた。言われたとおり、部屋の隅すみにある簡かん素そなシングルベッドに腰掛けながら、まじまじと部屋の様子を観察する。

　一言で表現するなら、質しつ実じつ剛ごう健けん、まさに彼の個こ性せいが全面に現れている部屋だ。

　押おし入いれと机つくえを除のぞく壁かべは全すべて本ほん棚だなで覆おおわれており、全ての本が一ひと筋すじの乱みだれもなく整理整せい頓とんされている。かの本もと居おり宣のり長ながは本の整理にすぐれ、蔵ぞう書しよの場所を完かん璧ぺきに把は握あくしていたというが、読破も間違いなくその域いきに達しているだろう。

　本の整理ということなら自分も気にかけてはいるが、まず蔵書量のレベルが違う。そもそも部屋の広さがほぼ倍だ。さらに蔵書には外国書も多く、彼の語学力も想像させる。

　机に目を向けると、ごく普ふ通つうの勉強机がベッドの傍そばにあるが、やはりその棚も本で埋うまっている。おそらく読書をするときはこの机を使うのだろう。

　ちょっとその姿を想像してみたが、おそろしいほどきまっている。多分睦美が見たら感かん激げきするだろう。彼の読書をする姿はそれだけで一つの芸げい術じゆつに近いが、さらにこの彼のために構成された自室という要素が加わると、もうそれは神の領りよう域いきなのかもしれない。

　とりあえず、話のタネに携けい帯たい電話で写真を撮とろうか──などと少々不ふ埒らちなことを考えていると、読破がお盆ぼんに湯気を立てたコーヒーカップを載のせて戻ってきた。

「待たせたな。砂さ糖とうとミルクはいるか？」

「あ、はい」

「そうか、以前副館長が来たときに買っておいてよかったな。あの人は甘あま党とうだから、ないと飲めない」

「へえ、そうだったんですか？」

　読破は頷うなずきながら、砂糖の包みとミルクを添そえてコーヒーカップを渡わたし、椅子に座った。椅子は図書準備室にあるものとほぼ同じものだ。

「あの人の場合、もうそれはコーヒーではなくてコーヒー味の砂糖水だ。もしくは、コーヒーの色と香かおりをした、別の何かと言うべきだろう」

「そ、そこまでいれちゃうんですか……」

　少々辟へき易えきしつつコーヒーにミルクと砂糖を入れる。特に愛飲しているわけでもないし、別に詳くわしくもないが、立ち込める香りだけで高級品と知れた。家で飲むインスタントとは違い、豆の段だん階かいからこだわっていることがわかる。深みのある香りと色は、それだけで容易に味を想像させた。

「遠えん慮りよなく飲んでくれ。飲みながら本題に入る」

「はい。あ、先輩は飲まないんですか？」

「この部屋ではな。本を汚よごす危険は避さけたい。君は客だから気にしないでくれ」

「はあ……」

　申し訳わけない気もするが、芳ほう醇じゆんな香りを前にしては飲まないわけにはいかない。まず一口飲んでその深い味わいを楽しんでいると、読破が話を切り出した。

「昨日借りた本はちゃんと読んだか？」

「読みました！　最初はちょっと抵てい抗こうあったけど、読んだら面おも白しろくって……そのせいでちょっと寝ね不ぶ足そくですけど」

「それは結構。では、まずは感想を聞こうか。どんな印象を受けた？」

「どんなって……」

　綴の脳のう裏りに、『フランケンシュタイン』のストーリーが浮うかぶ。

　まずはヴィクター・フランケンシュタインという一人の天才の狂きよう気きに満ちた死体からの人じん造ぞう人間の創造。そしてその醜みにくさから創造物クリーチヤーは見放されて怪かい物ぶつとなり、殺人を重ねていく。結果として怪物はヴィクターの家族や婚こん約やく者しやをも手にかけ、ヴィクターは憎ぞう悪おと後こう悔かいの中で北ほつ極きよくまで怪物を追い、その最中に息いき絶たえてしまう。怪物もまた唯ゆい一いつの理り解かい者しやであり親とも言える存そん在ざいを亡なくしたことを嘆なげき、最後は炎ほのおの中へと身を沈しずめていった。

　自分としてはあの怪物の所業は受け入れ難がたいし、正直その存在も薄うす気き味み悪いと思う。だがそれ以上に、同情の念が強い。人の都合で生み出され、醜いという理由で拒きよ絶ぜつされた怪物──たとえ外見が怪物でも、その内面はある意味で人間以上に繊せん細さいだった。

　その一方で、ヴィクターの苦く悩のうもまた理解できる。彼もまた犠ぎ牲せい者しやの一人には違いない。だからこそ、彼女がまず抱いだいた感想はこれだった。

「何ていうか……悲しい話だと思います。多分、皆みな普通に生きたいだけだったのに、どこかで歯車が狂くるったっていうか……」

　綴の感想に、読破は目を閉とじて頷いた。

「……なるほど、本質は理解できたようだな。では、君の疑ぎ問もんを解とこうか。何な故ぜ『フランケンシュタイン』が“〝回かい収しゆうリスト”〟にあるか──答えは簡単、それが実話だからだ」

「そうなん……ですか……」

　綴は驚おどろいてはいるが、それほどでもない。どこかでそんな気はしていた。

「正確に言えば、実話を元にした話、といったところだな。だが少なくともヴィクターという天才が醜しゆう悪あくな人造人間を創り出し、それが彼の周囲の人間を殺したのは本当だ。もっともその創造物クリーチヤーは人間性がなく、それこそ悪あく魔まのような存在だったそうだが。北極まで追いかけることはなく、創造物クリーチヤーは彼が始末した。そして、彼もまたその後に焼身自殺したそうだ。この点は脚きやく色しよくの勝利だな。実じつ際さいの記録と読み比くらべてみたが、文芸的な魅み力りよくでは、小説がはるかに上だ」

「……でも、“〝戒かい書しよ”〟とはちょっと違ちがう気がします。その、科学っぽいっていうか……」

　綴の疑問にも一理ある。少なくとも創作の中ではヴィクターは科学の徒であり、人造人間の製せい造ぞうは、彼が発見した生命の理ことわりによるものなのだ。

「確たしかに、人造人間の製造が完全な科学技ぎ術じゆつの産物ならば、異い界かい図書館は基き本ほん的に関知しない。科学とは人の叡えい智ちの結けつ晶しようであり、行き着く先が破は滅めつであっても、それが人の選んだ道ならば致いたし方ない。だが、ヴィクターの技術は違う」

「違うって……どうして言えるんですか？」

「では訊きくが、何故創造物クリーチヤーは醜かった？」

「え………」

　綴は答えに詰つまった。読破の問いはまさに物語の根こん幹かん、悲ひ劇げきの始まりである。だが何故かと訊かれても、答えられない。そもそも当のヴィクター自身がそうなのだ。

「この部分が完全な創作ならば、別に理由はいらない。古今東西、死の世界から復ふつ活かつした者は極度に醜い。作者もその例に倣ならい、禁きん忌きの領りよう域いきに踏ふみ込んだ罰ばつとして書いた──それだけでいい。だがこれは実話だ。となると、これが科学技術の場合、そうなる理由が必要だ。では、科学的にそんなことが起こり得るか？」

「……起こらないと思います」

「その通りだ。科学はすでに、生命倫りん理りにおける禁忌の領域に踏み込んでいるが、そんな事例は報ほう告こくされていない。心停止の人間を生き返らせても、顔が変わらないのと同じ理り屈くつだ。考えるまでもない。となると、彼の技術は科学ではない」

「じゃあ、何なんですか？　何で、あの怪物は醜い顔で生まれちゃったんですか？」

　読破の顔に、昏くらい影かげが差す。

　彼にとって、その問いに答えるということは、自分の過か去この扉とびらを開くことなのだ。

「……昔、私もそう思った。子こ供どもの頃ころ、『フランケンシュタイン』を読んだ私は、その疑問をある人にぶつけた。そのとき、彼はこう答えた。『そうなっても仕方ないことをしたんだよ』とな」

「仕方ないこと……？」

　何故か、背せ筋すじに冷たいものが走った。

　ヴィクターの所業──小説によれば、彼は墓はか場ばにこもり数あま多たの死体を事細かに観察したという。そのときの彼は生命への畏い敬けいの念はなく、ただ狂気とも言える自らの研究に没ぼつ頭とうしていた。では、そこから生まれた真理とは？

「彼は『魂たましい』というものを、人じん格かく的なものではなくて、単なるエネルギーと解かい釈しやくしていたそうだ。『死』とはそのエネルギーの枯こ渇かつであり、死体にもう一度それを注ぎ込めば復ふつ活かつする──そう考えていた。そして、そのエネルギーは目では見えないものの、我われ々われの周囲に常つねに存在すると考えた。そこで彼は、死体に魂を注ぎ込む技術を開発したわけだ」

「どんな技術なんですか……？」

「いわゆるネクロマンシーや降こう霊れい術じゆつに近い。死体に紋もん様ようを刻きざんで特とく殊しゆな魔ま法ほう陣じんで囲む、といったところか。きわめて魔術的な儀ぎ式しきだが、科学も突き詰めれば魔法に近くなるというから、当のヴィクターはそうした自覚はなかったらしい。実際彼の手法は綿めん密みつな論理と実験に基づき、いわゆる魔術的な秘儀とは一線を画していた。だがやはり死した肉体はそう簡かん単たんに甦よみがえらない。だから、彼は死体を切り刻きざんだ」

　綴が青ざめて口元を押おさえた。その光景が目に浮うかんだのだ。あの怪物が醜くなった理由が、わかる気がする。

「鮮せん度どのいい死体、それらの各部からまだ『死』の影えい響きようが薄うすい部分を選び抜き、正確に縫ほう合ごうする。彼はそうしてできた新たな死体ならば、魂の定着する依より代しろになると結論づけた。内ない容ようはともかく、技術的には非ひ常じように優すぐれていたと言わざるをえない。君も知るとおりそれは正しく、彼は生命の創造に成功した。問題があるとすれば、注ぎ込んだ魂だけだ」

「魂……それの、何がいけなかったんですか？」

「やはり、我々のパーソナリティーは脳のうだけでは決まらんということだ。彼の招まねいた魂は邪じや悪あくきわまりなかった。そして、魂は肉体にも影響を及およぼす。だから、あの創造物クリーチヤーは世にも醜い顔となった。ひょっとしたら、その魂は人間のものですらなかったのかもな」

「…………」

　綴は無言で自分自身を抱だきしめた。

　小説の方がまだ救いがある。少なくとも、あの怪物の魂は清らかだった。だからこそ、自分の呪のろわれた生と醜しゆう悪あくな外見を憎ぞう悪おし、それを創造主にぶつけたのだ。

　事実は小説より奇きなりというが、これでは救いがない、と言い換かえるべきだろう。

「ここまで聞けばわかるように、ヴィクターの一連の技術は充じゆう分ぶんに異界のものと呼べる。性た質ちの悪いことに、彼は科学者ゆえに自分の実験の経緯いきさつを事細かに書き記していた。もっとも小説同様自分の行いを後こう悔かいしていたから、焼身自殺の際さいに共に燃もやし、彼の手記は失われるはずだった」

　読破は椅い子すから立ち上がり、自分の学生鞄かばんを手に取った。そこから黒い封ふう筒とうを出しながら、大おお仰ぎように首を振ふる。

「だが運命とは残ざん酷こくなものだ。多少の欠けつ損そんはあるものの、焼け跡あとから手記は発見され、その後裏うら社会に出回った。小説の著ちよ者しやは、その写しの一部を入手して作品のインスピレーションを得たわけだ」

「だから、『フランケンシュタイン』が“〝戒かい書しよ”〟なんですね。でも、今でも普ふ通つうに皆みな知ってますよね？　何でですか？」

「実話を元にしたと気づいたとき、すでに小説はベストセラーだった。だが、それゆえにフィクションと受け止められ、意図せずして情じよう報ほう操そう作さの効こう果かを生んでくれた。だから我々が追うのは、あくまでも手記とそれに関連する書物だけだ。『フランケンシュタイン』はあくまで便べん宜ぎ上の名、通つう称しようは『Ｆ』と呼ぶ。そして、これが今回の任にん務むだ」

　長い説明を終え、読破は取り出した黒い封筒を綴に渡わたす。黒本の鎖くさりと同じ形の白い蝋ろうの封印を施ほどこされたそれは、異界図書館からの指令書であり、報告書でもある。

「先日遭そう遇ぐうした敵の分ぶん析せき結果が載のっている。君も目を通しておけ」

「はい………」

　暗号か何かかと思ったが、幸い中身は普通の日本語の文章だった。実は事前に読破が彼女のために訳やくしておいたのだが、それでもかなり専せん門もん的な内容で、呑のみ込めないものも多い。しかし、文章の末まつ尾びに示しめされた言葉の意味ははっきりわかる。



　以上のデータから、「Ｆ」の創造物クリーチヤーと断定。オリジナルとはやや組成が異ことなり、より完成度が高い。明確な創造目的が存在する可能性あり。現時点では戦せん闘とう用と推すい測そく。



「戦闘用……？　え、これ、どういうことですか？」

「そのままの意味だ。オリジナルが失敗作である以上、単たん純じゆんに人造人間の創造だけを目的にする者はまずいない。今回の場合、一種の生体兵器としてあれは創つくられたわけだ」

「兵器………」

　確かに、「Ｆ」の創造物クリーチヤーの特性を考こう慮りよするなら、そんな使い道しかないのかもしれない。それこそロボット同様、人間の厭いとうことに従じゆう事じする奴ど隷れいとしてならば、彼らにも存在価か値ちはあるのだろう。

　しかし──

「……何か、可哀かわいそうですよ。人の都合で勝手に創って、そんなことに使うなんて……！」

「創られた事情はどうでもいい。問題は、如い何かにしてその技術を『回収』するかだ」

「『回収』って、まさかあの人を……」

「人じゃない」

　突つき放すような声は、ひどく冷たかった。意図的に感情を排はいしているようにも思える。

「今回の『回収』はこれまでと違う。ヴィクターの手記やその写本、それらに関連する書物を『回収』するだけでは終わらない。手記そのものはすでに『回収』されているが、技術の流出は続いている。これ以上の流出を防ふせぐためにも、創造物クリーチヤーは、原げん則そくとして抹まつ殺さつするのが決まりだ」

「抹殺って、別に何も悪いこと……」

　綴は言ってからハッと気づいた。目の前の少年は、すでに命を狙ねらわれているのだ。

　だが彼はそれを気にしてはいない。

「悪いこと、か。だが、してからでは遅おそい。彼らは兵器だ。どの道、君が手を下すことはない。私一人でやるか、あるいは増ぞう援えんを呼よぶさ。話は終わりだ、もう遅いからそろそろ帰った方がいい」

　これ以上の議論は無用、と言わんばかりの口調には、何も言えなかった。

　綴は無言で残ったコーヒーを飲み干のす。ぬるくなってしまったそれは、心なしか前より苦く感じた。

　読破は帰り支度じたくを済すませた綴を玄げん関かんで見送ると、念を押すように告げた。

「君の気持ちはわからんでもないが、私の指示には従したがってもらう。君にもちゃんと経けい過かは伝えるから、くれぐれも独どく断だんは慎つつしめ」

「はい、おじゃましました……」

　力無く頭を下げ、綴はマンションを出た。ほぼ普段の下校時じ刻こくと同じ、うっすらと星も見え始めている。

　綴は溜ため息いきをつくと、とぼとぼと歩き始めた。読破の言うこともわからないではない。むしろ、それが正しいのだろう。

　しかし、どうしてもあの大男の姿すがたが目に焼きついて離はなれない。

　確たしかに読破を襲おそいはしたが、あの瞳ひとみにはどう足あ掻がいても消せない悲しみの色が宿っていた。さらに言うなら、何な故ぜあのとき戦いを続けなかったのか。自分があの場にいれば間違いなく足手まとい、人質にでもすれば、容易に事は運べたはずなのに──

　はたして彼は、そしてまだいるであろう創造物クリーチヤー達は、ただの戦闘マシーンなのだろうか。

　そんなことを考えて俯うつむきながら歩いていると、ふと周囲が暗くなったことに気づいた。大きな影が、自分の周囲の闇やみをさらに深くしている。

　首を傾かしげて見上げると、昏くらく澱よどんだ瞳と目が合った。長めの前まえ髪がみに隠かくされたその瞳は、紛まがうことなきあの創造物クリーチヤーのもの。

「あ、あなた……」

「…………」

　プロトは綴に興きよう味みを示しめさず、背せを向けて元来た道を引き返し始めた。

「ま、待って、何しに来たの……？」

　プロトは足を止めた。そのまま振り返らずに、ボソリと呟つぶやく。

「奴やつの住処すみかを確かく認にんしにきただけだ。ここでは事を起こす気はない」

「何で、先せん輩ぱいを狙うの？　兵器って、本当なの……？」

　その問いは、ある意味で革かく命めい的だったかもしれない。

　彼にとって、自分の存そん在ざいを問われたことなど初めてだったのだから。

　しかも、こんなにも純じゆん粋すいな想おもいを込められて。

　それでも、振り向きはしない。

「ああ。俺達は、戦うために創られた。そして、敵てきはあの男だ」

「どうして……？　そんなことしなかったら、先輩だってあなたのこと……」

「俺おれは戦うために生まれた」

　プロトが一いつ瞬しゆんだけ振り向く。その瞳は、不思議と澄すんでいた。迷まよいのない、ただ自分の運命を享きよう受じゆするかのような悲しく澄んだ瞳。

「いずれ、決着はつける」

　プロトは歩き出した。

　綴は黙だまってそれを見送る。本来なら、すぐ読破に連れん絡らくを入れるべきなのかもしれない。だがそうすることはできずに、ただ彼の背中を見つめている。

　最後に彼が見せた瞳、それは長い間消えることなく綴の心に焼きついた。





「どーしたの、ボーッとして」

「え、ううん、何でもないよ？」

　すぐに笑え顔がおを作ってごまかすが、付き合いの長い親友の目はごまかせない。

　昼休み、綴はいつものように香奈と弁べん当とうを広げていたが、やはり昨夜の邂かい逅こうに関心が行ってしまい、香奈にも見抜かれてしまった。

「アンタねえ、そんなにボーッとしてると、転ぶだけじゃすまないわよ？　前みたくドブに嵌はまりたいの？」

「そ、そんなことないけど……」

　言ってはみたものの、口調は弱い。

　それゆえ香奈にこれは重病だなと看かん破ぱされ、彼女は身を乗り出して綴の顔を両手で包み込んだ。

「さてはな～んか悩なやんでるわね？　ひょっとして恋こいの悩み？　だったら、お姉さんに相談しなさい！」

「……同い年だよ」

　ようやく綴も笑みを零こぼすが、悩みが消えたわけではない。かといって、香奈に相談できるはずもなかった。

「何よ、私にも言えないこと？」

「そうじゃないけど……え～っと、月詠先輩のことでちょっと……」

「何、キツイことでも言われたの？」

　そのまま図書館に殴なぐり込みに行かんばかりに香奈が言う。気持ちはありがたいが、まず返り討うちだろう。助っ人に体育会系けいの部長クラスを連れて行っても無理だ。

「そうじゃないんだけど……ちょっと、お願いしたいことがあって。でも、断ことわられちゃって、どうしようかな～って……」

「お願い？　何、借りられる本の数増ふやすとか、好きな本入れてほしいとかそんなの？」

「ま、まあそんなとこかな……？」

　短たん絡らく的な発想だが、自分と読破の関係ならまあそんな内ない容ようだろう。もっとも頼たのんでも無理っぽいが。

「だったらさ、あの部長と仲の良い人に頼むとか？　そうそう、いつも一いつ緒しよの美人の副部長さんとかどお？」



    

  
    
      「……無理だと思う。ある意味先輩以上に厳きびしいし……」

　さらに言うなら、綴の頼みという時点で無理だろう。読破の生命の危機、とでも言わないかぎり腰こしを上げそうにない。

「う～ん、困ったわね……あ、そうだ、あの部長よりエライ人に頼めばいいのよ。司書の先生とかいるじゃない！」

「……もっと無理だと思う」

　正直な話、図書館で読破より偉えらい者などいない。まして、真由の言うことなど聞くはずがないだろう。はっきり言って、彼女が図書館にいられるのも、読破の温情と言っても過か言ごんではない。

「うーん、八方ふさがりねえ～。となると、プライベートで頭の上がらない人しかないなあ。アンタ、心当たりある？」

　綴は悲しげに首を振った。

　今もって読破のプライベートは謎なぞの部分が多い。どうも一人暮ぐらしのようだし、肉親の類たぐいには頼れない。

　となると──

「あ、いたよエライ人！」

　思わず立ち上がった綴に、香奈は少々度ど肝ぎもを抜ぬかれたが、とりあえず問題は解かい決けつした。

「あ、そう。よかったじゃない。放課後にでも頼みに行けば？」

「うん、そうする」

　にこやかに笑う綴だが、彼女は二つ大事なことを忘わすれていた。

　一つは、エライけれども頼れる人間であるかどうか疑ぎ問もんなこと。

　もう一つは、彼もまた読破同様異界司書だということだ。

　そんなことをすっかり忘れ去っていた綴は、放課後になると図書館に寄らずにその人物に連絡を取った。幸い、電話番号とメールアドレスは読破から聞いている。さらに幸運なことに、一発で電話に出てくれた。しかも、学園近くのコンビニにいるという。

　喜び勇んでその場に出向く綴であったが、多分この辺りで運を使い果たしていた。

　コンビニに入ると、確かにその人物はいた。

　いつものように簡かん素そな紺こんのシャツとスラックス、トレードマークの長ちよう髪はつを束ねたその姿は、読破の上司にして異界図書館副館長、四し海かい統とう馬まに違いない。

　すでにライフワークと呼べる立ち読みは終わらせたらしく、デザートコーナーの方をうろついている。

「あの……こんにちは」

「こんにちは～」

　一応返事はしたが、こちらを向こうとはしない。目と体は完全にデザートの陳ちん列れつされた棚たなを向いている。

「え～っと……何か買うんですか？」

「買いたいけど、お金なくてさ。本買いすぎちゃって」

　少し深しん刻こくな口調なところを見ると、本当に金欠らしい。読破より稼かせいでいるはずだが、このへんは人間性の差だろうか。

「あ、じゃあ貸かしましょうか？　少しだったら……」

「いいよ、知り合いとお金の貸し借りはするなって、死んだおばあちゃんに言われたから」

　中々いいことを言うおばあちゃんだが、その孫は買えもしないデザートを見つめたまま動こうとしない。

　時間が経過すること五分、綴は折れた。

「あの、おごりましょうか……？」

「え、ホント？　悪いなあ～」

　ちっともそう思ってない白々しい笑えみに、綴の顔は少々引きつった。新人の見習いにおごられるのはいいのだろうか？

　もっともそんなことを口に出せるわけもなく、レアチーズケーキとプリンアラモード、ついでに新発売の激げき甘あま濃のう縮しゆくコーヒー五百ミリリットルも買わされ、綴は統馬と連れ立って店を出た。一応小こ遣づかいはもらっているものの、すでに今月も本の購こう入にゆうにかなり費やしていたので、手て痛いたい出費だ。

　遠えん慮りよゼロの統馬の顔が小こ憎にくらしいが、その分働いてもらわねばならない。とりあえず話を聞いてもらおうと、二人は近くの公園の阿あず舎まやのベンチに向かい合って座すわった。

　綴が事情を話してから数分、デザートを食べきり、激甘濃縮コーヒーを飲み終えた彼は、開口一番こう言った。

「悪いけど、君のお願いはきけないね」

「そんな……！」

　失望とおごったことへの不満感が声に出るが、統馬はいつもの姿し勢せいを崩くずさない。

「気持ちはわからないでもないよ。僕ぼくも小説読んだしね。でもさ、これ仕事だから。好きなことだけできる仕事なんてないよ。そして、好きなことを好きなようにできないのが仕事さ」

　悟さとりきった言葉には、つけ入る隙すきはなかった。彼は、すでにそんな苦く悩のうなどとうの昔に捨すて去っているらしい。

「考えてごらん、もしもヴィクターの技ぎ術じゆつがこれ以上流出したらどうなる？　まずは裏社会の人間が喜ぶだろうね。真っ当な人間でも、死体が甦よみがえるとなれば、よからぬことを考えるさ。でも、結局は悲ひ劇げきが待ち受けてる。だからこそヴィクターはそれを葬ほうむろうとした。小説でも、彼は一いつ切さい創造の核かく心しんを明かさなかったろ？　あれは著ちよ者しやが知らなかったってのもあるけど、多分知ってても書かなかったと思うよ」

「それは……そうかもしれませんけど……でも、だからって殺すなんて……副館長さんだって、そんな命令嫌いやでしょう？」

「もう五体殺した」

　何気ない一言は、感情がこもっていないだけに冷たく響ひびいた。呼こ吸きゆうと同じくらい自然で、善ぜん悪あくなど介かい在ざいしていない。

「最初に殺したのは、君より若わかいときかなあ？　もうあんまり覚えてないけど。失敗作みたいで、ほとんどゾンビだったけどね」

「…………」

　綴の顔が青ざめていくのも気にせず、統馬はさらに淡たん々たんと言葉を紡つむぐ。

「幸か不幸か、ほぼ全すべての人造人間は失敗作と言っていい。魂たましいが善人でも、不完全な肉体のせいで凶きよう暴ぼう化かしたりとか、魂自体がとんでもなかったりとかね。今度のもそうじゃない？」

「そ、そんなことないです！　あの人は……！」

　違う、そう言いたかったのかもしれない。

　ただの戦せん闘とうマシーンはあんな目をしない。きっとわかりあえる。本当はそんなことを言いたかったのだろう。

　しかし、統馬の澄んだ瞳に見つめられると、何な故ぜかそれ以上言えなかった。それは見習いと副館長の差、いや、何もしていない者と己おのれの手を汚よごした者の差かもしれない。

「違いなんて、どこで線を引くのさ？　小説同様、オリジナルの創造物クリーチヤーはヴィクターを呪のろったんだってさ。『確たしかに自分は醜みにくいが、創ったのはお前、自分を憎むなら何故創った？』とね。多分、それは全ての創造物クリーチヤーが言いたいんじゃないかな」

「…………」

「僕らにできることなんて、たかが知れてる。後はそれをどう理由付けするかさ。少なくとも、僕らはヴィクターの意志は継ついでる。どうしても納なつ得とくがいかないなら、それを理由にすればいい」

　重い沈ちん黙もくが流れた。

　綴は俯うつむいたまま動かない。

　空気を和なごまそうとしたのかは定かではないが、統馬は話題を別の方向に切り替かえた。

「……僕的には、創造物クリーチヤーよかその裏にいる者の方が気になるけどね。君、話聞いてる？」

「敵がいるっていうのは聞きましたけど……特に、先輩のは最悪だって」

「そーだよ。なるべく気をつけて……って言っても無む駄だか」

　投げやりな口調は、遠回しな戦力外通告に聞こえた。綴も自分の実力不足は充じゆう分ぶん知っているが、おごった相手に面と向かって言われると、ちょっとむかつく。

「そりゃそうかもしれないですけど……何かないんですか、できることとか、気をつけることとか……」

「ないよ。多分もう君は見透かされてる」

「何です、それ？」

「うーん、どう説明しようかな。君、仲のいい友達いる？」

　綴ははい、と頷うなずいた。もちろん思い浮うかべたのは香奈の顔だ。

「でも、そう思ってるのは君だけで、向こうはそうは思ってないかもしれない。本当は、うわべだけの友情かもしれない」

「そ、そんなことないです！」

　さすがに躍やつ起きになって否定する綴を、統馬は両手を広げてどうどうと諫いさめた。

「怒おこらないでよ、あくまでたとえだって。確かに、普ふ通つうに考えれば、付き合いの長い君の意見の方が正しいだろう。でも、彼は違う。彼は、出会った瞬間その人間の本質を見透かせる」

「な……そんなこと、できるわけないじゃないですか……！　大体、本質って……」

「判はん断だんするのは彼の主観だけど、簡かん単たんに言えば、その人が善ぜん人にんか悪人か、正直者か嘘うそつきか、ＳかＭか……そういうことを見み極きわめるってことさ。本質がわかるから、その人間の行動を見透かせる。行動がわかるから、自由に動かせるわけ」

「じゃあ、これまでも………」

　統馬が頷く。

　これまでも、あの青年はそうやって物語を紡つむいできた。登場人物の本質を見透かし、その行動を自分の望む方向へ支し配はいする。だが登場人物達は操あやつられている自覚はなく、あくまでも自分の意い志しで動いていると信じていただろう。

　実際、それも間違ってはいない。

　だが全ては青年の手の内──たとえ読破であっても。

「でも、そんなこと……具体的にどんな感じなんですか？　目からビームが出るとか？」

「そこが問題なんだよね。ただ『見る』だけだから。僕から言わせれば、直感だの洞どう察さつ力を通り越こして、ほとんど超ちよう能のう力りよくの域いきだ。だから、防ふせぎようもない。僕も君も──出会った瞬間、本質全てが見透かされてる」

　すでに自分も見透かされているはずなのに、統馬の声は呑のん気きだ。自信からか、あるいは諦あきらめているのか。しかし仮かりにもあの青年と同期であった彼が言う以上、案外この開き直りが有ゆう効こうな対たい策さくなのかもしれない。

「結局、気にするだけ無駄ってことだね」

「……はあ。見透かされる、か……」

　呟つぶやいたとき、ふと以前ぶつかった青年のことを思い出した。

　あの青年の瞳──喩たとえるなら、あんな瞳に見つめられることだろうか。

「もし彼に出会ったら、とりあえず逃にげることだ。もしくは月詠君か僕を呼ぶといい。めんどいけど、できれば僕がいいかな。月詠君だと熱くなりすぎる」

　珍しく現場に出る意志を伝えると、統馬は阿舎のベンチから立ち上がった。

「んじゃ、僕行くよ。ごちそー様でした。今日のことは月詠君には言わないでおくから」

「あ……」

「任にん務むからも外す……と言いたいが、傍ぼう観かんだけってのはある意味失敗より性た質ちが悪い。辛つらくても続けてもらうよ」

　それだけ言うと、統馬は両手をポケットに突っ込んでスタスタと去っていった。残された綴は、しばらくその場を動けなかった。

　自分の気持ちと突きつけられた現実、答えを見み出いだすには、まだ長い時を要した。



    

  
    
      　第四章　死人は死なず






　綴つづると統とう馬まが公園にいるとき、読どく破はは地下書庫にこもっていた。

　その理由は、あの人じん造ぞう人間達やヴィクターの手記に関して、何らかの手がかりを得るためだ。もちろんこの地下書庫にそれがあるという確かく証しようなどないが、可か能のう性せいはゼロではない。

　ヴィクターの技ぎ術じゆつとは人工生命の創そう造ぞうであり、それはかのホムンクルスに代表されるように魔ま術じゆつにおいては普ふ遍へん的な課題である。そのため、それに関連する書物は“〝戒かい書しよ”〟における代表的なジャンルの一つでもあった。

　この前もある“〝戒書”〟への対たい処しよ法を求めてここにこもったとき、人工生命に関する“〝戒書”〟を発見した。特に命令が出ていない以上、ここで手がかりを求めるのもそう悪くない。

　プロトやアドバンスを探さがしにいくという選せん択たく肢しもあるが、それは上じよう層そう部ぶが他ほかの者にやらせているようだ。人造人間の製せい造ぞうにはそれなりの設せつ備びと技術が必要なため、大きな組そ織しきが動いていると判はん断だんしたらしい。久ひさしぶりに、援えん軍ぐんも望めるかもしれない。

「……個こ人じん的には、今欲ほしいがな。楠くす本もと君は、来ないか……」

　心細いわけではないが、若じやつ干かんの寂せき寥りようが声にこもる。

　遅おそかれ早かれ、彼女もまたこの仕事の現げん実じつにぶち当たる日が来ただろう。それが今このときと考えれば済すむのかもしれないが、さすがに読破もそこまでは割わり切れない。統馬と違ちがい、彼もまた『Ｆ』の創造物クリーチヤーと対たい峙じするのは初めてなのだ。

「私を標的とする以上、黒くろ幕まくは彼──放ほうっておけば、両方共また来るか」

　できれば、片かた方ほうずつにしてほしいのが本音だ。どちらも強きよう敵てきには違いない。なまじ物理的な肉体を備そなえている以上、栞しおりはさほど効こう果かがないし、“〝戒書”〟を使うにも一ひと工く夫ふういる。

　読破は「鑑かん定てい」の手を止めて床ゆかに座すわり込こみ、どうやって戦うかを思案し始めた。

　まずは最初に出会った大男──顔はともかく、他はほぼオリジナルの創造物クリーチヤーに近い。武器となる強きよう靭じんな肉体はもとより、その知性も限かぎりなく人間に近い。いや、ひょっとすれば人間そのものなのかもしれない。ならば、どこで人と人に非あらざる者に線を引く？

「ある意味、彼が一番の犠ぎ牲せい者しやか。だが、戦うとなればやはり奴やつが問題か」

　かつて相あいま見みえた刃やいばの鎧よろいを纏まとった創造物クリーチヤー──単たん純じゆんな戦せん闘とう力りよくとなれば、こちらに軍配が上がるだろう。自分の見立てでは、最初の大男を兵器として発はつ展てんさせた印象だ。人間性や知性をそぎ落としたかわりに、武ぶ装そうと的確な戦せん況きよう把は握あく能力を付加されている。むしろ戦闘用サイボーグと言い換かえた方がいいかもしれない。さらに、読破を斃たおすためなら彼以外の人間にも牙きばを向けるとなると、大男の方よりかなり手て強ごわいだろう。

「……どちらにせよ、楠本君は遠ざけた方が得とく策さくか」

　現状で唯ゆい一いつ出し得る結けつ論ろんを出し、読破は立ち上がった。そろそろ閉へい館かん時間が近い。昨日も睦むつ美みに任まかせきりだったし、閉館処しよ理りぐらいはしなくてはならない。

　準じゆん備び室しつへ続く梯はし子ごへ歩き始めると、ふと全すべての始まりであったあのメモ紙を思い出した。

　自分が選べるのは二つの終わり──彼はそう伝えた。

　二つの終末、それはすでに予期されている。はたして、そこから逃のがれることはできるのか？

「もう好きにはさせない。待っていろ──」

　最後に彼の名を呟つぶやき、読破は地下書庫を後にした。





　綴の溜ため息いきは、深くなる一方だった。

　せっかく香か奈なの提てい案あんで一いち条じようの光明を見み出いだしたというのに、結局前よりも闇やみは濃こくなってしまった。

　これなら統馬に連れん絡らくなど取らず、いつものように図書館で時間を潰つぶし、香奈と帰き宅たくした方がマシだったかもしれない。もっとも、図書館に行けばまた気まずい思いをする破は目めになっただろうが。

　それゆえにわざわざ学園に戻もどる気にもなれず、とりあえず行き着けの「中央書店」で時間を潰すことにした。香奈の部活が終わるまで約三十分、メールで連絡したので、立ち読みでもしていればいい。

　何を読もうかと迷まよっていると、文庫本の新しん刊かんが目に入った。どちらかといえばライトノベルをよく読む方だが、一いつ般ぱんの恋れん愛あい小説も結けつ構こう読んでいたりする。そして目の前の新刊コーナーには、愛読しているシリーズの最新刊が平積みされていた。

　反はん射しや的に手を伸のばすと、ほぼ同時に横から人差し指にシルバーリングをはめた手が伸び、表紙の上で手が重なった。

「あ……」

「おや」

　顔を見合わせると、互たがいに見た顔なのに気がついた。

「また会ったね」

　かつて夜道でぶつかった青年は、そう言って微び笑しようした。

「あ、どうも……よく来るんですか？」

「まあね。知り合いが近くにいるものだから……しかし、ここで君に会うとは思ってなかったけど」

　素す直なおな驚おどろきは、彼にとってもこの出会いが想定外である証しよう拠こだ。やはり、綴は立ちはだかる存そん在ざいなのか。

「ふーむ……ま、いいや。はい、これ読むんでしょ？」

　文庫本を差し出され、綴は反射的に受け取った。幾いくばくかの警けい戒かい心しんがあるとはいえ、本を出されるとそれも弱い。

「ええ、買おうかなって……好きなんです、久く留る里り先生の恋愛ミステリー」

「なるほどね。僕ぼくも好きだよ。ミステリーとして見るといささか疑ぎ問もん点てんもあるし、正直物足りない部分もあるけど、それを補おぎなって恋愛の要よう素そが作品の魅み力りよくだ。まして、オムニバス形式でのシリーズ化となると、見習う部分も多いよ」

「……見習う？　ひょっとして、作家さんですか？」

　目を輝かがやかせて聞いてくる綴に、青年は少し照れたように頭を掻かいた。案外、こういう経けい験けんは少ないのだろう。

「んー、まあね」

「プロなんですか？　どこの出しゆつ版ぱん社しやなんです？」

「うーん、筆一本で食べてはいるし、お金も貰もらったりするからプロと言えばプロなんだけど、出版社は通してないなあ。別に興きよう味みもないし」

「へえ……」

　綴は奇き妙みような作家に興味を示しめし始めたが、青年の方は失言と感じたらしい。どうも彼女の前だと調子が狂くるう。

「まあ、そのうち作品は目にする機会があると思うよ」

「え、本当ですか？」

「うん。というか……すでに目にしてるけど」

「何か言いました？」

　慌あわてて別に、と打ち消し、青年は他ほかに用事があるといって売り場から離はなれ、店内を散さん策さくし始めた。綴もまた渡わたされた文庫本を手に、他の新刊のチェックを始める。それから立ち読みを少々していると、香奈との待ち合わせの時間がやって来た。

　店の前で待っていようと外に出たとき、青年も同時に自動ドアをくぐっていた。

　あくまでも偶ぐう然ぜんであり、そこに彼の意い志しは介かい在ざいしない。

　だからこそ、それは綴にとって幸運以外の何物でもなかった。

　店を出た直後、シュッと風を切る音が頭上から響ひびいた。見上げると、帯のような形けい状じようのものが、銀の光こう沢たくを帯びて降ふってくる。その先せん端たんが刃やいばの如ごとく研とぎ澄すまされていると気づいたとき、すでに綴に躱かわす手しゆ段だんはなかった。

　思わず目を閉とじ、体を強こわ張ばらす。だが、何も起こらない。おそるおそる目を開けると、その刃は自分の頭上で二本の指に挟はさみこまれていた。

「あ、あの……」

「大だい丈じよう夫ぶ？　まったく、君は色んな意味で僕の物語を壊こわしてくれる」

　綴を救った青年は、苦笑しながら刃の放たれた方向を見た。それは、中央書店の平らな屋根からやって来た。建物は一階建て、見えない距きよ離りではない。何より、その顔は事の推すい移いを窺うかがうためにこちらへ突つき出されていた。

「君か、アドバンス」

　ミイラの如ごとく刃の鎧よろいで顔を覆おおった姿すがたは、あの二体目の人じん造ぞう人間に相そう違いない。彼は指先の鎧を解とき、その一条の刃を綴の下もとへ送り込んだのだ。

「殺す理由はない。となれば、捕ほ獲かくか。こすい手だが、人ひと質じちとしてはアリだね。けど、それは困こまる」

　青年が掴つかんだ刃を勢いきおいよく放ほうり投げると、それは瞬またたく間にアドバンスの下に舞まい戻り、再ふたたびその指先に巻まきついた。するとアドバンスは下りてくることもなく、そのまま屋根の上を青年と逆ぎやく方向へと駆かけ去った。

「戦せん術じゆつ的退たい却きやくか。それはいい。しかし、少々やりすぎだ。極力君達の自主性せいを尊そん重ちようしたかったが、調整しなくてはならないらしい」

　そこまで呟くと、青年は怯おびえている綴に目を向けた。彼女の瞳ひとみに宿る恐きよう怖ふには、青年に対するものも混まざっている。

「あなた、何者なんですか……？　今の……」

「君の先せん輩ぱいが追う相手」

「え……」

「悪いが、僕も彼を追わなくちゃならない。それじゃ、また今度。読破によろしく伝えておいてくれ」

　にこやかに手を振ふると、青年は小走りでその場を去っていった。

　追いつくことは不ふ可か能のうではなかったかもしれない。そのあまりに好青年な笑えみに、綴は追うことを忘わすれた。

　だが彼の姿が視し界かいから消えると、徐じよ々じよに以前読破から聞いた言葉が甦よみがえってきた。

　異い界かい図書館に対する敵てき。

　そう、彼は敵だ。

　根こん拠きよはなくても確かく信しんできる。そしておそらくは、読破の言う──最悪の敵。





　永えい命めい学園の図書館は、基き本ほん的に土日も開放されている。もちろん開かい館かん時間は平日よりかなり制せい限げんされ、本の貸かし出しも原げん則そく禁きん止しであるが、勉強場所や休きゆう憩けい場所として利用する生徒はそれなりに多かった。

　休日の管理は用よう務む員いんに任まかされており、司書教きよう諭ゆや図書部員は特に運うん営えいに関かん与よしていないが、やはり読破だけは休日でも頻ひん繁ぱんに足を運んでいる。このときは図書館の一利用者としての珍めずらしい姿も見られるが、大たい抵ていはいつものように図書準じゆん備び室しつにこもっていた。

　目的は言うまでもなく地下書庫での「鑑かん定てい」作業にある。普ふ段だんは図書館の運営や「回かい収しゆう業ぎよう務む」に追われて忙いそがしいが、土日となれば「鑑定」に専せん念ねんできることも多い。統馬からは別に急せかされることもなく、できるときにのんびりやればいいよと言われているが、責せき任にん感の強い彼がそんな言葉に甘あまんじるわけもなく、今日も貴き重ちような休日に制せい服ふくを着き込こみ、図書館へ赴おもむいていた。

　それだけならよくあることだが、今日は何な故ぜか睦美まで休日の図書館に来ている。

　理由は──やはり読破だった。

　ここのところ二人きりになれない分、せめて休日のわずかな時間だけでも──と意気込んだのはいいが、昼前に訪おとずれたとき、すでに彼は地下にこもっていた。大体予想はしていたが、無む情じような現げん実じつを目まの当たりにすると辛つらい。

　学園内だけにお互たがい制服の身ではあるが、一いち応おうは休日、図書館が閉しまれば二人で一いつ緒しよに帰ったりして、あわよくばデート的な展てん開かいへ……と目もく論ろんでいたが、世の中そう甘くはなかった。

　はあ、と溜ため息いきをついて最近常じよう駐ちゆうしているカウンターの椅い子すに腰こし掛かける。

　別に今日はここにいる必要はないのだが、ここのところよくいるせいか、この場所が一番落ち着いてしまう。すでに読書をする気も勉強に打ち込む気力も失うせているので、彼女はその美び貌ぼうを台の上に突つっ伏ぷし、しばらくヘコんでいた。

　利用者が何があったんだろう、と少々ざわめきだす中、一人の異い邦ほう者しやが図書館を訪れた。

　どう見ても学生には見えない青年は、ある意味受付とも呼よべるカウンターに近づき、睦美に話しかけた。

「すいませーん」

「……何ですか？　今日は貸し出しも返へん却きやくもできませんけど」

　露ろ骨こつに機き嫌げんの悪い声を出しながら顔を上げると、そこには統馬が立っていた。

　睦美はしばらく彼をボーッと見つめていたが、やがて立ち上がって彼を指差した。

「あ、あなた……」

　睦美の脳のう裏りに、統馬の記き憶おくが甦る。

　かつて読破の知り合いと名乗り、自分を彼から遠ざけた男。

　実じつ際さいにはそれは読破の思おも惑わくが絡からんでおり、統馬は睦美を危き険けんから守ったにすぎないのだが、彼女はそんな裏うら事じ情じようをしらない。彼女にとって統馬は単なる読破の知り合いであり、どちらかといえば気に食わない男──ただそれだけの存そん在ざいだ。

「何でこんなところにいるんですか？　学園の部外者は立ち入り禁止ですよ？」

　いささかキツめの口調は、男子生徒なら即そくひるみ、図書館から立ち去ったことだろう。読破と真ま由ゆを除のぞけば、図書館で彼女に立ち向かおうとする輩やからはまずいない。

　だが、さすがに相手が悪い。統馬に対しては暖の簾れんに腕うで押おし、彼女の叱しつ咤たなど届とどかない。

「えー、別にいいじゃない。休みだし。大体、君誰だれだっけ？」

　真顔で首を傾かしげる統馬。

　間ま違ちがいなく、睦美のことは覚えていない。

　当然睦美には不ふ愉ゆ快かいこのうえないが、彼女にとってはあえて名乗る必要もない相手である。

「覚えてないなら構かまいません。私もあなたのことはできれば忘れたいですし」

「あ、睦美ちゃんだっけ？」

　絶ぜつ妙みようなタイミングで思い出した統馬に、睦美は怒いかりを堪こらえてソッポを向いた。

「……思い出さなくていいです！　大体、あなたに気安くちゃん付けされる覚えはありません！」

「えー、呼びやすいのに……じゃあむーみんって呼んでもいい？」

「駄だ目めです！」

　思わず大声が出てしまい、館内の視し線せんが全すべてこちらに集まる。

　しまった、と思ったがすでに後の祭り、統馬は少し軽けい蔑べつの意を込めて言ってきた。

「あーあ、大声出しちゃった。月つく詠よみクンに怒おこられても知らないよ～？」

「くっ……も、元はと言えば誰のせいですか！」

「そりゃ君でしょ」

　したり顔で抜ぬかす統馬に睦美は拳こぶしを固めたが、これ以上の注目は避さけたいので、何とか堪えた。とにかく、ここは早くお帰り願わなくてはならない。

「と、とにかく、部長は今大事なお仕事中です！　あなたみたいな人に関かかわっている暇ひまはありません。わかったら、とっとと出て行って下さい」

「やだよ。こっちも大事な用だし。早く呼んできて」

「大事なって……どんな用です？」

「それは言えないよ」

　あっさり突き放され、睦美は唇くちびるを噛かみしめた。統馬としては悪気はないのだが、睦美には嫌いや味みとしか取られない。

「……言えないんなら、私も呼べません。お帰り下さい……！」

　揺ゆるぎない決意を秘ひめた発言は、さすがに統馬も危き機き感を煽あおられた。彼は面めん倒どうくさそうに頭を掻かき、

「そんなこと言わないで、どーにかしてよ。携けい帯たいも通じないしさ～。大体、呼ばないと君が怒おこられるよ？」

「う……そ、そんな脅おどしは効ききません！　そもそもあなた、部長とどんな関係なんです？」

「そりゃ深い仲さ」

「ふ、深い仲……」

　睦美の脳のう内ないに様々な可か能のう性せいが現あらわれては消える。

　まずは順当に友人──これは却きやつ下かだ。年ねん齢れい差さはいいとしても、こんな軽そうな人間が読破と気が合うとは思えない。

　では家族か親しん戚せき──これもないだろう。それならば名前で呼ぶはずだ。

　とすれば、まさか──

　恐おそろしく不ふ埒らちな妄もう想そうが睦美の胸むねを波立たせる。一いち応おう異界司書の仕事仲間という可能性もあるが、統馬と初めて出会ったときから、それは考えていない。ゆえに残る選せん択たく肢しは、一つだけしかなかった。

「い、いえ、そんなことあるわけないわ……！　部長に限かぎってそんな……あ、でも女性に興きよう味みない気もするし、私にだって……」

　青ざめた顔でブツブツ呟つぶやく睦美。

　さすがに統馬も危あぶないと思ったらしく、心配そうに顔を覗のぞき込んでいる。

「何、どしたの？」

「べ、別に何でもないです！　そうよ、い、いくら何でも、あなたと部長がそんな関係なわけないですもんね」

　そう自分に言い聞かせると、睦美は落ち着きを取り戻し、もう一度訊きいた。

「で、結局部長とどういう関係なんですか？　それがわからないと、信用できません」

　毅き然ぜんとした態たい度どで迫せまられ、統馬は困こまったように頭を掻いた。

　彼女が読破の秘ひ密みつを知っているのは承しよう知ちしているが、だからといって自分の素す性じようを明かすわけにもいかない。綴に関しては致いたし方ないとはいえ、これ以上異い界かい司書の内ない情じようを知らせることは、危き険けん以外の何物でもないはずだ。

　だから、統馬にとってその言葉を告げるのは当然だった。

「……知らない方が、いいと思うよ」

　睦美の顔が凍こおりついた。

　知らない方がいい仲──解かい釈しやくは様々だが、すでに彼女の頭にはたった一つの結けつ論ろんしかない。

「……う、嘘うそよ、そんなの……」

　睦美は呆ぼう然ぜんと呟き、足元をふらつかせた。統馬は危ないと思ったが、特に支ささえる気はない。

　適てき任にんが、すでに彼女の背はい後ごにいたのだ。

「どうしたんだ？　大だい丈じよう夫ぶか？」

　睦美の体を両手で支えると、読破は怪け訝げんな顔で訊いた。

「ぶ、部長……上がって……きたんですか？」

「ああ、成果もないし、たまにはまともに昼食でも摂とろうと思ってな」



    

  
    
      　読破は睦美から手を離はなし、統馬に目を向けた。

「どうしたんです、わざわざお出ましとは？」

「うーん、ちょっとね。ここじゃ何だし、外出ない？」

「わかりました」

　読破は統馬と連れ立って出入り口の方へと歩いていく。その背せに、縋すがるような睦美の声が届とどいた。

「ぶ、部長……」

「何だ？」

「その人って……」

　懇こん願がんするような質しつ問もんに、読破は少し困った顔を見せた。統馬の正体を明かすのは好ましくない。彼女が気づいていないなら、ごまかした方がいいだろう。

「私の知り合いだ。ちょっと二人きりで話したいから、出て来る」

　二人きり、という言葉に何な故ぜか睦美の顔は青ざめ、それ以上何も言わなかった。

　読破が首を傾かしげながら外に出る、統馬が少し心配そうに訊いてくる。

「ねえ、あの娘こ顔色悪かったけど大丈夫かな？」

「そうですね……何があったんでしょう？」

　悪意ゼロの二人は、互たがいに顔を見合わせるだけで、睦美の苦悩に気づかない。仕事ではコンビも組む深い仲の彼らは、「回かい収しゆう」は優ゆう秀しゆうだが女心の機き微びには疎うとかった。

「ま、いいや。そうそう、仕事の話なんだけどさ」

「だと思いました。何かわかりましたか？」

　二人は声をひそめ、降ふりしきる陽光の中、校門へと歩きながら会話を始めた。

　統馬の話によれば、あの人じん造ぞう人間達を創つくったプラントなるものの存そん在ざいが判はん明めいしたという。

「場所が結けつ構こう近場でね。危険が伴ともなうかもしれないし、『回収』の問題もあるから、捜そう査さは特とく務む班はんが行うことになった。担たん当とうは、実じつ際さいに人造人間達と戦った君が適てき任にんだが、一人では少々荷が重いだろう。というわけで、僕ぼくが寄越された」

「増ぞう援えんというわけですか。珍めずらしいですね」

「まったくだよ。あーめんどい」

　やる気の見えない発言だが、統馬の仕事に対する姿し勢せいはこれが基き本ほんだ。欧おう米べい以上に余よ暇か──というか読書を楽しむためだけに、彼は仕事をしている。

　読破もそれは重々承知の上だが、それだけに何故彼自らが増援に来たかが気になった。

「しかし、どうして自らお出いでに？　よほど人手不足ですか？」

「それもあるけどね。特務班は皆みんな任務に就ついてる。一人だけ君と同年代で手が空いてるのがいるが、専門は『鑑かん定てい』だから少々不安だ。となると、僕しかいない。それに、館長の命令でね」

「なるほど」

　最後の一言で読破は納なつ得とくした。

　館長命令──それは統馬でさえ動かざるをえないものだ。それは単たん純じゆんに権けん力りよくの問題ではなく、それを下した館長そのものによることが大きい。

「館長はなんとおっしゃられたんですか？」

「別に、いつもどおりだよ。『月詠クン一人じゃ大変だから、行ってきなさい』ってさ。あ～やだやだ」

「じゃあ断ことわればいいでしょう」

「やだよ、怖こわいもん」

　軽く自分を抱だきしめ、ブルッと震ふるえてみせる。冗じよう談だんには違ちがいないが、半分は本気だ。統馬をして怖いと言わしめる、それが異界図書館館長だ。

「……同感です。それで、そのプラントには今から向かうんですか？」

「うん。館長からも急げとのお達しだ」

　そのとき、二人はちょうど校門まで辿たどり着いていた。

　複ふく数すうある門の中で、最も人通りが多く、読破も利用するこの正門を抜ぬければ、そのまま大通りに出る。昼時ということもあって人通りも多く、外に昼食を買い求める部活動の生徒も多かった。休日だけに、家族連れの歩行者も交じっている。

　皆穏おだやかな休日の中に埋まい没ぼつし、恐きよう怖ふなど感じていない。

　それでいい。それが当然だ。

　だが、その静かなる平和を守るために孤こ独どくに戦う者がいる。

　正門の内側にいる彼らは、外側に出ても平和を謳おう歌かする彼らとは異ことなる道を歩み、戦いへと身を投じるのだ。

「行こっか」

「はい」

　二人は歩調を揃そろえて学校を後にした。





　廃はい工こう場じようの中で、一人の青年と一体の人造人間が向き合っていた。

　向き合う彼らの間の空気は険けわしく、一いつ触しよく即そく発はつの気配が溢あふれている。しかし、それはあくまでも人造人間の、アドバンスからだけのもの──青年は肩かたをすくめ、駄だ々だっ子を見るような困こまった瞳ひとみで相手を見ている。

「ホンットに聞き分けがないよね。その点は、お兄さんを見習わなきゃ」

「…………」

「今度はダンマリか。己おのれの本ほん能のうに忠実すぎるのが、君の欠点ってわけだ。で、どうする？」

　口調は穏やかだが、その真意は計り知れない。彼の主しゆ義ぎからすれば、目の前の存在は許ゆるしがたいはずだ。綴に危き害がいを加える──それが今後の展てん開かいにいかなる変化を生むか、作者たる彼自身が一番よくわかっている。

「今さら書き換かえるわけにもいかない。となると、君に譲ゆずってもらうしかない。そこで提てい案あん──そんなに戦いたいのなら、僕が相手になろう。僕を殺せたら好きにするといい。ただし、僕が勝ったら言うことをきいてもらう。どお？」

　返事は、言葉ではなく攻こう撃げきだった。

　彼らを隔へだてる距きよ離りはざっと五メートル、青年にとっては絶ぜつ望ぼう的な間合いだ。避よけること、弾はじくことは可能でも、反撃は不可能だ。アドバンスの両手から解とかれた刃やいばは、回かい避ひすら許さずにあらゆる方向から彼を包み込こむ。

　刃のリボンによるラッピングを、彼は微び笑しようしながら受け入れた。頬ほおを刃がかすめても、喉のど元もとを切っ先で貫つらぬかれても──その微笑ほほえみは崩くずれない。

「…………！」

　おかしい、とアドバンスが気づいたとき、すでに青年は数すう個この肉にく塊かいに分断されていた。

「あらら、酷ひどいすることなあ」

　涼すずしげな声が背はい後ごから聞こえた。愕がく然ぜんとしながらも、植えつけられた闘とう争そう本能は振ふり向くと同時に攻撃をしかけた。左ひだり腕うでを振り、その勢いきおいで刃を背後の青年に叩たたきつける。

　またもあっけなく分断される青年──しかし、声は途と切ぎれない。別方向からからかいの言葉が飛ぶ。

「すごいねえ、ダンスの心得もあるんだ。でも危あぶないよ？　何もないのに、そんなもの振り回しちゃ、ね」

　声の方向を見ると、青年が部屋の隅すみで壁かべに背せをもたれかけて立っている。その指先が自分の周囲の地面を指していると気づき、アドバンスはかすかな恐怖を覚えつつ、周囲を見み渡わたした。

　床ゆかには夥おびただしい血けつ痕こんと、バラバラに切り裂さかれた青年の肉体が転がっている。いや、そのはずだ。だが、そんなものはいくら探さがしてもなかった。あるのはただ吹ふけば飛びそうな無数の紙切れだけだ。その紙切れにあえて異い様ような点を挙げるとすれば、床に散らばるそれらを繋つなぎ合わせると、人型をかたどった形が二枚できることのみだ。

「……不ふ可か解かい……理解……不能………」

　その瞳にこれまでにない怯おびえを見せ、アドバンスは青年を見つめる。退たい却きやくという判はん断だんすらできず、戦せん況きようを導みちびく分ぶん析せきもまた不可能だった。

「面おも白しろいだろう、それ？　種明かしは、とある呪じゆ的な文字を人型に切った紙に書くだけさ。文字ってのは結けつ構こう大きな力を持っててね、だからこそ古代においてそれは特とつ権けん階級のみに伝でん承しようされ、中でも神に仕える職しよく種しゆのみがその力を行使することが許された。僕は、その技ぎ術じゆつの一いつ端たんをものにしてる。で、まだやるかい？」

「…………！」

　巨きよ体たいを小こ刻きざみに震ふるわせながら、アドバンスは今一度右手に巻まきつく刃を解き、青年に向けて投じた。五条じように分かれたそれは、どれもが異なる軌き道どうを描えがきつつ青年の顔を狙ねらっている。

　だがその全すべては彼の顔に到とう達たつする寸すん前ぜんに停止し、勢いきおいを失って床に落ちた。青年は何もしておらず、両手はポケットに入れている。

　今度こそ完全に打ちのめされ、アドバンスは両手を床に垂たらしたまま、呆ぼう然ぜんと青年に見入っている。

「理解……不能……！」

「そうかい？　簡かん単たんなことさ。言ったろう、文字には色んな力がある。君の刃は僕に届とどかない──そんな意味と力を持つ文字を書いただけさ」

「…………？」

　いつ、とアドバンスは訊ききたかったのだろう。

　少なくとも、青年はこの工場に入ってからは自分に指一本触ふれていないのだ。

「わからない？　よ～く思い出してごらん、最初に君がちょっかい出したときのことを」

「…………」

　最初──最初とはいつだろう？

　おそらくは以前この場所で会話したとき。そうだ、そのとき自分は彼に向けて一条の刃を放った。では──。

「…………！」

　アドバンスは自分の指先を凝ぎよう視しした。すでに刃は戻もどり、バンデージの如ごとく自分の両手を守っている。その片かた方ほう、右手の人差し指を包む刃のほんの一部分に、小さな文字が一文字だけ刻きざまれていた。

　自らの記き憶おくにはない、どこか漢字に似にた不ふ可か思し議ぎな文字。

　これが、こんなものが自分の武ぶ器きを全て無む効こうと化したのか。

　いや、驚おどろくべきはそんなことではない。この文字がいつ書かれたかが問題だ。そう、すでに勝敗は最初から決していた。

　眼がん前ぜんの青年は、最初の攻こう防ぼうのとき、刃やいばを黒い羽根ペンで弾はじくと共に、そこに自分への攻こう撃げきを無効化する文字を記していたのだ。

「僕の勝ち……で、いいかな？」

　アドバンスは小さく頷うなずいた。

　まだ戦力が奪うばわれたわけではない。しかしすでに最も重要な戦意はこそぎ落とされている。兵器たる己おのれが最も恐おそれるのは、何の意味もない犬死にだ。この青年は容よう易いにそれを引き起こす。

「そんなに怖こわがらなくてもいいよ。言ったろ、僕は君を殺す気はない。ただ、戦ってほしいんだ。その相手は知ってるね？」

　アドバンスが頷く。先ほどとは違ちがい、若じやつ干かん自分を取り戻した力強い動作だ。

「ならいい。だが、彼と戦うには邪じや魔ま者がいる。君もわかっているだろう？　まずは準じゆん備び運動でそちらを斃たおすのはどうだい？」

「……了りよう解かい……」

　上官への返事を口にし、アドバンスはもう一度己の存そん在ざい意い義ぎを思い返した。

　戦う──そのために生まれた。そして、その相手を与あたえられた。それだけでいい。後は、それを阻はばむ全てを排はい除じよするだけ。

　屈くつ服ぷくの代だい償しようは、目的の再さい確かく認にんだった。

　そう、まずは邪魔者を、己の兄を斃さなくてはならない。





「本当に近場だったんですね」

「……だね。逆ぎやくに盲もう点てんだったのかも」

　駅から出て、最初の感想がそれだった。永命学園の最も寄より駅から電車に乗り、三十分ほど経たつと目的地に着いた。

　読破の自じ宅たくとは逆ぎやく方向だが、この近辺から登校する生徒もいることだろう。あまり発はつ展てんしていない素そ朴ぼくな街まち並なみだが、それだけにこんな場所に人じん造ぞう人間のプラントがあると聞くと不気味に感じる。

「それで、そのプラントとやらはどこに？」

「街外れだってさ」

　統馬の持つメモ紙の地図を頼たよりに、二人は目的地へ向かった。街の中心である古風な商店街を抜ぬけると、人の気配が急に失うせ、互たがいの足音がはっきり聞こえるほどの静せい寂じやくに包まれていく。

　それは、街外れの薄うす汚よごれたビルに辿たどり着くまで続いた。

「ここですか？」

　どう見ても廃はい墟きよとしか言いようのない建物を前に、読破が言う。入り口にも扉とびららしきものはなく、ただ「立ち入り禁きん止し」と書かれた板を下げたロープが渡わたしてあるだけだ。

「そうみたいだね。一いち応おう書類上では所有者がいるけど、実在しない人物だ。地元の人の話によれば、もう十年以上この有様らしい。せいぜい子こ供どもが遊び場に使う程てい度どで、後は近くに住んでる老人が、時々出入りしているのを見かけるってとこだね」

「なるほど……すでにプラントとしての役やく割わりを果たしてはいないわけですか。少なくとも、地上部分からはまったく人の気配がしない」

「同感だね。だが、彼らはここにいたはずだ。まずは調べよう」

　二人は中に入り、まずは一階部分の探たん索さくに入った。

　見事なまでに何もない空間で、奥おくにある上へ続く階かい段だんが何の障しよう害がい物ぶつもなく確認できる。調度品などは一いつ切さいなく、床ゆかも壁かべも外同様朽くち果てていた。

　読破はまず注意深く床を観察し、時折手で触ふれてみるなどして、何か異い常じようがないか確たしかめ始めた。一方、統馬の方はただブラブラと歩き回っているだけだ。まさにアリとキリギリスな二人だが、先に異常に気づいたのはキリギリスの方だった。

「月詠く～ん、ちょっとこっち来て」

「何かありましたか？」

　読破が統馬のいる部屋の中央へ赴おもむくと、統馬は爪つま先さきで軽く床を叩たたいた。

「ちょっと音がおかしい。多分中は空くう洞どうだ。見てみて」

　指し示じに従したがい、読破は床を確認した。確かに、若干統馬が示しめした部分だけ周囲から浮ういている。目を凝こらせば、その区画を囲む正方形の切り込みが確認できる。

「地下への入り口ですか。鍵かぎ穴あなは……ありますね。だが閉しまっている。壊こわしますか？」

　少々物ぶつ騒そうな発言をした読破の手には、黒本が握にぎられている。この本を持ってすれば、床をぶち抜くことなど造ぞう作さもないだろう。

「それでもいいけど、破は片へんとか飛んだら危あぶないよ。ここは切ろう」

　統馬の右手に黒い栞しおりが閃ひらめいた。読破と形は同じ、だが何かが決定的に異ことなるそれは、一振ふりすると鋭えい利りな刃と化し、鍵の部分をくりぬいた。生じた空洞を取っ手代わりにし、統馬は床板を持ち上げる。そこには地下へと続く階段があった。

「開いたよ。行こう」

「はい、お見事でした」

「君だってできるだろ、これぐらい？」

「こうまで見事には切れません。私もまだまだですね」

　久ひさしぶりに統馬の実力を目まの当たりにしながら、読破は地下へと下りた。

　当初はかなり狭せまい通路だったものの、階段を下り終える頃ころにはかなり広さを増ましていた。しかし灯あかりは皆かい無むで、頼たよりになるのは持参したペンライトだけだ。統馬は持っていないらしく、読破の後に続く形で歩いている。

「何か、ずいぶん広いね。上はダミーで地下が本命か」

「そのようですね。ずいぶん前に作られたようですが、やはり破は棄きされたと見て間ま違ちがいないでしょう」

「だね。特に隠いん蔽ぺいも意い識しきしていないみたいだし」

　そこそこ興きよう味みを持ったらしく、統馬も周囲をつぶさに観察している。

　罅ひび割われた壁といい、途と切ぎれることのない水すい滴てきの滴したたる音といい、どう見ても稼か動どう中の施し設せつとは思えない。容よう易いに侵しん入にゆうできたのも、おそらく機き密みつ保ほ持じが終わっているからだろう。いかなる理由からか、地下施設はそのままにしておいたようだが、核かく心しんに迫せまるものはすでに持ち去られている可か能のう性せいが高い。

　そのせいか、地上の廃ビルを含ふくめたこのプラント全ぜん般ぱんからは、生の息吹いぶきが感じられない。ここはすでに死んだ場所なのだ。ではそこに眠ねむるもの、二人が求めるものとははたして現うつし世よのものなのか？

　答えが出ぬまま、二人は迷めい宮きゆうをさまよっていた。

　特に複ふく雑ざつというわけでもないのだが、分ぶん岐きが多く、行き止まりにも何度か遭そう遇ぐうした。

「……ややこしいなあ。彼もここを通ったのかな？」

「おそらくは」

　統馬の発言で、二人を繋つなぐ空気が冷えた。

　だが感かん情じように変化が訪おとずれたのは、あくまでも読破だけである。

「道案内ぐらい、残しといてくれればいいのに。彼のことだ、僕ぼくらがいずれここに来るのもわかってるはずなのにさ」

「……裏うら切ぎり者に、どうしてそんなことを求めるんです？　副館長は、あのときショックを受けなかったんですか？」

　皮肉も交えた言葉だが、統馬はあっさりと思いがけないことを口にした。

「べ～つに。何か、そんな気してたしね」

「……そんな気？」

「うん。彼にとって異界司書は目的じゃなくて手段……そんな気がしてた。それに、裏切られるのには慣なれてるし」

　語ご尾びに込められた寂せき寥りようを感じ取り、読破は足を止めて振り返った。

「……何か、あったんですか？」

「そりゃ大アリさ。裏切られてばっかの人生だよ。例えば幼よう稚ち園えんのとき、母さんにせがんでメロンパンを買ってもらったら、何とビックリ、メロンが入ってなかった」

「…………」

　無表情で凍こおりつく読破。

　訊きかなきゃよかったと全身全ぜん霊れいで後こう悔かいしている。

「何、どうかしたの？」

「いえ、あの……わざわざ言う必要もないかと思いますが、メロンパンとは表面がメロンの皮の網あみ目めを模もしているだけであって、元々メロンは入っていませんよ？　まあ最近ではメロン果か汁じゆうやメロンクリームを使うものもあるそうですが……」

「わかってるさ、そんなこと。でも当時の僕は知らなかったんだよ。それに、メロンパンナちゃんはメロンジュース出すだろ？　入ってたっていいじゃない？」

「まあ………」

　別にどうでもいいと表情で訴うつたえる読破だが、統馬には通じない。メロンパンの苦い思い出が火を点つけたのか、彼の裏切られ続けた人生が堰せきを切ったように語られる。

「大体、この世の中子こ供どもの夢ゆめをぶち壊こわしすぎだよ。サンタさんがいないとか、特とく撮さつヒーローの変身前と変身後の中の人は違うとか、シャア専せん用ようの機体性能が実は三倍じゃないとか、もう僕なんか裏切られっぱなしだよ」

　大おお仰ぎように首を振り、自身の悲運に彩いろどられた人生を切々と述のべるものの、それが迫はく力りよくを増すほど読破の瞳ひとみは遠いものになっていく。

　世の中、聞かない方がいいこともある。いや、むしろそちらの方が多い。

　齢よわい十七にして真理を悟さとった読破は、無言で探たん索さくに戻もどった。

　それが功を奏そうしたのか、ほどなくして読破はこれまでとは趣おもむきの違う扉とびらを発見した。重じゆう厚こうな鉄ごしらえの扉は、その奥おくにある禁きんじられた秘ひ密みつを想そう像ぞうさせる。

「これっぽいね」

「そのようですね」

　読破は警けい戒かいしつつ扉に触ふれ、様子を確たしかめる。開くに越こしたことはないが、おそらく破は壊かいしなくてはならないだろう。切り裂さくべきか、黒本で叩たたき壊すか──方法を考えていると、微び妙みように扉がスライドしたことに気づいた。

　引き戸の構こう造ぞうで、左右の戸を引けば部屋に入れることはわかるが、こうも簡かん単たんに開くとは。

「……どうしますか？」

「まずは入ろう。僕は怖こわいから後から入るよ」

　さっと背はい後ごに隠かくれた統馬に少々肩かたをすくめながら、読破は扉を開いた。多少力はいるが、侵しん入にゆう者しやを遠ざけるにはあまりに頼たよりない。罠わなかといぶかしみつつその先の部屋に踏ふみ込むと、まずは小さな木き机づくえと椅い子すが目に入った。そこに腰こし掛かける老人が、全すべての謎なぞの答えなのか。

　しかし、机に載るランプの脆ぜい弱じやくな光に照らされたその顔は、すでに生者のものではなかった。

　読破はすぐさま駆かけ寄より、統馬も続く。脈をとり、瞳どう孔こうの状じよう態たいも確かめると、読破は目を閉とじて首を左右に振ふった。

「……死んでいます。ここの関係者でしょうか？」

「だろうね。おそらく、管理者だろう。ここはすでに破は棄きされた施し設せつのようだが、残されたものはある。その番人ってとこかな。出入りしてたらしい老人は、おそらくこの人で間ま違ちがいないだろうね」

　淡たん々たんと分ぶん析せきしながら、統馬は死体の観察に入った。法医学の知ち識しきはあまりないが、これまでに数々の「死」を目まの当たりにしてきた瞳は、冷静に死の痕こん跡せきを見定める。

「外がい傷しようはないなあ。死後硬こう直ちよくの具合から見れば大体、死後一日ってとこだね。となると、病死か老ろう衰すいかな？　検死は専門家に任まかせるとして、問題はあっちだね」

　統馬の視し線せんが部屋の奥を向く。

　そこには頑がん強きような鉄てつ格ごう子しがあった。その大きな戸を見れば、その中のものがどれほどの大きさか、どんな存そん在ざいかは想像がつく。何より、その戸はすでに開け放たれている。中にいたモノは、もういないのだ。

「あそこに彼らはいた。どういう理由かは知らないが、彼らだけはここに残された。ここにいる老人は、その見み張はり役だったわけだ。死後そう時間は経たってないところを見ると、生前に解かい放ほうされたようだね」

「……ですね。ところで、まだ先があるようですが？」

　読破が親指で彼らから見て右の壁かべを指差す。そこには、別の部屋、もしくは通路に通じているであろうドアがある。

「二手に分かれようか。この部屋もまだ確かめたいことがある。君はどちらがいい？」

「私はあちらへ。こちらを頼たのみます」

　読破は足早にドアへと向かい、姿すがたを消した。残された統馬は、まずはランプの載のる机に目を落とした。読破も気づいていただろうが、プラスチック製のファイルが一冊さつ載っている。場所と傍そばの死体を考えれば、重要なものに──“〝戒かい書しよ”〟と考えて間違いない。

　中を開くと、英語の文章をしたためた文書が綴とじられている。仮かりにも特とく務む班はんを束ねる身である統馬に読めないわけはなく、スラスラと読み進めていく。

「人じん造ぞう人間の説明書か……プロトとアドバンスね。何々、戦死者の体をベースに戦死者の魂たましいから構こう築ちくか……となると、第二次大戦のころの話か？　でも英語だよなあ……米軍が絡からんでるのか？」

　ブツブツ呟つぶやきながらも、ファイルに目を通すことに没ぼつ頭とうする統馬。

　それゆえ、後ろでかすかな物音がしても気にも止めない。確かに、その必要はないだろう。背はい後ごにいるのは死人だけだ。

　だが、その死人が甦よみがえったとしたら？

　気配を殺し、死んだはずの老人が立ち上がる。その手には、どこかに隠し持っていた細身のナイフが握にぎられている。足音を立てずに近寄り、統馬の首くび筋すじめがけてナイフを振り下ろす。

「…………！」

　突つき立てた凶きよう刃じんは、一枚まいの栞しおりに阻はばまれた。首に回された右手にあるどう見ても紙製せいのそれは、今鋼はがねを越える硬こう度どを持って刃やいばを受け止めている。

「読書の邪じや魔ましないでほしいなあ」

　統馬は振り返るや否いなや、いつもの俊しゆん足そくで距きよ離りを取った。これでもう同じ手は使えない。いや、そもそもこの不意討うち自体、彼には脅きよう威いではなかった。その証しよう拠こに、表ひよう情じようは余よ裕ゆうそのもの、完全に予想していたことが窺うかがえる。

「ナゼ……？」

　老人とは思えぬ若わか々わかしい声に、統馬は薄うす々うす察していた相手の正体を確かく信しんした。

「やっぱりそうか。君……三体目の創造物クリーチヤーでしょ？」

「…………」

「このファイル、よく見てみるとどーもおかしい。本物には違いないが、どこか欠落してる部分がある。創造物クリーチヤーは試作三体を製せい造ぞうと明記してあるのに、三体目だけ情じよう報ほうがない。他の二体は詳しよう細さいに記してるのにね。書いてあるのは名前だけ──他は誰かにその部分を破りとられてる。暗殺に特化した“〝スペシャル”〟、君がやったんだろ？」

　正体を見み破やぶられ、老人あらためスペシャルは不ふ敵てきに笑った。その表情が不意に崩くずれ去ったとき、さすがの統馬も目を丸くした。

　特とく殊しゆメイクが剥はがれるように、顔がその形を失っていくのだ。老人のかさついた皮ひ膚ふが溶とけ、その下にある素す顔がおが晒さらされていく。それを確かく認にんしようと凝ぎよう視ししたとき、視界が白く包まれた。

　スペシャルが着ていた白衣を投げつけたのだ。すぐに振ふり払はらうも、すでに相手はいない。しかも、部屋が完全な暗くら闇やみと化していた。統馬に白衣を投げつけた後、机つくえのランプを破は壊かいしたらしい。

「逃にげた……ってことはないか。しかし、今までのは擬ぎ態たい？」

　あまり緊きん張ちよう感はないものの、その頭ず脳のうは敵の能のう力りよくを探さぐるためにフル回転していた。ファイルに書かれてはいなかったものの、あの老人の姿を見れば敵の能力は想そう像ぞうがつく。体たい格かくの束そく縛ばくはあるだろうが、あらゆる人間に化けられる──それがスペシャルの力。暗殺用の創造物クリーチヤーだけのことはある。

「ふーむ、さすがに見えないな。出ておいでー」

　やる気ゼロの声が届とどいたのか、背はい後ごに殺気を感じた。刃と化した栞を手に振り返るも、すでに気配はない。おそらく危き害がいを加える気のない、単なる威い嚇かくだろう。そうでなければ統馬も一太た刀ちは浴あびせている。

　敵は焦あせってはいない。



    

  
    
      　暗殺用の創造物クリーチヤーだけに、暗闇でも統馬の姿を捕ほ捉そくしていることだろう。もっともそれだけで彼を始末することはできないが、持じ久きゆう戦せんに持ち込こめば話は別だ。暗闇の中で見えない相手に襲おそわれる恐きよう怖ふ──体力と精せい神しん力が問われる戦いに、統馬はいかにして挑いどむのか。

　答えは、彼の持つ栞にある。

　統馬は、唯ゆい一いつの武ぶ器きとも言えるそれをためらわずに宙ちゆうへ投じた。

「光れ」

　命に従したがい、栞はまばゆい光を放った。その漆しつ黒こくの外観からは想像もできない白光を発し、部屋の闇を駆く逐ちくしていく。彼がライトを携けい帯たいしていなかったのは、この力ゆえか。

「ナッ……！」

　スペシャルも驚おどろきを見せるが、すでに遅おそい。統馬のすぐ傍そばで様子を窺うかがっていたことが仇あだになり、完全に正体を暴あばかれてしまった。

「なるほど、これが三体目か」

　統馬の目に擬態を解といたスペシャルの姿が焼きつく。中肉中ちゆう背ぜいで、のっぺりとした起き伏ふくのない体表。顔も完全なのっぺらぼうで、フィギュア製せい作さくにおける素体をそのまま原げん寸すん大だいにした感じだ。いかなる者にでも擬態できるかわりに、己おのれ自身は何者でもない、そんな印象を抱いだかせる存そん在ざいである。

　そして、その何者でもない創造物クリーチヤーは、小細工を諦あきらめて再ふたたびナイフを振りかざしてきた。今統馬の手に栞はない。彼がそれを手にしようとしても、こちらが早い──そう考えた結果だ。

　確かに、統馬は栞を使わなかった。代わりに、蒼あおい栞がスペシャルの背後から高速で飛来する。

「ギャァァ！」

　背中に刃と化した栞が突き刺ささり、スペシャルは悲鳴を上げた。振り向くと、その先にはドアがある。そして、そのドアから去っていったはずの読破が立っていた。小こ脇わきには黒本と統馬が持つのと同じようなファイルを抱かかえている。

「キサマ……！」

「死体は偽にせ物ものだったか。私を騙だましとおせたのは見事だが、そこまでだ」

　帰き還かんした読破が距きよ離りを詰つめる。

　スペシャルは下がろうとしたが、前には統馬がいた。

　まさしく前門の虎とら、後門の狼おおかみの状じよう況きように、とるべき道は一つだった。スペシャルの体表──人と変わらぬ肌はだ色いろのそれが、突とつ如じよ色を変え、周囲の景色と同化していく。

「まずい！」

　統馬の声に読破も気づき、二人はほぼ同時に栞しおりを投じた。だが、お互たがいに空むなしく空を切り、主の下へ舞まい戻もどる。

　斃たおすべき敵は、すでにこの場にはいない。聞こえてくる足音から、あの鉄ごしらえの扉とびらを通って逃にげたと知れた。

「……まるでカメレオンだな。風景にも擬態できるのか」

「厄やつ介かいな敵ですね。最初から気づいておられたので？」

　読破の質しつ問もんに、統馬は頷うなずいた。

「何となくね。多分一人になれば襲ってくると思ったから、二手に分かれた。君が率そつ先せんしてあっちに行ってくれてよかったよ。今のもありがと。よく早く戻ってきてくれたね」

「別に私の助けなどいらなかったでしょう？」

「まあね」

　悪びれずに笑うが、彼がすると嫌いや味みな感じはしない。読破の援えん軍ぐんは幸運だったが、別に無くても撃げき退たいは可か能のうだっただろう。異い界かい図書館副館長の名は伊だ達てではない。

「しかし、戻るのずいぶん早かったね？」

「……本物の死体を見つけましたので。他殺ではなく、偽物と同じ状況です。おそらく、あの創造物クリーチヤーはその死体を擬態したのでしょう」

「なるほど。ところで……どうしてそんなに顔色悪いの？」

　統馬の指し摘てきに、読破は少し体を震ふるわせた。今部屋の灯あかりは彼が持つペンライトだけだが、その儚はかない灯りでも、彼の顔が青ざめていることはすぐにわかる。そんな彼を見た経けい験けんがほとんどないだけに、統馬の顔も若じやつ干かん厳きびしい。

「……あのドアの先は……さらに地下へと続いていました。すぐに辿たどり着けたので、捜そう査さしてみましたが……」

「何があったの？」

「創造物クリーチヤーの生まれた場所です」

　その一言で、統馬は何があるのかを理り解かいした。

　ヴィクターの狂きよう気きの創そう造ぞう──それは死体の縫ほう合ごうから始まった。彼は最初の一体を創つくるために、数あま多たの死体を切り刻きざんだ。ならば、三体の創造物クリーチヤーを生み出すためには、どれほどの死体が必要なのだろう。そして、彼らを生み出すために、いかなるおぞましい所業が行われたのか。

　読破は目を閉とじ、人の業ごうとも言うべきあの場所のことを思い返した。

　この部屋を出てから辿り着いた場所──そこは、累るい々るいたる白はつ骨こつが散らばった部屋だった。創造物クリーチヤーの製せい造ぞうの残ざん滓しであるそれらが使われたのは、おそらく部屋の中央にある手しゆ術じゆつ台らしきものの上だろう。いかなる所業が行われたか、それを想そう像ぞうするだけで常じよう人じんなら嘔おう吐とするだろうが、おぞましいものはそれだけではなかった。

　部屋の壁かべに立てかけられた、数多の巨きよ大だいな標本。

　ガラスの容よう器きの中で防ぼう腐ふ液えきに浸つかるそれらは、創造物クリーチヤーにすらなれなかったもの達だった。失敗作であることの証しよう明めいに、皆みんな体のどこかに欠けつ損そんがあり、中にはオリジナル同様顔が醜みにくいものもある。子こ供どもから大人まで様々な種類のモノが並ならんでいるが、どれ一つとしてまともな姿すがたをしているものはいない。

　死してなお呪のろわれた生の創造に使われ、さらに失敗作として切り刻まれた身を晒さらされる──まさに悪あく魔まの所業としか言いようがない。

　読破は部屋の隅すみにあった棚たなに所しよ蔵ぞうしてあったファイルを持ち出し、暗あん澹たんたる想おもいの中、この部屋に戻ってきたのだ。

「……ファイルの一部に目を通しましたが、どうやら元々ここは旧日本軍の施し設せつのようです。戦後は米軍の管理下で製造が行われたようですが、ずいぶん前に製造は中止、ここは破は棄きされたようです」

「そう………」

　統馬はそれだけしか言えなかった。

　読破が何を見てきたか、何を想おもったかは彼の姿を見ればわかる。だがわかるだけで、何もできはしない。ただ、任にん務むを告げるだけ。

「こっちもファイルは確かく保ほした。他に資し料りようがないか探さがしてみよう。向こうはもうなかった？」

「……はい、あの部屋だけで、後は何もありません」

「わかった。とりあえず部屋を出よう」

　統馬が部屋を出て行き、力ない足取りで読破が続く。

　それから二人はさらなる探たん索さくを開始したが、成果は挙げられず、地下施設から去ることとなった。

　二人が地上に戻ったとき、すでに辺りは夕日に包まれており、赤い光が顔を照らした。彼らも──解放された創造物クリーチヤー達も、こんな光を浴びたのだろうか。深い闇やみの中にいた彼らは、何を求めて這はい上がってきたのか。

　読破は、やるせない顔で今出てきた廃はいビルの入り口を見つめた。

　その肩かたにそっと統馬の手が置かれる。

「君が悩なやんでも仕方ないさ。やったのは、別の人間だ」

「そうですね。やはり……軍事目的でしょうか？」

「だろうね。だが、ボタン一つで核かく戦争ができる時代じゃ、彼らみたいな兵器は用無しだろう。素す性じようが知られれば、政せい治じ的にもダメージを受けるしね。だから……」

「捨すてられた。人間の都合で」

　ポツリと放たれた呟つぶやきに、統馬の瞳ひとみにも何ともいえない感かん情じようの色が浮うかぶ。彼とて、何も感じていないわけではない。

「……でもさ、何で彼らは生かされた？」

「それは……」

「最さい低てい限げんとはいえ、資料だって施設だって残されてる。普ふ通つうに考えればそれらは破棄、番人の老人だって必要ないよね。何でだろう？」

　不ふ可か解かいな事象に、読破も首を傾かしげる。しかしすでに老人も死んでいるため、答えは闇の中だ。だからこそ、統馬は希望的観かん測そくを口にした。

「もしかしたらさ、あえて残したのかもね。自分たちのやったことを忘わすれないために。そして、それを見守るためにあの老人は番人になった」

「全すべては推測です」

　断たち切るように読破が言う。だが、その顔は心なしかいつもの表情を取り戻もどしている。

「ですが……それならば救いはある」

「だろ？」

　統馬は笑いかけ、読破に手を差し出した。

「ファイルは僕ぼくが預あずかろう。すぐに異い界かい図書館に持ってくよ。君は今日のところは帰っていい。回かい収しゆう完かん了りよう──とは言えないが、一段だん落らくついた。ご苦労様」

「はい。よろしくお願いします」

　自分の見つけたファイルを手て渡わたすと、統馬はじゃあねと手を振ふって人気のない方へ去っていった。異界図書館への入館を、目もく撃げきされないためだろう。

　残された読破もまた、駅へと向かう。

　来た道を遡さかのぼり、駅の入り口まで来たとき、その足が止まった。

　夕日を背せに、一人の青年が立っている。

　全身を彩いろどるシルバーアクセサリーが夕日を反はん射しやし、彼はそのにこやかな笑えみに相応ふさわしい穏おだやかな光に包まれていた。

「やあ、お疲つかれ様」

「貴き様さま……！」

　瞬しゆん時じに戦せん闘とう態たい勢せいに入るが、青年は相手にしない。ただ、見み透すかしたような瞳で訊きいてくる。

「あそこには行ったんだろう？　どうだった？　いずれ来ると思っていたから、待ち伏ぶせさせておいたが、その様子だと一戦交えたようだね。決着は……ついてないか。他ほかに何かなかったかい？」

「……老人が死んでいた。彼は何者だ？　何な故ぜあそこで死んでいた？」

「……死んだ？　そうか、死んだのか……」

　青年もそれは知らなかったらしく、かすかな驚おどろきを見せた。だが予想の範はん疇ちゆうらしく、すぐに驚きの相は消えた。

「死期が迫せまってはいたが、亡なくなったのか。死体の処理は異界図書館きみらがするんだろうが、ちゃんと弔とむらっておくれよ？　仮かりにも偉い大だいな科学者、ヴィクター・フランケンシュタインを受け継つぐ人だ」

「受け継ぐ……？　やはり、彼が創造物クリーチヤーを……！」

「そう、彼が生みの親だ。だから、スポンサーである米軍が撤てつ退たいしてもずっと見守っていた。創造物クリーチヤーが処分されずに済すんだのもそのおかげだね。僕も助かったよ。いつかは扱あつかってみたいテーマだったからね」

　悠ゆう然ぜんと語る青年に対し、読破は唇くちびるを噛かみしめた。さっき別れた統馬が言った希望的観測──それが正しかったとわかると同時に、眼がん前ぜんの青年によって希望が踏ふみにじられていく。

「何故だ、何故彼らにこんなことをさせる？　私を殺したいなら、自分ですればいい！」

「殺す？　馬ば鹿か言っちゃいけない。僕がそんなことをするはずないだろう？」

　真顔で語る青年。

　それに偽いつわりがないと誰だれよりも知るだけに、読破はさらに怒いかりをこみ上げる。

「ならば、どうして……！」

「簡かん単たんさ、彼らの願いを叶かなえてあげただけ」

「願い……？」

「そう。戦いだよ。彼らは戦うために生まれた。その肉体は戦争によって死んだ兵士から作られ、魂たましいもまたその兵士達のものだ。たとえ生前の記憶がなくても、彼らは戦うためにしか生きられない。そういう存そん在ざいなんだ。だが彼らはそれを許ゆるされず、眠ねむりにつかされた。僕はね、そんな彼らのささやかな願いを叶えてあげただけさ」

　にこやかな表情からは、悪意は見えない。しかしその行いが単なる親切心だけではないことぐらい、読破にはわかっている。

「ささやかな願いだと……？　詭き弁べんだな！　本当は、ただ彼らを自分の思うように動かしたいだけだろう？」

「半分は合ってるよ。でも、けしてそれだけじゃない。それに、彼らだって利用されてるのは承しよう知ちの上さ。それでも構かまわない。君と戦えるのならね」

「戦い……やはり目的はそれか」

　プロトとの邂かい逅こう以来、くすぶっていた疑ぎ問もんが徐じよ々じよに氷ひよう解かいし始める。

　三体の創造物クリーチヤーに共通するささやかな願い、それは戦い。

　兵器として創つくられた、己おのれの全存在をぶつけるに足る戦い。

　それこそが彼らの望みであり、読破を狙ねらう理由なのだ。

「戦いにも色々あるが、彼らが望む類たぐいのものとなると、やはり相手は君が最さい適てきだ。僕の創作意欲も湧わくしね」

「勝手な言い草だな。指名されたところで、私が相手をするとでも？」

「するよ」

　青年は断だん言げんした。

　それが的を射いているから、読破も反はん論ろんはしない。この青年の前では、虚きよ勢せいなどすぐに見透かされる。

「君は必ず彼らと戦う。もう君自身の中で、答えは出ているんだ。でも、先延のばしにしたい。だからこそ僕とここで会話をしている。僕という存在を理由に、少しだけ現げん実じつから目を逸そらしている」

「あなたを追うのも私の任にん務むだ」

「その通りだ。だが、優ゆう先せんすべきは彼らだろう？　僕をこの場で殺したとしても、彼らの脅きよう威いは消えない。ならば、追うべきは向こうさ。君もそれはわかってる。僕がこれ以上言わなくても、君は必ず彼らと対たい峙じする。それが最良の道だと、君はわかっているからね」

　滔とう々とうと述のべる青年に、読破は拳こぶしを固めたまま動こうとしない。いつもなら瞬時に距きよ離りを詰つめ、黒本の一撃を見み舞まっているところだ。なのに動けない──それは、彼の言葉が己の心中を完全に見透かしているからだ。

「統馬だって、何が最良かわかってる。だから君にこの件けんを任まかせるのさ。でも、これじゃ少々物足りない。一つ分ぶん岐きを用意した」

「分岐……？」

　その響ひびきに危き険けんなものを感じ、読破は固めた拳を解といた。自分の与あずかり知らぬところで、何かが動いてる。

「そう、もう一つの道をね。楠本綴ちゃん……いい娘こだよね、あの娘」

「彼女に何をした！」

　血相を変えて叫さけぶ読破。

　考え得る最悪の事じ態たいが、起き始めているのか。

「そんなに怒おこらないでおくれよ。むしろ助けたんだよ？　大体、僕は何の危害も加えてない。ただ、少しばかり今回の物語のメインに据すえただけさ。やがて君もわかる」

「ほざけ！」

　地を蹴けり、読破が黒本を頭上から振ふり下ろした。一いつ瞬しゆん早く青年は距離を詰め、懐ふところに入り込んで勢いきおいを殺し、耳元で囁ささやく。

「ここまでだ。そろそろ人目につく。またね、読破」

　人目につく、という言葉に動きを止められ、瞬時に身を引いた青年を逃のがしてしまう。駅の構こう内ないへ駆かけ込む彼を追うものの、何も知らぬ利用者の存在にとらわれ、それ以上何も出来なかった。

　呼こ吸きゆうを整えてから周囲を見回すが、もちろんもう彼の姿すがたはない。

　取り逃にがしたのは事実だが、そのことはあまり気に病やんではいない。それよりも、彼の言葉が胸むねの奥おくに蟠わだかまっている。

　すでに出ている答えと最良の道──確たしかに、それはもう自分の中にある。だが、どこかでそれを否ひ定ていしている自分もいた。答えは出ているのにそれを口に出したくはない、そんな気持ちのまま、読破は帰りの電車に乗り込んだ。

　青年が示しめしたもう一つの道は、まだ読破の中には存そん在ざいしない。



    

  
    
      　第五章　されど、滅ほろびは近し






　せっかくの日曜だと言うのに、綴つづるは朝から自室で憂ゆう鬱うつに過すごしていた。

　読どく破はや統とう馬まから拒きよ絶ぜつされたことが、暗雲のように胸の中に立ち込こめ、一向に晴れない。

　昨日は香か奈なと出かけて気晴らしに励はげんだものの、結果は同じだった。

　一いつ緒しよに洋服を見て、食事をとって、最後は本屋に寄よって──それでも、心に蟠る雲はそのままだ。香奈にも心配されたが、相談するわけにもいかないので、余よ計けいに気分が落ち込んでくる。

「はあ……」

　机つくえに顔を突つっ伏ぷして溜ため息いきをつくが、何も解かい決けつ策さくは浮うかばない。自分の心中を投とう影えいしてか、外の天気まで曇くもってきた。

　この曇り空を、あの大男も見ているのだろうか。

　この数日、綴を悩なやませてきたのは別れ際ぎわの彼の顔だ。

　あんなに寂さびしい瞳ひとみは、今まで見たことがない。もしかしたら、オリジナルの創造物クリーチヤーもあんな瞳をしていたのかもしれない。だとすれば、大男が背せ負おっているものも、オリジナル同様悲ひ哀あいに満ちた運命なのか。

　考えれば考えるほど、堂々巡めぐりで気分が落ち込む。

　さらに、どうも創造物クリーチヤーはまだいるらしい。自覚はないが、襲おそわれたと考えていいだろう。あの奇き妙みような青年に助けられたせいか、不思議とあのミイラに似にた創造物クリーチヤーにも悪い感かん情じようを持てない。何か事情があるのではないか、そう考えてしまうのだ。

「……先せん輩ぱい、何か知ってるかな」

　机に載のせた携けい帯たい電話とにらめっこをするが、電話もメールもする気がおきない。一いち応おう昨日の夜に「資し料りようは『回かい収しゆう』した。後の処しよ理りも私が行う。終わり次し第だい報ほう告こくするから、君は手を出すな」という素そっ気け無い報告のメールが届とどいたが、返信はできなかった。

　自分が何を言っても無む駄だな気もするし、本音を言えば今後の処理に踏ふみ込むのが怖こわい。読破は人ではないというが、それでもあの創造物クリーチヤー達は生きている。その命が奪うばわれる瞬間を、もし目にしてしまうなら──

　ブルルッと全身を震ふるわせて脳のう裏りに浮かんだ光景を消し去るが、一時しのぎにすぎない。このまま部屋で悩なやんでいても何も解かい決けつはしないのだ。

　今までの自分ならただ時に任まかせていただろうが、これでも異い界かい司書の端はしくれだ。以前睦むつ美みに言われたように、何もしないまま、ただ悩んでいたくはない。

　意を決して携帯電話を手に取り、読破にかける。

「月つく詠よみだ。何か用か？」

「あ、えっと……今、どこにいるんですか？」

「図書館の準じゆん備び室しつだが」

「そうなんですか……あの、その……お仕事の方は？」

　遠回しに創造物クリーチヤー達の件けんを尋たずねると、読破は意図を察したらしく、感情のこもらない返事が返ってきた。

「今日あたり決着をつける。向こうが完全に私を狙ねらっていることがわかったから、夜よ更ふけにでも人気のない道を歩いて誘さそい出せばいい。無む論ろん、君は参加させない。用がそれだけなら切るぞ。何かあれば報告する」

　一方的に電話は切られ、読破の態たい度どと同じ無む機き質しつな電子音が耳元でこだまする。

　大体予想通りだが、この程てい度どでは引き下がれない。

　綴はすぐに制せい服ふくに着き替がえて身み支度じたくを整え、そのまま家を出た。やはり、直ちよく接せつ彼に会わなければ何も始まらない。

　駆かけ足でいつも香奈と利用するバス停に向かい、学園行きのバスを待つ。休日だけに本数が少なく時間も異ことなるので、待ち時間を確かく認にんしようと腕うで時計に視し線せんを落とす。すると、足元に小さな物体があることに気づいた。

　興きよう味みを覚えて身をかがめると、それは物ではなく人間だった。

　全長が十センチ程てい度どでしかないことを除のぞけば、特におかしな点はない。魔ま法ほう使つかいの着るような黒いローブと同じく黒のとんがり帽ぼう子しのコスチュームも、纏まとうのが赤いほっぺたの可愛かわいい少年ならば、見る者の顔を綻ほころばせるだけだろう。

「あなた……ノンちゃん？」

　以前出会った妖よう精せいのような少年。その名付け親は他ほかならぬ自分だが、まさかこんなところで出会うとは思っていなかった。

「どうしたの、何でこんなところにいるの？」

　顔を近づけて訊きいてみるが、ノンちゃんはにっこり笑うだけで何も答えない。そのまま身を翻ひるがえし、小さな足でとことこと歩道を駆けていく。

「あ、待って！」

　バスのことも忘わすれ、彼の後を追う。単たん純じゆんに歩ほ幅はばを考えればすぐに追いつけそうなものだが、その小さな背中との距きよ離りは縮ちぢまらない。

　元々運動神しん経けいがゼロで、短距離も長距離も苦手な綴はすぐにバテてしまうが、それに合わせてノンちゃんも絶ぜつ妙みようにスピードを落とすので、見失うことはない。いつものように転んでしまっても、何な故ぜか立ち止まってくれる。かといって綴がスピードを上げれば向こうも同じだけスピードを上げるので、けして二人の距離は変わらない。



    

  
    
      　つかず離はなれず、同じ距離を保たもったままの奇妙な追走劇げきはそれから三十分近く続いた。

　さすがに綴も疲つかれを隠かくせなくなり、足の方も限げん界かいが近くなった。それを見み越こしたのか、ノンちゃんはヒョイと角を曲がり、完全に視し界かいから消えてしまった。

　慌あわてて残る力を振ふり絞しぼって追うが、すでにその姿は見えない。

　かわりに、廃はい墟きよと化した工場とおぼしき建物が目の前に聳そびえていた。出入り口らしいシャッターは壊こわれ、侵しん入にゆう者しやを拒こばむことはない。

　辺りを見回してみると、いつの間にか見知らぬ場所まで来ている。走る方向は乗るはずだったバスと同じだから、学園の近くには違ちがいないが、こんな場所はまったく知らない。引き返した方がいいのかもしれないが、どうせ迷まようのがオチだ。それなら、小さな友人を捜さがした方がいい。

　おそるおそる廃工場の奥おくに進み、何か出てこないか警けい戒かいしながら声を出す。

「ノンちゃーん、いないのー？」

　返事はない。

　胸むな騒さわぎがしつつも、引き返すことはできずにさらに奥へと踏ふみ込む。床ゆかには鉄てつ骨こつやボルトが散さん乱らんしているが、中の構こう造ぞう自体は仕切りもないシンプルなもので、敷しき地ちの上にそのまま建物をかぶせた印象だ。しかし奥の方は薄うす暗ぐらく、そこまでいかなければ様子は窺うかがえない。

　暗い場所も苦手な綴にはかなりの苦く痛つうだが、覚かく悟ごを決めてより奥へと踏み込む。だが、ノンちゃんの姿は見えない。

　代わりに、隅すみの方でうずくまる巨きよ大だいな影かげを見つけた。

「あなた……！」

　プロトがそこにいた。

　その目立つ体ゆえに、身を隠すにはこのような場所が最さい適てきなのだろう。学園に近いのは、読破との対決を見越してのことか。

「……お前か」

　感情のこもらない無ぶ愛あい想そうな声で呟つぶやくと、プロトは立ち上がった。いたって静かな振る舞まいなのに、綴はそれだけで大気が大きく震ふるえたように錯さつ覚かくした。しかし、威い圧あつされるような感覚はない。

　彼は綴には興味を示しめさず、そのまま彼女が入ってきた出入り口へ歩いていく。このまま他の場所へ行く気らしい。

「待って！」

「何だ？」

　どこか面めん倒どうそうにプロトが振り向く。それはいいのだが、振り向かれて綴は何な故ぜ呼よび止めたのか、わからないことに気づいた。危き険けんを回かい避ひするのなら、このままお帰り願うのが一番いい。読破も奨しよう励れいすることだろう。それなのに、何故か声をかけてしまった。

「用がないなら行くぞ」

「あ、待って！　その……あの、ええと……あなたと、お話ししたくて……」

「話……？」

　奇き妙みような提てい案あんに、プロトは首を傾かしげた。これまで自分と積極的に会話を求めたきた人物と言えば、あの青年だけだ。だが彼はかなりの変わり種、目の前の少女がその同類とはとても思えない。

「俺おれと、何を話す……？」

「それはその……あなたのことを。あの、まずはお名前教えてくれませんか？」

　ずい、と近ちか寄よられプロトは何とも言えない表情を見せた。どうやら変わり種という点では、あの青年に近いものがあるようだ。

「……プロト、だ。それを聞いて……どうする……？」

「それは……あなたのこと、よく知りたいから……！」

　ようやく綴の中で答えがまとまり始めた。読破は彼を敵てきと言い、呪のろわれた創造物クリーチヤーと呼ぶ。だが本当にそうなのか、ただ滅ほろぼされるべき存そん在ざいなのか、今はそれを自分の目で確たしかめたい。

「先せん輩ぱいは、あなたのこと殺そうとしてる。でも……」

「俺もアイツを殺そうとしている」

　抑よく揚ようのない口調に、綴は身を固くした。プロトの口調からは、一いつ切さいの迷まよいが感じられない。

「アイツは、正しい。それでいい。俺達は敵同士、それが自然、というやつだ」

「そんな、そんなのおかしいでしょ？　どうしてあなたは先輩を狙うの？　恨うらみなんてないでしょう？　なのに、どうして……！」

「俺が……いや、俺達が兵器だからだ」

　プロトは自らに課せられた運命さだめを、何の反はん応のうも示さずに認みとめた。

「兵器って……そんな……」

「俺達はそういうふうに創つくられた。死した兵士の屍しかばねを継つぎ合わせ、その魂たましいを吹ふき込まれ、母親の胎たい内ないからではなく、呪われた骸むくろの山で生を受けた。だから、それしか、戦いしか知らない。戦いが、全すべてだ。人間よ、お前は呼こ吸きゆうをいちいち意識するか？　その理由を考えてしているか？　俺達にとって、戦いとはそういうものなのだ」

「だからって、そんな……！　生きるって、そんなことだけじゃないでしょう？　戦わなくたって、あなたは今ここに立ってるでしょう？」

「ならば、何故俺達は捨すてられた？」

　虚きよ無むの響ひびきを持つ声が、綴のちっぽけな論理を吹き飛ばす。

「俺達は、捨てられた」

　プロトはもう一度言った。恨みも憎にくしみもない、ただ事実を淡たん々たんと述のべているだけ。それだけに、余よ計けいにその行いが持つ業ごうだけが浮うかび上がる。

「俺達を創った者は、俺達を必要ないと言った。もうアイツらの戦いには使えないからだ。だから捨てられ、あそこで眠ねむらされた。俺達が戦い以外のために存在するというのなら、何故アイツらは俺達を捨てた？」

　それは、けして答えを求めているのではなかった。

　答えはもう出ている。自分達は元々使い捨ての兵器、使えないのならばそもそも存在意い義ぎがない。そのことに対する憤いきどおりすらないこと自体が、己おのれが兵器である証あかしだ。それを確たしかめるために、今あらためて問いを口に出した。それだけのことだ。

　ところが、その問いは奇妙な現げん象しようを生み出したらしい。

　目の前の光景が理り解かいできず、プロトは半ば呆ぼう然ぜんと尋たずねた。

「お前……何故、泣いている？」

　綴は泣いていた。

　己の運命を呪うことすら許ゆるされない創造物クリーチヤーを哀あわれみ、涙なみだにくれているのだ。

「何故だ……？　お前には、関係ない……」

「関係あるとか、ないとかじゃないでしょう？　哀かなしかったら、人間は泣くの。どうして、あなた達だけそんな目に……」

　鼻をすすり、眼鏡めがねを外して目元を拭ぬぐう綴に、プロトは困こん惑わくを隠かくせなかった。彼自身は兵器であるゆえ、そのような情じよう緒ちよ的な感情には乏とぼしいが、知ち性せいは人と変わらない。しかし、その知性を以もつてしても、なお綴という少女は理解できなかった。

「人間………」

　ポツリと呟つぶやいたまま、プロトはしばし綴に見入っていた。

　そんな静せい寂じやくの時は、不意の足音によって終わりを告げた。

　プロトは即そく座ざに警けい戒かいの視線を出入り口に向け、綴もそれに続く。

「あなた……！」

　そこには、かつて自分を襲おそったあの創造物クリーチヤーが立っていた。

　アドバンス。

　試作と発はつ展てん系けいという兄弟に等しい創造物クリーチヤー達に、今一人の作家が紡つむぐ過か酷こくな運命が近づいていた。





　綴の連れん絡らくを受け取った後、読破は専せん用ようの肘ひじ掛かけ椅い子すにもたれかかりながら、天てん井じようの一点を見つめていた。

　あの電話の様子から察するに、まだ自分を止めようとしているらしい。予想はしていたが、思い余あまって余計なことをしないかが心配だ。

「これ以上、厄やつ介かい事ごとを増ふやさんでほしいな」

　心の底から呟き、読破は立ち上がった。本当のところを言うと、わざわざ図書館を訪おとずれる理由はない。創造物クリーチヤーの全ぜん貌ぼうが明らかになり、ファイルも回かい収しゆうできた今となっては、地下書庫にこもる必要もないのだ。

　それなのに、何な故ぜ訪れたのか──その心の内を理解できる者は、異い界かい司書なら統馬、図書部員では睦美以外ありえなかっただろう。

　だがその二人はどちらも傍そばにおらず、彼は孤こ独どくだった。

　まだ開館して間もないせいか館内にも利用者はおらず、広大な図書館は、彼の望む完かん璧ぺきな静寂であるゆえに冷たい檻おりと化していた。

「帰るか……」

　無む為いな時間潰つぶしに空むなしさを覚えたのか、読破は準じゆん備び室しつを出た。

　カウンターの横を抜ぬけ、中央のホールに出ると、出入り口の扉とびらが開き、見み慣なれた人物が訪れた。

「あ、おはようございます」

　睦美は軽く会え釈しやくし、笑いかけた。

　学園の男子ならば百万ドルの笑え顔がおと共に挨あい拶さつを返すところだろうが、読破は無表情を崩くずさない。

「おはよう。私はもう帰るので、好きに使うといい」

　目線を合わさずに横をすり抜け、読破はその手を扉にかけた。当然、背はい後ごにいる睦美は見えない。こんなとき、睦美は哀かなしげな表情を浮かべていると相場が決まっているが、今日は違ちがった。

　酷こく薄はくな笑えみをその美貌に貼はりつかせ、瞳ひとみは殺気に満ちている。何より、その右手には鈍にぶく光る細身のナイフが握にぎられていた。それを音もなく読破の首くび筋すじに振ふるうときも、睦美の笑みは崩れない。

　崩れたのは、突つき刺ささるはずのナイフが読破が小こ脇わきに抱かかえた黒本に弾はじき飛ばされたときだ。

「ナッ……！」

「気づかないとでも思ったか？」

　揶や揄ゆするように言い、読破は振り向きざまに長い足を生かした回し蹴げりを放つ。その一いち撃げきは睦美の脇わき腹ばらにクリーンヒットし、彼女は苦く悶もんの相を浮うかべてその場に倒たおれた。

「ド、ドウシテ……」

「見み破やぶった、か？　簡かん単たんだ、お前の擬ぎ態たいが未み熟じゆくだからだ」

　平然と語る読破だが、単たん純じゆんに外見だけを見れば、目の前にいるのは睦美に他ほかならない。顔から体型、はては制服の着こなしに至いたるまで、どう見ても睦美だ。

　だがそれはあくまで外見の問題にすぎない。

　変へん装そうにおいて重要なのは、外見と同時にその人物になりきる俳はい優ゆうとしてのスキルであるという。それは暗殺用の擬態にもまた言えることだ。いかに外見をまねようと、学園内で最も睦美と親しい読破ならば、そのどこかぎこちない振る舞まいが目についてしまう。

「暗殺に特化した“〝スペシャル”〟か。確たしかに、三体の中では新型だな。使いようによっては、まだ兵器として使いようがあるかもしれん。だが、お前は経けい験けんがなさすぎる。よりによって、彼女に擬態するとはな」

「…………？」

「わからないか？」

　長い足が無む慈じ悲ひに倒れたままのスペシャルを蹴りつける。その痛いたみに耐たえかね、スペシャルは慌あわてて起き上がり、距きよ離りを取った。その姿すがたは未いまだ睦美のままであるが、読破はまったく動じていない。

　はっきり言って、隙すきあらば平気で黒本を顔にめりこませるだろう。

　彼らしい、といえば彼らしい気もするが、スペシャルのデータにある彼はそこまで冷れい酷こくになれる人間ではないはずだ。だからこそ睦美の姿に擬態した。正体を見破られても動どう揺ようは誘さそえる──そう踏んだからだ。それなのに、何故この少年は動じない？

「知りたいか？」

　表情に出ていたらしく、心中はあっさりと読破に見抜かれていた。彼は少し口元を綻ほころばせ、

「簡かん単たんなことだ。お前の擬態は甘あますぎる。外見すらなっていない」

「ナニ……」

「彼女はもっと美しい」

　甘かん美びな言葉は、スペシャルの目の前で発せられた。

　いつの間に、と思うより早くその全身には目にも留とまらぬ黒本の連打が叩たたき込こまれていた。かろうじて顔だけは狙ねらわなかったものの、四し肢しは骨ほねまで砕くだく打撃に見舞われ、胸きよう部ぶや腹ふく部ぶも深しん刻こくなダメージに見舞われる。

　最も早はや抵てい抗こうもできずにスペシャルは崩れ落ち、そのまま立ち上がることはできなかった。その無ぶ様ざまな有様を、冷たい瞳が見下ろす。

「お前の負けだ。単純な戦せん闘とう能のう力りよくでは他の二体にはるかに劣おとるお前は、擬態を見破られればもう勝つ見込みはない。だから……」

　ハッと読破は異い常じように気づいた。

　足元のスペシャルの擬態が解とけ、元の姿を取り戻もどしつつある。目も口もないのっぺらぼうの顔に、産うぶ毛げさえ生えていない滑なめらかこのうえない肌はだ──だが読破の目を引いたのは、未だ身につけたままの制服の胸むな元もとが、異様に膨ふくらんでいることだ。

　──いかん！

　本能的に危き険けんを察知し、読破は後方に下がり黒本で顔を覆おおう。

　その刹せつ那な、スペシャルの全身が爆はぜた。

　悪名高い自じ爆ばくテロを想起させる小しよう規き模ぼな爆発が生じ、衝しよう撃げきが読破の全身を叩く。

「くっ……！」

　平手打ちを喰くらったような痛みが各所に走るが、致ち命めい傷しようではない。少し時間を置いて痛みが引き始めると、読破は先ほどまでスペシャルのいた位置に戻り、その状じよう況きようを確かく認にんした。

　熱気がこもっているが、その元であるはずのスペシャルの姿はない。全身が爆発したはずなのに、肉にく片へんすら散らばっていなかった。特に火薬の匂においもしないところを察するに、未知のメカニズムで体内のエネルギーを爆発させたのだろう。

　近距離ならば、標的を抹まつ殺さつすることも可か能のうだ。だが状況を鑑かんがみれば、それはまさしく自爆としか言いようのない技わざだった。

「……死体もない。床ゆかに焦こげ跡あともないときた。証しよう拠こ隠いん滅めつと標的の抹殺──お前は最後まで兵器だったか……」

　感かん情じようの内ない在ざいしない声が何を意味するかはわからない。はっきりしているのは、読破と戦った結果、スペシャルはその身も残さずに死んだ。ただそれだけだ。

「……まずは一体か。ようやく、と言うべきなのかな」

　どこか疲つかれたような足取りで出入り口の扉とびらに向かうと、既き視し感を覚える光景が広がった。扉が開き、見み慣なれた少女が顔を出す。

「あ、おはようございます。どうかしたんですか……？」

　怪け訝げんな顔で自分を見つめる読破に、睦美は首を傾かしげた。

「……いや。無事でよかった。アイツ、擬ぎ態たいする人間には手を出さなかったらしいな。しかし制せい服ふくの方はどこで調達したのか……盗ぬすまれたりしてないか？」

「はあ？」

　睦美には何が何だかわからない。ちなみに自分はちゃんと制服を着ているし、家にあるのも無事だ。もっとも、睦美クラスになると別の意味で盗まれる危険はある。

「ならいい。君が風か邪ぜをひく羽目にならなくてよかった」

「はあ……」

　さっぱり事情を呑のみ込めない睦美だが、次に起こったことはもっと理り解かいできなかった。

　いきなり読破が傍そばにより、顔を近づけてくる。吐と息いきが当たり、ほんの少し動けば、それこそ唇くちびるまで重ねられる距離だ。

「え、あ、あああのどうしたんですか？」

「やはり本物だな」

「え？」

「君の方が美しい」

　最終確認を終え、読破が満足したように頷うなずく。

　一方、睦美の方はみるみるうちに顔が赤くなっていた。

「い、いえ、そんな……滅めつ相そうもないっていうか、今日は別にそんなに気合も入れてないし、制服だし……でも、そのお………」

　両手の人差し指を突つき合わせ、もじもじと上目遣づかいを送り、彼女は心の底から言った。

「嬉うれしいです……」

　他の男子が聞いたらそれだけで昇しよう天てんしそうなはにかんだ声だが、読破はまったく反はん応のうを見せない。というか、そもそも聞いていなかった。

「やっぱり、ちゃんと女性の方が好きなんですね？　あの人とは何でもないんですね？」

　不ふ埒らちな誤ご解かいも解けてご満まん悦えつだが、相変わらず読破には聞こえていない。彼は黒本を見つめ、

「妙みようだな」

　といぶかしみ、栞しおりを引き抜ぬいた。睦美の熱い視線も完全無視で、栞を見つめる。一見変化がないようだが、ごくわずかに光を放っている。弱々しい燐りん光こうは点てん滅めつしており、その儚はかなげな印象が彼の不安を煽あおる。

「危険信号……？　この様子では少々遠いか。だが、この辺りで救きゆう援えんを求める異い界かい司書など……」

　脳のう裏りに、あの未み熟じゆくこのうえない見習いの顔が浮うかんだ。

　先ほどの電話も含ふくめ、不安材料は山ほどある。

「いかん、あれほど余よ計けいなことはするなと……！」

　血相を変え、読破は走り出した。

　かつて陸上部の短たん距きよ離り走そうのエースを震しん撼かんさせたと言われる俊しゆん足そくは、声をかける間すらない。

　一人図書館に残された睦美はポカンと口を開け、どうしていいかわからない。先ほどの「美しい」発言も合わさり、彼女が正常な思考を取り戻すのは大分後のことになる。





　対たい峙じする二体は、その無言の迫はく力りよくだけで傍ぼう観かん者しやを圧あつ倒とうしていた。

　いかなる運命の巡めぐり合わせか、あるいは遥はるかな高みから全すべてを見透かす者の悪戯いたずらか、二体の運命を見み届とどける役目はただ一人の少女に委ゆだねられていた。

　これから始まる事態を想そう像ぞうし、小こ刻きざみに震ふるえる綴。

　携けい帯たい電話で助けを呼よぶことも忘わすれ、ただお守り代わりに異界司書の証あかしである栞を握り締めている。しかしそれは願いを叶かなえてはくれない。

　無力な自分の傍で、兄弟と呼べる二体は静かに佇たたずんでいる。

　突とつ然ぜんの来らい訪ほうだが、アドバンスが何をしに来たか、プロトは充じゆう分ぶんに承しよう知ちしていた。

　己おのれの抹まつ殺さつ。

　すでに己は弟の邪じや魔まをし、読破の援えん護ごをした。それだけでも充分敵てきと認にん識しきされる行こう為いだが、お互たがいに競争相手なのだ。月詠読破という至し上じようの敵を屠ほふる権けん利りは、ただ一体だけに与あたえられる栄光だ。

　早い者勝ちという考えもあるが、同様に先に競争相手を潰つぶす考えも存そん在ざいする。そして、眼がん前ぜんの敵は後者を選んだ。

　無む限げんと思える静せい寂じやくの後、まずは弟が──アドバンスが仕し掛かける。

　右手を勢いきおいよく振ると、そこに巻まかれた刃やいばのバンデージが凶きよう器きとしての姿すがたを取り戻もどし、蛇へびの如ごとく兄を──プロトを襲おそう。通常はそれぞれの指に巻かれた五ご条じようの刃を駆く使しするが、今回はその五条を編あみ込み、より強きよう靭じんで禍まが々まがしさを増ました巨大な刃が武ぶ器きだった。当たれば傷きず口ぐちはパックリ開く綺き麗れいなものではなく、挽ひき肉にくのような惨さん状じようを晒さらすことだろう。

　飛来する凶きよう器きを前に、プロトは回かい避ひよりも未いまだ傍にいる綴を遠ざけることを優ゆう先せんした。

「離はなれろ！」

　手て加か減げんはされているが、その無ぶ骨こつで巨きよ大だいな腕うでで跳はね除のけられたため、綴は床ゆかに尻しり餅もちを突いてしまった。結果的にそれが安全を確かく保ほしたわけだが、当然プロト自身の回避はそれによって遅おくれる。

　常じよう人じんならばまず避よけられないところだが、さすがに「Ｆ」の系けい譜ふに連なる創造物クリーチヤー、右みぎ肩かたをかすめただけで凌しのいだ。だがその部位の肉は無残に切り裂さかれ、肉にく片へんと血が綴の足元に飛ぶ。

「…………！」

　それだけで卒そつ倒とうしそうな綴だったが、闘とう志しを失わないプロトから目を離すことができない。

　刃の猛もう攻こうを凌いだプロトは距離を詰つめ、その豪ごう腕わんから繰くり出す一いち撃げきを弟に見み舞まわんとする。それを受け止めるのは、残しておいた左手だ。刃は解かい放ほうせず、鈍にぶい光こう沢たくを放つ特とく殊しゆ合金は鎧よろいの体てい裁さいを保たもっている。

　その掌てのひらはブン、と大気を揺ゆらす巨大な拳こぶしを包み込み、完全に威い力りよくを殺した。

　渾こん身しんの一撃が受け止められ、プロトの冷めた瞳ひとみにもかすかな動どう揺ようが浮うかぶ。

　それをアドバンスは見み逃のがさない。



    

  
    
      　右手の刃を戻し、ためらわずにそれでプロトの腹ふく部ぶを貫つらぬく。

　ドリルのような形に編あみ込まれている刃は、形けい状じよう通りの威力を発はつ揮きして肉を抉えぐり取った。プロトの分ぶ厚あつい腹ふつ筋きんは無残に爆はぜ、さらに刃は貫かん通つうしている。

　プロトはゴボッと大量の血を吐はき出し、膝ひざをついた。痛つう覚かくは創つくられた時点で除じよ去きよされているが、致命的なダメージは容よう赦しやなく身体機能を停止させる。

「追撃……！」

　その唯ゆい一いつ露ろ出しゆつする両りよう眼めに嗜し虐ぎやく的な光を宿し、アドバンスは編み込んだ刃を解いた。再ふたたび五条に分かれた刃、さらに左手の分も加わり、十条の刃がプロトの体を包み込む。

　烈れつ風ぷうが唸うなるたびに、鮮せん血けつが一ひと筋すじ宙ちゆうを舞った。

　回避不能な刃は無む慈じ悲ひにプロトの肉体を切り裂き、血だるまと呼ぶに相応ふさわしい惨さん状じように変えていく。その発達した強靭な筋肉ゆえに致ち命めい傷しようにこそならないが、残ざん酷こくな刃は確実にプロトの生を削けずり取っていく。

　誰だれが見ても一方的な戦い──彼らの創そう造ぞう者しやたる老人がいれば、性能の差、と説明するだろう。プロトはその名の通り試作、その改良型であるアドバンスが全てにおいて上回っているのは当然だ。

　あえてプロトに後続を凌りよう駕がする部分があるとすれば、それはより人間に近いというその一点だけだ。だがそれは兵器たる彼らにとっては何のアドバンテージにもならず、それゆえに彼は三体の中でも特に失敗作の烙らく印いんを押おされている。

　だから、この惨状は必然だったに違ちがいない。

　プロトの両眼から徐じよ々じよに戦意が消え失うせ、宿っていたはずの戦いの炎ほのおが儚はかない灯ともし火びに変わっていく。

　死という名の終しゆう焉えんが、この創造物クリーチヤーにも迫せまっていた。

　トドメをさそうと、アドバンスが距きよ離りを詰つめる。

　その間に、綴は割わって入った。

「やめて、もういいでしょう……？」

　全身は小こ刻きざみに震ふるえ、恐きよう怖ふで涙なみださえ浮かべている。自分でも、どうしてこんな行動に出たのかはわからない。犬死にするのは目に見えている。それでも、こうせずにはいられなかった。

「どうしてこんなことするの……？　あなたも、同じなんでしょう？　仲間なんでしょう？　だったら、どうしてこんなことするの？」

　血を吐くような問いに、アドバンスは無反応だった。

　正確に言えば、理解できないのだ。

　この少女の言葉も、行いも、何もかもが理解できない。何な故ぜ兵器である自分に敵てきを屠ほふる理由を問うのかも、何故使い捨すての道具にすぎないプロトを庇かばうのかも、まったく理解不能だ。少なくとも、己おのれの創そう造ぞう者しやはこんな状じよう況きようでの反応をインプットしてはいなかった。

　瞳ひとみを困こん惑わくの色が支し配はいするが、それだけではその身に宿る業を消せはしない。

　闘とう争そう本能に従したがい、アドバンスは状況を再さい分ぶん析せきし、的確な行動を弾はじき出す。

「……作戦行動……妨ぼう害がい……！　排はい除じよ……！」

　人差し指を綴に向け、巻まかれた刃やいばを解とき放つ。螺ら旋せんを描えがきつつ迫せまるそれは、正確に彼女の額ひたいを狙ねらっていた。

　綴は目を閉とじ、せめてもの抵てい抗こうに顔を背そむけた。

　そのとき、巨きよ大だいな腕うでが肩かたの後ろから伸のびた。

「あなた……！」

　目を開くと、立ち上がったプロトが腕を伸ばして刃を掴つかんでいる。

　助かったと、思うより早くプロトは彼女を跳はね除のけ、握にぎった刃が喰くい込むのも構かまわず全力で掴んだ刃を引き寄せた。それにより、アドバンス自身もプロトの前に引き寄せられる。

　千せん載ざい一いち遇ぐうの好機、再ふたたび戦いの炎を燃もやすプロトは、己に残された全すべての力を込こめ、渾こん身しんの拳こぶしを放った。

　完全に虚きよを突つかれたアドバンスだが、その両眼に動どう揺ようはない。いかに強大でも、その拳が己に効きかぬのは実じつ証しよう済ずみだ。しかし、その余よ裕ゆうともいえる態たい度どは、拳の狙う部位に気づいたときに失われた。

　腹部。

　かつて読破と対たい峙じしたとき、その黒本によって刃の鎧よろいを破は壊かいされた場所。唯一、地じ肌はだを露ろ出しゆつしている無む防ぼう備びな場所。

　そこに拳は叩たたき込まれた。

　いかなるボクサーでも達し得ない衝しよう撃げきは、ミサイルの直撃に近かった。アドバンスの体が、見事にくの字に折れる。恐おそるべきことに、拳は腹筋を貫いて背せ中なかに抜ぬけ、完全にアドバンスの肉体を貫通していた。背中の鎧すら貫いたそれは、プロトにとって乾けん坤こん一いつ擲てきの一打だったに違いない。

　その証しよう拠こに、力を使い果たした彼は動けなかった。

　彼自身が拳を引き抜くことはなく、それはあがくアドバンスによってなされた。

「…………！」

　引き抜いても、痛いたみは消えない。

　想像を絶ぜつする苦く悶もんの中、アドバンスは床ゆかを転げ回った。腹はらに空いた穴あなからは絶たえず血が噴ふき出て、止まることはない。吐と血けつもしたらしいが、口元は鎧に覆おおわれているため、両りよう眼めを晒すために空いた穴から外へ流れ出ている。それが綴には血の涙を流しているように見え、いっそうダメージの深しん刻こくさを想像させた。

　神ならぬ人の手で創造された人造人間にも拘かかわらず、喘あえぎながら虚こ空くうに伸ばした手は神に縋すがっているようにも見える。それほどの苦痛がアドバンスを襲おそい、死に引きずりこもうとしていた。

　一方、プロトの方も微び動どうだにしない。

　かろうじて生の鼓こ動どうは絶えていないが、それも時間の問題だろう。

　鮮せん血けつに塗まみれる兄と、苦悶をあげながらのたうちまわる弟。直ちよく視しできない地じ獄ごく絵図の中、綴はほとんど茫ぼう然ぜん自失でそれを見ていた。

　何もかも嘘うそであってほしい、そう思う彼女に応こたえるかのように、雨音が聞こえた。

　曇くもり空はいつしか雨空へと変わり、降ふりしきる雨音がかすかにアドバンスの苦悶の叫びを紛まぎらす。

　そして、その雨音の中、聞き覚えのある足音が彼女の精せい神しんを引き戻した。

「先せん輩ぱい……！」

　出入り口に、読破がいた。

　彼は状じよう況きようを一いち瞥べつし、事の次し第だいを悟さとったらしい。綴の手にある栞しおりが、意図せず救いの主を呼よんだのだ。

　これで大だい丈じよう夫ぶ、そう思った矢先、読破は冷たく呟つぶやいた。

「同士討うちか。手間が省けたな」

　綴の顔から血の気が引いていく。確たしかにそうなのかもしれない。しかし、何な故ぜこの惨状を見てそんな言葉だけで済すませられる？

　睨にらむように彼を見ていると、こちらへ歩いてきた。そこへ、アドバンスが立ち塞ふさがる。

　よろめきながら何とか立ち上がり、読破の下もとへ向かう。

　初めて一人歩きをした赤ん坊ぼうのようなヨロヨロした稚ち拙せつな歩行は、すぐにバランスを崩くずして倒たおれる。それでもまた立ち上がり、読破を求める。

　一歩踏ふみしめるたびに床に血の染しみができ、鎧が剥はがれていった。真の姿が明らかになると、綴は口元を覆おおった。後ろ姿しか見えないが、その数あま多たの手しゆ術じゆつ痕あとや呪じゆ的な紋もん様ようがその体の呪のろわれた素す性じようを物語る。

「もういい、やめて……！」

　泣きながら懇こん願がんしても、アドバンスは歩き続けた。幾いく度ども転び、ほぼ全ての鎧は剥がれ、どう見ても助からない量の出血が床を滴したたっていく。

　それでもやめない。

　そして、ついに彼は辿たどり着いた。

　弱々しく両手を読破の肩に乗せる。すでに足は崩れ、もたれかからなければ、己おのれを支ささえられない。

「月詠……読破！」

　声は喜びに満ちていた。

　ようやく求めた敵と、戦うことができる。

　だが終しゆう焉えんの時が近づいていた。

　最後まで彼を覆っていた顔の部分の鎧が剥がれ落ちる。その素す顔がおとそこに浮うかんだ表情を、読破だけが見た。

　彼は表情を変えない。

　ただ、澄すんだ瞳ひとみでアドバンスを見つめていた。

　互たがいの目が合う。

　その瞬しゆん間かん、アドバンスの両手が肩から落ち、読破の体表をつたいながら地に落ちた。

　倒れ伏ふすアドバンスを、読破は見なかった。

　ただ瞳を閉とじるだけ。

　それだけが、二体目の創造物クリーチヤーの死に捧ささげた行こう為いだった。

　数秒で目を開き、残る最後の創造物クリーチヤーの下へ歩む。

　まだ、プロトは生きている。

　読破の意図を察し、綴は再び庇かばうようにプロトの前に立ち、両手を広げる。

「もういいじゃないですか？　もう嫌いやです、もう見たくないです！」

「どけ」

　全すべての感情を消し去り、冷れい酷こくや邪じや悪あくすら超ちよう越えつした虚きよ無むの響ひびき。

　それでも綴は首を振ふってどかない。

　読破は片かた手てを上げた。黒本こそ握にぎっていないが、その手がどういう行動に出るかは想そう像ぞうがつく。

　それを新たな声が止めた。

「やめなよ、君らしくもない。女の子に乱らん暴ぼうはよくないよ？」

　読破が手を止め、綴は声の方を向いた。

　出入り口の傍そばの壁かべに背せを預あずけ、その青年は佇たたずんでいた。

　黒いシャツとスラックスに、全身を彩いろどる銀のアクセサリー。

　その瞳はこの場で行われた全てのことを見つめ、最初から見み透すかしていた。あるいは降ふりしきる雨ですら、彼の意い志しによるものなのかもしれない。

「あなたは……」

　綴は本能的に新たな危き険けんを悟さとった。ある意味、今の読破よりも危険な存そん在ざいがそこにいる。

「そんな目で見ないでおくれよ。君の願いを叶かなえに来たんだ」

　明るく弾はずむような言葉に、ようやく読破も彼を振り向いた。その顔を見た瞬間、青年の表情から明るさが失うせた。綴もまた、凍こおりついて動けない。

　先ほどのまでの虚無が消え、代わりにもっとシンプルな感情が読破を支配している。

「叶える……？　やってみろ」

　それは怒いかり。

　昏くらく冷えた怒りが宿っている。その深さを示しめすように、小こ脇わきに抱かかえる黒本を縛しばる鎖くさりが緩ゆるみ、本が独ひとりでに開きつつある。鎖の戒いましめで開ききることはないものの、いつまで持つのだろうか。

　青年の表情も固い。

　予想はできていた。自分が今この場所に現あらわれればどういうことになるか、予想はできていた。しかし予想するのと体験するのはまったく異ことなる。

　己の予想の的中ぶりを内心嘆なげきつつ、青年はここに来た目的を告げた。

「……確たしかに叶えるが、あくまで妥だ協きよう案あんだ。一週間待ってくれないか？」

「え……？」

　予期せぬ言葉に反はん応のうしたのは、綴の方だった。読破は無言のままだ。

「一週間だけ彼の身み柄がらを僕ぼくに預けてもらいたい。それがすぎれば、責せき任にんを持って君に引き渡わたそう。どうかな？」

　奇き妙みような提案に、綴は困こん惑わくした。結局、死が先延のばしにされるだけではないのか。青年の意図がはかりかねるが、決定権けんは彼女にはない。

「何な故ぜ介かい入にゆうする？」

　読破の言葉に、青年は人差し指で頬ほおを掻かいた。痛いたいところを突つかれたのだ。

「貴方あなたは作家だ。だから、あくまで神の視点で物事を進める。なのに、何故重要なはずの局面で介入する？　ポリシーを捨すてたか？」

「……それを言われると辛つらいね。でも、何と言われてもここで彼と君を戦わせるわけにはいかない。一週間だけ待ってくれ。その後は、僕は何も干かん渉しようしない。君と彼の戦いには一いつ切さい手を出さない。約束するよ」

「私が信じるとでも？」

「ああ」

　青年は微び笑しようした。読破の心中を見透かしたような瞳は、どこか懐なつかしさを秘ひめている。

「僕は約束を破やぶらない。できない約束はしないからだ。知ってるだろう、読破？」

「…………」

「ここで君が退かないのならば、力ずくになる。そんなことになれば、一番危き険けんなのは巻まき込まれる彼女だ。僕もそれは避さけたい。君もそのはずだ」

　真しん剣けんな表情と言葉は、確かに的を射いていた。

　だからこそ、読破も動いた。

「行くぞ」

　と綴に声をかけ、出入り口の方へ歩き出す。すでに黒本もいつもの状じよう態たいを取り戻もどしている。綴はついていくべきか悩なやんだが、やがて決断した。プロトの方へ哀かなしげな視し線せんを送った後、読破を追う。

　降りしきる雨に呑のみ込まれていく二人を見つめながら、青年は天を仰あおいだ。

「準じゆん備びは整った。結末は二つ──やはり、僕の筋すじ書がきは裏うら切ぎられるか」



    

  
    
      　第六章　「Ｆ」の終極






　昼休み、香か奈なは親友が浮うかない顔なのに気づいた。昨日から降る雨と同じく、その顔はひどく陰いん鬱うつなものだ。

　それだけならまだしも、今回はいつものと違ちがい、かなり思いつめているのがわかる。ここまで悩んでいるとなると、高校受験以来だろう。

「ねえ、どうしたの？　何かあった？」

「え、何でもないよ？」

　弱々しく首を振ふるが、香奈の目はごまかせない。弁べん当とうも一向に減へっていないし、こちらと目を合わせようともしない。

「本当にどうしたの？　そんなに思いつめてると、体壊こわすよ？」

「うん……」

　返事はするものの、それ以上は何も言えない。相談できないことも辛つらいが、それよりも相談しても無む駄だな事実の方が重かった。

　綴つづるを悩ませる理由、それは言うまでもなくプロトの件けんだ。

　昨日廃はい工こう場じようを去った後、自分と読どく破はは図書準じゆん備び室しつに向かった。睦むつ美みはすでに帰っており、雨のためか利用者もいない二人きりの場所で、自分は濡ぬれた体を拭ふきもせずに彼に感かん情じようをぶつけた。

「何でそんなに冷たくなれるんですか？　あの人、私をかばってくれたんですよ？　それなのに、どうして！」

「それは君の感かん傷しようだ。仕事に私情を挟はさむな」

「仕事って、皆みんなを救うのが異い界かい司書じゃないんですか？」

「違う」

　読破に見つめられ、自分は押おし黙だまった。

「皆を脅おびやかすモノを排はい除じよするのが仕事だ。全すべては救えない。どうしてそれがわからない？」

「それは……」

「仮かりに生き延のびさせたところで、どうする気だ？　戦争ででも使うか？」

「そんなことしません！　普ふ通つうに、普通に暮くらせばいいじゃないですか！」

　食い下がる自分に、読破は溜ため息いきをついた。

　どうして彼らにここまで感情移い入にゆうするのか、理り解かいできないらしい。

「……彼らがそう言ったか？　百歩譲ゆずってそうしたとしよう。だが周囲が許ゆるさない。いずれ彼らを捕とらえ、解かい剖ぼうし、研究しようとする輩やからが出てくる。もしそんなことになって『Ｆ』の技ぎ術じゆつが流出してみろ、全てが無む駄だになる」

「でも、あの人達は……！」

「何度も言わせるな。君の言っていることはただの感傷にすぎん」

　完全なる拒きよ絶ぜつを示しめすように、彼は背せを向けた。

　自分が何も言えないでいると、詩を吟ぎんずるような声が聞こえた。

「本は知」

「え……？」

「知は力。力は破は壊かい。破壊は悪。されど……」

　読破が振り向いた。無表情だが、不思議と冷たくは感じない。

「……本に善ぜん悪あくなし。異界図書館に伝わる言葉だ」

「…………」

「君の言う通りだ。彼らに罪つみはないのかもしれない。悲ひ劇げきを生むのはいつだって人間だ。ヴィクターの狂きよう気き、そしてその手記を手に入れた者の狂気、それが悲劇を生んだ」

「先せん輩ぱい……」

　雨はまだ降ふり続いている。しかし、かすかに雨音は小さくなった。読破の顔にも、少しだけ感情が戻もどり始める。

「だからこそ、新たな悲劇を止めるのは人の責せき任にんだ。君が言っていることは、ただテレビの前で戦争の光景を嘆なげいているようなものだ」

「…………」

「テレビを見て戦争を嘆くのは簡単だ。誰だれにだってできる。だがそんな人間にはけして戦争を止めることはできない。我われ々われも同じだ。ただ悲しみ、ただ同情するだけでは何も救えない。一いつ般ぱん人じんならそれだけでいい。だが君は違ちがう。君は見習いとはいえ異界司書だ」

　何も言い返せなかった。

　読破もまた、これ以上の議ぎ論ろんは無用とばかりに部屋を出る。その顔にはもう人間味は宿っていない。

「次に私の邪じや魔まをすれば資し格かくを剥はく奪だつする。それを忘わすれるな」

　死者の魂たましいを裁さばく天てん秤びんよりも厳げん格かくな声に、情じよう状じよう酌しやく量りようの余よ地ちはない。

　図書館から去り、彼は再ふたたび雨の中へ消えた。

　それきり、彼とは会っていない。

「……ひょっとして、またあの部長のことで悩んでんの？」

「え、ど、どうしてわかるの？」

　物思いに耽ふけったところをあっけなく見み破やぶられ、狼ろう狽ばいしてしまう。実は半分は当てずっぽうだったが、駆かけ引きの苦手な綴に避さける術すべはない。

「あらら……図星か。この前のエライ人も駄だ目めだったの？」

「うん……何か、もう先輩が何考えてるかわかんなくなっちゃって……」

　今までは、優やさしい人間だと思っていた。

　戦いの中で見せる壮そう絶ぜつな姿も、全ては他人を守るためのもの、常つねに一番傷きずついているのは彼自身だ。

　だが今回はそんな気配が微み塵じんも感じられない。

　一いつ切さいの人間性を排はい除じよした、研とぎ澄すまされた刃やいばの如ごとき姿すがたは、ただ畏い怖ふの対象でしかない。

「……考えてること、何も言ってくれてない気がするの。我が慢まんしてるような気もするんだけど……」

「ふ～ん……」

　香奈には事情はわからない。

　しかし、読破という人物がどういう人間なのかは、想そう像ぞうがつく。親友が信しん頼らいする相手、それだけで充じゆう分ぶんだ。だから、素す直なおな感想を口にする。

「……何か、わかる気するけどな」

「え、どういうこと？」

　身を乗り出して訊きくと、香奈は腕うで組ぐみしながら少し難むずかしい顔をする。

「うーん、勘かんだけど、私にもそういう経けい験けんあるし。ほら、私って上に二人兄あに貴きいるでしょ？　今もしょっちゅう喧けん嘩かするけど、やーっぱ勝てないわけよ。でも負けたくないから、ずっと黙ってこらえてるの。泣くのとかも、我慢してさ」

「…………」

「そういうとき思うんだけどさ、泣くのを我慢するって、泣くことよりずっと辛つらいんだな。泣いちゃった方が楽だけど、できないこともあるじゃない？　それって……結けつ構こう辛いでしょ？」

「香奈ちゃん……」

　まだ何もわからない。

　しかし、無に身を委ゆだねる読破の姿に、ほんの少しだけ感情の色が見えてきた。

「多分さ、アンタの先輩もそういうことじゃない？　特にあの人、他人に自分見せそうじゃないし」

「うん……」

　もっともだと思いつつ、少しだけ笑った。

　まだ雨は降っている。

　でもいつかはやむだろう。願わくは、読破とプロトが再び対たい峙じするときには、やんでいてほしい。





「調子はどう？」

　蹲うずくまるプロトに向けて身を屈かがめ、その青年は尋ねた。

「大分……いい……」

　明らかに本調子でない声だが、あのときよりはマシな様子でプロトが答える。

　すでに廃工場は出ており、今はその近くにある人目につかない倉庫を塒ねぐらにしていた。鮮せん血けつに塗まみれた自分を背せ負おってそこまで移い動どうしたのは青年であり、それには素直に感かん謝しやしている。

「世話に……なるな」

「気にしなくていいさ。世の中、助け合いだ。君には取材もさせてもらったし、話作りにも協力してもらってる。それに、アドバンスをけしかけたのも僕だしね。これぐらいはさせてくれ」

「そう……か……」

　力なく語り、彼は俯うつむいた。会話だけでも非ひ常じように消しよう耗もうするのだ。今はただ眠ねむり、己おのれに施ほどこされた超ちよう人じん的な回かい復ふく能力に頼たよるしかない。

　青年もそれは充分に理り解かいしているから、眠りについたプロトにそっと調達してきた毛もう布ふをかけ、外に出た。

　また、雨が降ふっている。

「あと三日、か。読破はいいとして──問題は、あの娘こだな」

　脳のう裏りに、綴の顔が浮うかぶ。

　相変わらず、彼女のことはよくわからない。

　単たん純じゆんで見み透すかしやすそうなくせに、ままならない。その本ほん質しつはひどく簡単でわかりやすいのに、それを登場人物として意い識しきした瞬しゆん間かん、自分の手は止まってしまう。

「スランプかな」

　そんな事実はないと誰よりも自覚していることに気づき、苦く笑しようする。自分に自信が持てなくなったのも、彼女のせいか。

「結末は二つ──予想はできてる。でも……」

　その先の言葉は己の心中に収おさめ、青年は歩き出した。

　雨が降っているが、構かまわず濡ぬれて歩く。

　前まえ髪がみが目にかかり、その表情を隠かくしていた。何を思っているのか、この雨に何を見ているのか、歩く姿からは窺うかがい知れない。

「……我われながら、難しいテーマに取り組んだものだ。でも、答えはいずれ出る。読破、君の道は動いたかい？」





　新たな一週間が始まると、学園内に奇き妙みような噂うわさが立ち始めた。

　内ない容ようはごく簡単、月つく詠よみ読破がおかしい──ただそれだけである。だがおかしいと言っても、彼の立ち振ふる舞まいに変化があったわけでもない。むしろ彼そのものと言っていい。

　あえて違い和わ感があるとするなら、それは他ほかならぬ彼を彼たらしめる行こう為い、読書である。

　普ふ段だんから彼は暇ひまがあれば読書をし、授じゆ業ぎようの合間の短い休み時間においても、早々に次の授業の準備を終えて読書に励はげむのが常つねだ。

　ここ最近は図書館の蔵ぞう書しよでも市し販はんの本でもない、何やら学がく術じゆつめいたファイルに目を通しているのだが、それが何かおかしい。

　外観だけ見れば、無音で皺しわ一つ作らずにページを繰くる手、一文字たりとも見み逃のがさずに文章を追う澄すんだ瞳ひとみ、そして知的な容よう貌ぼうと痩そう躯くがあらゆる雑ざつ音おんを否ひ定ていする静せい寂じやくを生み出している。

　周囲で話し込こんでいた者達も会話をやめ、近くを通りかかる生徒も足音を消して歩くように心がける。読書をするだけで周囲の者を魅み了りようするという、何もかもがいつものとおりでありながら、何かが違ちがう。

　誰もはっきりとした答えは出せないが、あえて言うなら鬼き気き迫せまるような気き迫はくを感じる。いつもなら、読破の読書風景は芸術に等しい感動を与あたえるところだが、休日が明けてからのそれは、感動とは別種の恐きよう怖ふに近い感情を周囲に抱いだかせていた。

　さらに言うなら、その完かん璧ぺき極きわまりない読書風景もどこかおかしい。

　超絶的な速読で知られる読破は、ほぼ毎日読む本が違う。本の内容や分量によっては、休み時間ごとに本が変わっていることも珍めずらしくない。

　ところが、どうもここ数日彼は同じものをひたすら読み続けているらしい。数すう冊さつのファイルと外国書らしきものを、交こう互ごに繰り返し読み込んでいる。すでにその内容は間違いなく頭に叩たたき込まれているはずなのに、彼は読み続けているのだ。

　しかしそれはあくまでも読書というきわめて個こ人じん的な行為、他人に迷めい惑わくをかけることもないので、誰も問い質ただそうとはしない。興きよう味み本位の質問でも、読書中の読破にできるわけがなかった。

　そんな彼の変化は図書部長としての仕事にも及およんでいる。

　毎日図書館に通い、誰よりも利用者と館内の様子に気を配る彼なのに、ここ最近は準じゆん備び室しつにこもって出てこようとしない。もちろん忙いそがしくなれば顔を出し、いつものように淡たん々たんと業ぎよう務むをこなしていくが、終わればすぐに準備室に引っ込む。

　副部長の睦美が代わりに業務をこなしているため、利用者の一部、特に男子生徒にはむしろそちらの方がいいという者も多く、その変化を指し摘てきする者もいない。

　しかし、彼に近い人間は明らかに異い常じようなその行動に戸と惑まどっていた。

　綴もその一人である。

　一いち応おう図書館には顔を出していたが、やはり読破と直ちよく接せつ顔を合わせることは気まずく、カウンターの様子を窺うに留とどまっていた。しかし、カウンターに読破の姿は見えない。睦美の手に余あまる数の利用者が来たときだけ現あらわれ、捌さばき終わるとすぐに準備室に引っ込む。それが休日明けから毎日続いている。

　さすがに不ふ審しんに思い、今日は三日ぶりに図書準備室のドアの前に立った。意を決してドアノブに手をかける。

　すると、自分が開ける前に部屋の中から司書の真ま由ゆが顔を出す。

「あら、何か御ご用よう？」

「え、ええまあ……」

「……やめといた方がいいわよ」

　小さく耳打ちし、真由はドアを閉しめた。音を立てないように、かなり気を遣つかった閉め方だ。綴は不審に思い、その理由を尋たずねた。

「何かあったんですか？　中にいるの、月詠先せん輩ぱいですよね……？」

「そうだけど、何かおかしいのよ、彼。ずーっと本読んでて、私のこと追い出すし」

「先輩が、出て行けって言ったんですか？」

「いーえ、な～んにも言わないわよ？　でもずっとオーラ発してるのよね。居い心地ごこち悪いったらありゃしない。久ひさしぶりにここで仕事しようとしたけど、あんなところじゃ論ろん文ぶんも書けないし、もう帰ろうかなって。あなたも、入るのはやめといた方がいいわよ」

　珍しく真しん剣けんな眼まな差ざしで忠ちゆう告こくし、真由はその場を去った。別に読破がいなくても早く帰ったような気もするが、その忠告は正しい。

　いつも気軽に入れる準備室は、今はかたくなに侵しん入にゆうを拒こばむ異界の魔ま窟くつに近い。

　綴も何となくオーラ的なものを感じ取り、入室を諦あきらめた。代わりに、カウンターにいる睦美に話しかける。彼女ならば、何か知っているはずだ。

「あの、先輩どうかしたんですか？」

「私にもわからないわ」

　睦美は哀かなしげに首を左右に振った。明らかに異常は感じ取れるのに、読破は何も語らない。ただ一言、「仕事を頼たのむ」と言ったきり、この状じよう態たいが続いている。

「休日が明けてからよね……あなた、何か心当たりある？」

「い、いえ……」

　内心ピンと来たが、とぼけて曖あい昧まいに答える。しかしそんな中ちゆう途と半はん端ぱな腹はら芸げいが睦美に通じるわけもなく、あっさり見み破やぶられた。

「……あったのね。やっぱりお仕事絡がらみ？」

「まあ……」

　どう答えていいかわからず、視し線せんをずらす。睦美は溜ため息いきをつき、準備室の方を振り返った。館内と室内を隔へだてる壁かべの上半分はガラス張ばりで、中の様子は窺える。読破は相変わらず読書に励はげみ、外界との接せつ触しよくを一いつ切さい拒きよ絶ぜつしている。

「……何があったのかは、言えないんでしょ？」

「はい……っていうか、私にもよくわからなくて……」

　うなだれた綴を見て、睦美は少しだけ同情した。どうやら、こちらはこちらで大変らしい。

「……あなたの方が何かあったんじゃない？」

「それは……よくわかりません。ただ……」

「ただ？」

「先輩のことが、少しわからなくなって……」

　綴は自じ嘲ちよう気味に笑った。

　香奈の言葉で少しだけわかったような気もしたが、当の本人は他人を拒絶し内に閉とじこもっている。たとえ話しかけたところで、あの様子では何も答えないだろう。また落ち込み始める綴に、睦美はいつもと変わらぬ冷たく凜りんとした口調で言った。

「奇き遇ぐうね、私もそうよ」

「え？」

「一年以上この図書館にいるけど、未いまだによくわからない。家族のこと、友人のこと、仕事のこと……わからないことだらけよ」

　美び貌ぼうに、ふっと昏くらい翳かげが差す。ひょっとしたら、目の前の下級生より読破のことを知らないかもしれない、そんな哀かなしみを秘ひめた表情を見せる。

「でも、信じてる。わからなくても、信じられる。そういう人だってことだけは、誰だれよりもわかってる。だから、こうしてられる。あなたはどうなの？　部長を信じられないぐらい、わからないの？」

「先輩……」

「あなたに何があったかなんて、興味ないしどうでもいいわ。でも、わからないならただ信じてればいい。そういう人だから、あなたも異界司書になろうと思ったんじゃないの？」

　睦美の言葉が、綴の胸むねを射い貫ぬく。

　確かに、始まりはそこだった。

　かつて召しよう喚かん儀ぎ式しきの生いけ贄にえに捧ささげられた自分を救いに、傷きずを負いながらもやってきた少年。

　異界図書館へと自分を招まねき、“〝戒かい書しよ”〟の力で召喚獣じゆうを圧あつ倒とうしたあの姿すがたを見たことが、きっと全すべての始まりだった。

　今でもその姿は胸に焼きついている。

　あのとき、彼でなければ自分は異界司書になる道を選んでいただろうか。仕事の意味を知り、少しずつ内容を覚え始めた今でも、根底にあるのは彼への憧あこがれではないのか。

　それを思い出したとき、迷まよいは消えた。

「先輩、ありがとうございます……！」

「別にお礼されるようなことしてないけど」

　素そっ気け無くいう睦美だが、その表情は和なごやかだ。

「まあ、とりあえず今日のところは帰ったら？　きっと、今は邪じや魔ましないのが一番よ」

「はい。あの、先輩のこと……お願いします」

　ちょこんと頭を下げられ、睦美はちょっと赤くなってそっぽを向いた。ちょっと照れたらしい。

「べ、別にあなたにお願いされる筋すじ合あいはないわよ……！　そんなところにいると邪魔だから、早くどきなさい」

「はい、失礼します」

　元気を取り戻もどし、綴は去っていった。睦美も穏おだやかな顔でそれを見つめ、その後に準備室の読破へと視線を向ける。

　未だ何も語らぬ彼だが、その理解者だけは確実に育っていた。





　土曜日の午後、読破はいつものように図書館にいた。夕方になる前に閉へい館かんであるが、彼は地下書庫にこもることで用よう務む員いんの目をやり過すごし、日が落ちるまで読書に励はげんでいた。やがて平日の閉館時間と同じ時じ刻こくを迎むかえると、習しゆう性せいなのか地下書庫から上がってくる。

　当然、館内にはもう誰もいない。

　完全な静せい寂じやくに身を浸ひたしながら、しばらく中央のホールに立ち尽つくす。

　すでに灯あかりが消えているせいで、その表情は暗くら闇やみの中に紛まぎれている。いや、仮に灯りがついていたとしても、その心中を察することができる者はいなかったかもしれない。いたとしても、彼は今そんな人間から遠ざかることを選ぶだろう。

　しばらく孤こ独どくな闇に身を染そめた後、彼は図書館を去った。

　いつものように裏うら口ぐちから出て、自分用の合あい鍵かぎで戸と締じまりを終えると、横から缶かんコーヒーを持った手が突つき出される。

「まだいたのか」

　少し感かん慨がい深げに右を向くと、睦美が立っていた。

「これ……どうぞ」

　おずおずと持っていた缶コーヒーを差し出すと、読破は少し迷ってから受け取った。おそらく学園内の自動販はん売ばい機きで買ったものだろう。ブラックの缶コーヒーは、彼が学園内で買う数少ない品の一つだ。

「……ありがとう。しかし、何な故ぜだ？」

「差し入れです。お疲つかれみたいだから……」

「…………」

　よく見破ったな、とその顔は言っていた。傍はた目めから見ればただ読書に励んでいるだけなのだが、確かに全身には疲ひ労ろうの色がこびりついている。もちろん彼自身はそんなことをおくびにも出さないが、やはり睦美には隠かくせない。

「やっぱり、お仕事ですか？　調べ物でも？」

「そんなところだ」

　本来なら「別に」か「君には関係ない」と答えるのが正解だろうが、今日は違った。やはり、疲れているのかもしれない。

　微び妙みような距きよ離り感のまま二人は歩き出し、どちらともなく一いつ緒しよに帰りだす。

「……楠くす本もとさん、心配してましたよ。何も言ってないみたいですけど、彼女、失敗でもしました？」

「私の邪魔をした。今も、な」

　口調からはそれを疎うとんでいるようには見えない。しかし、けして歓かん迎げいしてはいなかった。綴のことを語るとき、その顔にはかすかな苦く渋じゆうが宿る。

「君は、数学も得意だったな」

「え、あ、はい、まあ……」

「私は昔から苦手だ。正直、国語や英語だけやっていれば、生きていくには事足りると思うときもある」

　奇妙な告白は、睦美が相手でなければなされなかっただろう。彼女をどう見ているかはともかく、こんなことを言える相手と認にん識しきしているのは確たしかだ。

　それがわかるから、嬉うれしいから、彼女は黙だまって聞いていた。

「だが、今はあの論ろん理りが羨うらやましい。答えが一つなら、もっと世の中簡かん単たんで済む」

「そうかも……しれませんね」

　同意しつつも、本当は読破が心の底ではそれを否ひ定ていしていることに気づいていた。だから、彼の想おもいを先取りして口に出す。

「でも、一つじゃないから、いいこともあるんですよね？」

「……かもな」

　読破は苦く笑しようし、缶コーヒーを飲み干ほした。もう二人が別れる場所まで来ている。

「ご馳ち走そう様。気をつけてな」

「はい……あの……！」

「何だ？」

　読破が振り向いたが、何も言えなかった。何を言っても、多分彼が変わることはないだろう。だから、黙って見送った。

「いえ、何でもないです。また、月曜日に……」

「ああ」

　そして二人は別れた。

　また、月曜に──至し極ごく当然の言葉だが、睦美には違ちがう意味を持つ。読破に会いたければ、日曜でも図書館に行けばいい。多分彼はいるだろう。だが、行けない。その日は、行ってはいけない気がする。

　だから月曜に──会えると信じて。

　読破がそんな意味を読み取っていたかはわからない。しかし、彼は確かく実じつに月曜日に睦美と会う気でいた。

　何があっても──絶ぜつ対たいに。





　その手紙が綴に届とどいたのは、月曜日の朝だった。

　家のポストに直ちよく接せつ投げ込まれたらしいそれには、おそろしく美び麗れいな文字で文章がしたためられていた。



　今日の七時、図書館裏うらの森にて。



　簡かん素そきわまりない文章だが、文末にはアルファベットのサインらしきものが示しめしてある。しかし、それが意味する名を読み取ることは綴にはできなかった。ただ、本能的にあの青年の書いたものと察し、無む意い識しきに手紙を強く握にぎりしめた。

　その後時間まで落ち着かない気分で過すごし、綴は学園へ向かった。親には、学園に宿題を忘わすれたと言い訳わけをしている。やや苦しい内ない容ようだが、どんなことをしても行かねばならない。確かく認にんはしていないが、読破もきっと同じ手紙をもらったはずだ。

　その予想は当たり、確かに読破は指定された場所にいた。

　かすかに吹ふく風の中、彼は飄ひよう然ぜんと森の中に佇たたずんでいる。

「先輩……」

「やはり来たか。見学は自由だが、邪魔はするな」

「……はい。あの、私……一週間、ずっと考えてたんです。何で、先輩が冷たいのか、あの人を殺すことにこだわるのか……」

「…………」

　読破は答えない。答えてしまえば、自分が揺ゆらいでしまうからか。

「ずっとわからなかったけど、でも、今なら何となくわかります。先輩、本当はあの人達のこと、ずっと考えてたんですよね？」

「…………」

「あの人、戦いが全すべてって言ってました。先輩、そのこと知ってたんですよね？　だから、戦ってあげようとしてるんですよね？　あの人にとって、それが一番いいことだって知ってるから……！」

　認みとめたくはない。

　だが、読破が彼らの哀かなしい運命さだめを理解できぬはずがない。ならば、彼はきっと苦く渋じゆうの上でこの道を選んだのだ。

　しかし、彼はなおも語らず、ただ相手を待っている。

　そして、それはやってきた。

　巨きよ体たいを揺ゆらし、夜の闇から這はい出たようにプロトが歩いてくる。切り裂さかれた衣服は同じような素そ材ざいのものに替かえ、全身は包帯が覆おおっていた。

　青年の姿すがたは見えない。約束どおり彼をここまで送り届とどける役目に徹てつしたか、あるいは様子を窺うかがっているか──読破にはどちらでもいい。

　読破は無言で森の奥おくへ進み、木々のない開けた場所まで来た。綴とプロトも続く。そこはかつて読破が一体の幻げん獣じゆうを始末した場所であり、あの青年の興きよう味み本位の実験によって、あらゆる生命が絶たたれた場所でもある。

　だからこそ、死し闘とうの場に選んだのか。

　静かな時の中、対たい峙じする彼らの間には、徐じよ々じよにこれからの戦いを示しめすような重く昏くらい気配が蟠わだかまっていく。

　綴には、ただ読破の後ろで見守ることしかできない。何があっても信じると決めたがゆえに、あくまで傍ぼう観かんに徹する気だ。しかし、そんな彼女に読破は意外な言葉を投げかけた。

「悪いが、これを預あずかっていてくれるか？」

　綴に向け、黒本を差し出す。中には愛用の栞しおりも挟はさまっている。彼にとって最強の武ぶ器きであるこれを、何な故ぜ戦いの前に放ほう棄きするのか。一応受け取りはしたものの、綴は困こん惑わくを隠かくせない。

「でも、これ……」

「長時間私の手を離はなれればやがて開くが、それまでに終わらせるから問題ない」

「はあ……」

　言葉の意味することはよくわからないが、とりあえず預かるしかない。初めて触ふれた黒本は、綴には少々重い。しかし特筆すべき点はそれだけで、表紙の質しつ感かんも通つう常じようの本と一いつ切さい変わりがなかった。手にしたことで、余計に謎なぞが増ます。だが、これが戦せん闘とう時じには超ちよう硬こう度どの攻こう防ぼう一体の武器になることに変わりはない。

「本当に、大だい丈じよう夫ぶですか……？」

「ああ、問題ない」

　平然と放たれた言葉に、プロトが反はん応のうした。怒ど気きを孕はらんだ声が大気を揺らす。

「何のつもりだ……？　俺おれを、見くびっているのか……？」

　侮ぶ辱じよくされた、そう受け取ったらしいが、読破は動じない。プロトの方を振ふり向いた瞳ひとみには、「Ｆ」の創造物クリーチヤーすら押おし黙だまる光が宿っていた。

「見くびる……？　馬ば鹿かを言え、お前如きに使う必要もないからだ。能書きはいいからとっととかかってこい。お前が欠けつ陥かん品だということをわからせてやる」

　冷たい言葉に喚かん起きされ、戦いは幕まくを開けた。

　怒いかりに身を任まかせ、プロトの拳こぶしが読破の顔面目がけて放たれる。当たる前に、読破の姿は消えた。プロトにも綴にも見えぬ速度で間合いを詰つめ、懐ふところにもぐりこむ。

「相も変わらず単調な攻こう撃げきだ。当たらねば意味がないと言っただろう？」

　言うやいなや、読破は爪つま先さきで向こう脛ずねを容よう赦しやなく蹴けり上げた。人間とは比くらべ物にならない筋きん密みつ度どと強化骨こつ格かくを備そなえる脚きやく部ぶのはずだが、読破の一撃はその防ぼう御ぎよをやすやすと打ち破やぶって、痛いたみを与あたえた。常人ならば、今の一撃で骨折は間ま違ちがいない。

　しかしさすがに「Ｆ」の創造物クリーチヤー、一瞬顔を歪ゆがめて身を屈かがめるだけで耐たえる。それが、読破相手には命取りだ。

　手の届く距きよ離りまで顔が下がると、読破はためらわずに攻撃に移うつった。

　人差し指一本──それでプロトの耳じ朶だの後ろを突つく。釘くぎのように硬かたい衝しよう撃げきに貫つらぬかれ、プロトの動きが止まる。

「ここが弱点だったな。突かれると、一定時間活動停止を余よ儀ぎなくされる」

　冷れい酷こくな言葉どおり、プロトの肉体はその全活動を停止する。容よう赦しやなく読破は第二撃に移り、喉のど元もとに拳を見み舞まった。さすがに戦闘兵器、人体急所の一つであっても下手すれば逆に拳を砕くだく頑がん強きようさだが、読破の一撃はまったく影えい響きようを受けずにプロトの頭を跳はね上げた。そして、皮肉にもその一撃がプロトを甦よみがえらせる。

　意識を取り戻もどした彼が、左足で読破を蹴り上げる。それを横にのいてあっさり躱かわし、読破はうんざりしたように呟つぶやいた。

「活動再開後は、左から蹴りを放つ確かく率りつ、七十パーセント。資し料りようは正しかったな」

「何……？」

　愕がく然ぜんと読破を見た瞬間、その姿はぶれて消えた。一瞬後に、気配が背はい後ごでした。後ろを取られている。

「遅おそい」

　振り向いた瞬間、読破は地を蹴り、再びあの急所を突く。またも無情な活動停止がプロトを襲おそい、読破はその隙すきに左脇わき腹ばらを蹴り上げる。

　激げき痛つうで意識を取り戻したとき、すでに彼は間合いの外にいた。

　傍はたから見れば圧あつ倒とう的な体たい格かく差さ、なのに支し配はい権けんは完全に読破にある。黒本を使っているならまだしも、生身の戦いで何故ここまで──片かた膝ひざをつきながら読破を見る瞳には、疑ぎ問もんと怒りが渦うず巻まいている。

　それを見み透すかした読破は、どこか嘲あざけるように理由を語った。

「無様だな。この一週間、お前はただ惰だ眠みんを貪むさぼっていただけのようだが、私は違う。お前の研究に費ついやさせてもらった」

「何……だと……？」

「お前の最大のミスは、あの地下工場の資料をそのままにしておいたことだ。あれには、お前の製せい造ぞう過か程ていから身体構こう造ぞうまで事細かに記してあった。さらに言うなら、お前が暴ぼう走そうしたときの対たい処しよ法ほうまで懇こん切せつ丁てい寧ねいにな。その点、スペシャルはうまくやっていた。兵器兵器とほざいているが、情じよう報ほう戦せんでお前はすでに敗北している」

　言い放った読破に、それまで黙だまって見ていた綴は、初めて彼の読書の意味を理解していた。ひたすら読書に打ち込んでいたのは、全てはプロトを斃たおすため。読んでいたのは創造物クリーチヤーについて記したファイルであり、あるいはすでに「回かい収しゆう」されたヴィクターの手記も含ふくまれていたかもしれない。

　それらを徹底的に読み込み、そこからプロトの弱点、効果的な戦闘法を導みちびき出す。生身で戦うことを選んだのも、自身の研究への圧倒的な自信ゆえか。

　そのあまりに妥だ協きようを許ゆるさぬ姿し勢せいに、綴は戦せん慄りつした。

　──どうして、そこまでして……！

　信じると決めたが、彼の戦いぶりはそれすら揺ゆるがすものを秘ひめていた。

　戦いが再さい開かいされると、いっそうその想おもいが強まっていく。

　プロトが距離を詰つめ、両手で読破に掴つかみかかる。しかしその動きは先ほどと比くらべ、あまりに緩かん慢まんだった。苦もなく読破は躱し、出来の悪い生徒を叱しかる教きよう師しの如ごとく解説する。

「無む駄だだ。さっきの脇腹──痛むだろう？　あれは死体を繋つなぎ合わせた重要な接合部、強きよう烈れつなダメージを喰くらうと、しばらく体全体に影えい響きようが出る」

「貴き様さま……！」

「終わりだ」

　鋭するどい手刀がプロトを袈け裟さ懸がけに切り裂さいた。本物の刃やいばには及およばないものの、その一撃は正確にはアドバンスがつけた傷をなぞっていた。包帯の下で再び傷が血を吐はき出し、白い布ぬのがじわじわと赤く染まっていく。

　開いた傷口に、読破は無表情で空手で言う貫ぬき手てを放った。布越ごしとはいえ、それがどういう結果になるか、プロトが身を以もつて証しよう明めいした。

　突かれた胸むな元もとを押おさえ、彼は両膝をついた。消された痛つう覚かくさえ甦りそうな攻撃は、確実に彼を死へと誘さそう。

「その程てい度どか？　やはり欠陥品だ」

　嘲りに怒いかり、プロトはアドバンスを屠ほふったときと同じく、立ち上がって最後の力を振り絞しぼった。

　読破の腹部に豪ごう腕わんが打ち込まれる。

　彼は避よけなかった。



    

  
    
      　その必要がないからだ。

　すでにアドバンスを屠ったときの力はない。常人ならばそれでも斃たおせただろうが、相手は読破だ。彼は立ち尽つくしたまま受け止め、そのまま動かない。表情に変化がないことが、ダメージの無さを物語っている。

「無駄だ」

　無む慈じ悲ひに呟き、再さい度ど胸元の傷口に指をめり込ませる。包帯の加か護ごはすでになく、開いた傷口はダメージをそのまま受け入れた。

　もう立つこともできないのか、プロトは前のめりに倒たおれた。ドン、と地面が揺ゆれる。意い識しきはあるが、体は動かない。

　勝敗はすでに明らかだ。

　弱点を狙ねらう、それが勝負の基き本ほんとわかっていても、その戦いはあまりに熾し烈れつで残ざん酷こくだ。

　そして、読破は今なお感かん慨がいをこめずに冷たくプロトを見下ろしている。

　その瞳に危険なものを感じ、綴はほとんど泣きながら叫さけんだ。

「もういい、もういいでしょう？　先せん輩ぱい、やめてください！」

「邪じや魔まするなと言ったぞ」

　振り向きもせずに告げ、読破は右手を横に突き出した。

「来い」

　求めに応おうじ、綴の手の中にある黒本から、栞しおりが飛び出す。宙ちゆうを舞まい、それは主の手の中に戻もどった。栞を手にするや否いなや、読破はそれで左手を裂いた。それがこの戦いで彼が負った最初の傷だ。

　流れた血で栞に名を書き、読破は厳おごそかに宣せん言げんした。

「異界司書、月詠読破の名に於おいて命じる──異界図書館、開館！」

　栞がまばゆく蒼あおい光を放ち、辺りを染める。

　それが消えたとき、読破の前には重じゆう厚こうな鉄ごしらえの門が聳そびえていた。

　数あま多たの“〝戒かい書しよ”〟を蔵書とし、異界司書が集つどう世界を守る砦とりで──異界図書館。

　そこへ通じる扉とびらを、綴はかつて一度だけ見た。

　そのときは彼女も招かれたが、今日その扉をくぐる資し格かくのある人物は二人しかいない。

「待って、行かないでください！」

　綴は止めたが、軋きしむ音と共に扉は開いていく。その奥おくに広がる深い闇やみからは突とつ風ぷうが吹ふきつけ、読破とプロトを包んだ。

「駄目……！」

　もう綴の声は届とどかない。

　手を伸のばしたとき、すでに彼らは門の先にいた。何もかもが消え失うせ、綴は唇くちびるを噛かみしめその場に膝ひざをついた。





「ここは……？」

　プロトはよろめきながら身を起こすが、立つことはできず、床ゆかに手をついた。赤く豪ごう奢しやな絨じゆう毯たんが敷しかれたその場所は、それだけでその神聖さを知ることができた。

　彼はホールの一角におり、吹き抜ぬけになった天てん井じようを見上げれば、どこまでも上階が続いている。辺りを見回せば、膨ぼう大だいな数の書物を収めた数多の本ほん棚だなが聳えたち、歴史と風格を備そなえた荘そう厳ごんな気配に満ちていた。

「ここが、異界図書館……俺の死に場所、か……。どうした、早くトドメをさせ……」

　目の前に読破が立っている。だが、彼は動かない。ただ前まえ髪がみを掻かきあげ、やれやれといった感じでプロトを見ている。

「トドメ？　何を言っている？」

「何……？」

「今のお前には、殺す価か値ちもない」

　素そっ気け無い一言に、プロトは動どう揺ようした。

　この男は、何を言っている？

「どういう……つもりだ？」

「そのままの意味だ。戦いが全すべてとか言ったそうだな。何を勘かん違ちがいしているのやら……それは、単にお前が戦いしか知らんだけだ。そもそも兵器だ何だとほざいたところで、素手の私に負けたお前がそんなことを言える身分か？」

　素っ気無さは変わらず、どう見ても思いやりの欠けた言葉なのに、その言葉はプロトの胸むねに染しみていった。

　まさか、この男はそれを言うために、あえて素す手でで戦いに臨のぞんだというのか？

「お前、『フランケンシュタイン』という物語を知っているか？」

「…………？」

「やはり知らんか。大方、本自体読んだことがないんだろう。その話に出てくるお前の祖そ先せんとも言える怪かい物ぶつは、最初は赤ん坊ぼうのような存在だった。やがて知性に目覚め、文字を知り、本を読み、己おのれの出自を知った。それゆえに創そう造ぞう主しゆを呪のろい、全てを憎にくんだ。文字を知らず、本を読まず、創造主の残した手記を読まなければ、彼にも他の道があったかもしれない。では、彼にとって読書とは不幸だったのか？」

　読破は周囲の本棚に目を移うつした。居い並ならぶ本は、全てが“〝戒書”〟だ。読破が統馬と「回かい収しゆう」したファイルも、ここに収められるだろう。

「私は、彼が不幸だと思わない。たとえ読書が己の出自を知るきっかけになったとしても、己の醜みにくい顔を再さい認にん識しきしたとしても、得たのは不幸だけではない。彼は本を読む間、その中の物語に身を浸ひたしている間は、きっと幸福だったはずだ。どんなに辛つらい現げん実じつでも、本を読むことで少しでもそれは癒いやされたはずだ。だから、本を読んだこともないお前の方がずっと不幸だ」

「…………」

「ここの蔵ぞう書しよは多くてな、ちょうど整理のバイトが欲ほしいところだ。お前がやれ。報ほう酬しゆうは、ここの本の閲えつ覧らんだ。好きなだけ読め」

　ぶっきらぼうな言葉だが、けして冷たくはなかった。

　この言葉を言うために、この言葉を受け入れさせるために、読破はここまで全ての感情を殺してきたのだ。

　戦いにあそこまで無慈悲に臨んだのも、全ては絶対的な勝者の立場から、プロトに新たな道を説くために。

　真意を悟さとり、プロトは思わず両手で顔を覆おおった。

「生きろ、と言うのか……？　俺おれに、生きろと……！」

「勘違いするな。今のお前には殺す価値もなければ、生だの死だのを語る資し格かくもないだけだ。とりあえず本でも読んで勉強しろ。そうだな……最低でも十年はここにいてもらおうか。十年後、そのときもまだ戦いが全てとほざくようだったら、そのときは……」

　読破はプロトに視線を移し、すぐに背を向けた。その背はすでにいつもと変わらぬ彼のものだ。

「また、私が相手になってやる。どうせ私が勝つだろうから、そしたらまた十年延えん長ちようだ。二十年後でも三十年後でも、いつでもぶちのめしてやるから、かかってこい」

　それだけ言うと、読破はプロトから遠ざかっていた。彼は後を追わない。ただ、その身を震ふるわせたまま、今の言葉を噛かみしめている。

　これでいい──そう読破が感じたとき、どこからか艶あでやかな女性の声が聞こえた。

「ずいぶん勝手なこと言ってくれるわね。整理のバイトなんて、募ぼ集しゆうした覚えはなくてよ？」

「越えつ権けん行こう為いは承しよう知ちの上です。しかし、どうかお願いします」

　読破はその場で深々と頭こうべを垂れるが、声の主──異界図書館の深しん奥おう、館長室の豪奢な椅い子すに腰こし掛かける女性は、どこか哀かなしげに首を振ふった。

「その必要はないわ」

　その言葉に冷たいものを感じ、読破は背後を振り向いた。

　プロトが倒たおれている。

　しかもその体は白はく煙えんを上げて末まつ端たんから崩くずれ落ち、灰はいのように変化していた。

「なっ……！」

　顔を蒼そう白はくにして駆かけ寄り、抱だき起こす。すでにその両りよう腕うでは灰と化し、床ゆかに零こぼれ落ちている。

「どういうことだ……？　何な故ぜこんな……！」

「元々、こうなる運命だった……」

　全てを悟さとっていたプロトが言う。その無ぶ骨こつな顔からは、もう今までのような闘とう志しも覇は気きも見えない。

　彼は、いや、彼を含ふくむ創造物クリーチヤー達は、最初から自分の運命を知っていた。だからこそ戦いに拘こだわり、決着を急いでいたのだ。

「俺達は、所しよ詮せん使い捨すての消しよう耗もう品ひんだ。だから、いずれこうなる運命だった。俺達を捨てた連中は、それを知っていたから置き去りにした……」

「何だと……」

　読破は歯噛みした。そんなことは「回収」したファイルには書かれていない。おそらく、それが書かれた時点では、創造物クリーチヤーの耐たい用よう年数はまだ把は握あくできていなかっただろう。だが兵器はいずれ朽くちる──それは確たしかに真実だ。

　顔を歪ゆがめる読破に、プロトは穏おだやかな声で言った。

「気にするな……人間だって、いずれ死ぬ。俺達も同じだ……」

「ふざけるな！　お前はまだ生まれたばかりだろう？　やっと歩き出したばかりだろう？　大体、私にやられっぱなしでいいのか？　こんなふうに終わっていいのか？　さあ、早く立て！」

　取り乱みだす読破に、プロトは小さく首を振った。

「いいんだ。もう……充じゆう分ぶんだ。俺は、俺達は、きっともうずいぶんと前から死んでいた。死んだのと、同じだった。だが、アイツが甦よみがえらせてくれた。戦いを与あたえてくれた。そして……お前が生き返らせてくれた。だから、もういい……」

「…………」

　やるせない顔でうつむく読破。

　もうプロトの下半身は消しよう滅めつし、半分以上が灰になっている。

「本当は、もう……あのときから、あの娘むすめの涙なみだを見ていたときから、どうでもよかったのかもしれない……」

　目を閉とじると、綴の顔が浮うかんだ。

　自分に他人と変わらぬ感情をぶつけた少女の涙を見たとき、確かに彼の中で何かが動いた。

「……多分、あれだけでよかった。あれだけで、俺達は救われたんだ。認みとめられたんだ。だが、結局、俺には戦い以外できることは、なかった……。悪かったな、つきあわせて……」

「そう思うなら生きろ！　また彼女を泣かせる気か？」

　必死に揺ゆり動かすが、もうプロトは首とその下のわずかな部分しか残っていない。それでも読破は諦あきらめられなかった。

「今まではずっと、戦うために生まれてきたと思っていた。だが、どうやら違ったらしい。俺達は、きっと……お前達に会うために生まれてきた。だから……」

「もういい、喋しやべるな……！」

　とうとう首だけになったプロトを抱かかえ、読破は悲ひ痛つうな声を出した。

　これが運命さだめなのか。所詮、神ならぬ人の手による創造物クリーチヤーの結末は、こんなものでしかありえないのか。

「あの男を、責せめないでやってくれ。アイツは……よくしてくれた。お前の話も……していた。やはり、お前はアイツの……そうなんだろう？」

「…………」

「礼を言いたいが、もう無理のようだな……お前、言って……くれる……か……？」

　読破は頷うなずいた。

　もう、それしかできることはなかった。

　それを見み届とどけると、プロトは満足したように目を閉じた。

　澄すんだ表情は、この世界の何も憎にくんではいない。

　その表情さえ徐じよ々じよに消えていく中、読破はその唇くちびるが最後の言葉を紡つむぐのを見た。



　あ、り、が、と、う。



　その言葉と──初めて見せる健すこやかな笑え顔がおを残し、最後の創造物クリーチヤーは完全に姿を消した。

　灰が読破の手から零れ落ち、四散する。もう、手の中に彼はいない。

　無言のまま立ち上がり、読破は吹ふき抜ぬけの天てん井じようを見上げた。

　どこまでも続くそれは、天上の彼方かなたまで達しているのだろうか。だとしたら、プロトの魂たましいは迷まよわず昇のぼっていけただろうか。

　声にならない想おもいを胸むねに、彼は全ての終わりを意味する言葉を口にした。

「──回収完かん了りよう。これにて、閉へい館かん……！」

　右手の栞しおりから光が発せられ、世界が塗ぬり替かえられていく。

　周囲の光景の輪りん郭かくが崩くずれ落ちたその先には、あの森が広がっていた。

　現世に帰き還かんした読破を、綴が見つめている。声をかけようとしたが、あまりに哀かなしげな背中に、何も言えなかった。

　無言のまま立ち尽つくす二人。

　それを揶や揄ゆするように、入り口の方から、黒衣の青年が歩いてくる。

「終わったんだね、読破」

　口調自体にからかうような節はない。むしろ重々しい、荘そう厳ごんなものだ。

　だが声を聞くなり読破は青年の下もとへ走り、そのはだけた襟えり元もとを両手で掴つかんだ。青年の胸で揺れた銀のネックレスが、読破に秘ひめられた激げき情じようを示しめしている。青年はそれを拒こばもうとせず、ただされるがままだ。

「その様子だと、やはりあの結末か。彼は最さい期ごに何と言った？」

「……死んだんだぞ？」

　読破がポツリと呟つぶやく。

　それは綴の顔を強こわ張ばらせ、青年の顔にも翳かげをささせた。そんな響ひびきだった。

「彼らは、死んだんだぞ？　人の都合で創つくられて、人の都合で棄すてられて……最後は死んだんだぞ！」

　絶ぜつ叫きように近い言葉に、青年は首を傾かしげた。

「だから？」

「…………！」

「彼らが不幸だとでも思っているのかい？　だとしたら、見当違ちがいもいいところだ」

　青年はまっすぐ読破を見つめる。その瞳ひとみに浮うかぶ色は、哀かなしみと呼ぶに相応ふさわしかった。ひょっとしたら、本当の意味で創造物クリーチヤー達を理解していたのは、この青年だったのか。

「幸せだったんだよ、彼らは。出自がどうであれ、誰だれが何と言おうと幸せだった。彼らは最初から、生き延のびることなんて望んじゃいなかった。僕ぼくにだって、そんなこと一言だって言いはしなかった。彼らが求めたのは、ただ己おのれの力を存ぞん分ぶんに発はつ揮きして戦える相手だ。君という好こう敵てき手しゆを得えることで、彼らは報むくわれた。君にはわかっているはずだ」

　読破の脳のう裏りに、三体の死に様が甦よみがえる。

　プロトは言うまでもない。

　アドバンスも、その死に顔は安らかだった。あのとき、読破だけが見たその素す顔がおは、血ち塗まみれで醜みにくく凄せい惨さんなものだったが、何も憎んではいなかった。

　スペシャルも、最期の瞬しゆん間かんは己おのれの使命を達成したことに満足していただろう。だからこそ、読破が言いかけた言葉を遮さえぎるように自じ爆ばくした。憐あわれみなど必要ない、そう言わんばかりに。

「……彼らを題材にしたとき、すでにその死は決まっていた。その意味では、ハッピーエンドなんて最初からなかったのさ」

　言い聞かせるような言葉に、読破は何も言えない。代わりに、綴が彼を睨にらみつけて叫さけんだ。

「あなた、一体何なんですか……？　どうしてこんなこと……！」

　涙なみだを浮かべる綴に気け圧おされたのか、青年は肩かたをすくめ、訊きかれたとおりに初めて己の名を名乗った。

「述のべる」

「え……？」

「月詠述」

　綴の表情が固まった。

　──月詠……？　まさか……。

　恐きよう怖ふさえ感じつつ、うなだれた読破の顔と、述のそれを見み比くらべる。

　似にている。

　何な故ぜ今まで気づかなかったのか。いや、気づきながらもあえて気づかないふりをしていたのかもしれない。これまで彼の顔を見て感じた違い和わ感は、これだったのだ。思い返せば、あの手紙のサインも確かに述のスペルを描えがいている。

「あなた、先せん輩ぱいの……！」

「兄だよ。いつも弟がお世話になってるね」

　にこやかな笑顔は、可愛かわいい弟の後輩に向けるのにふさわしいものだった。

“〝戒かい書しよ”〟を解かい放ほうし、混こん沌とんを招まねく異い端たん作家の兄と、“〝戒書”〟を「回収」し、世界の秩ちつ序じよを守る弟。

　あまりに違う二人の兄弟の道は、今この場で束つかの間交わっている。

　あくまでも、敵同士として。

　衝しよう撃げきの事実に、綴は言葉を失った。入れ替わりに、読破が兄を叱しつ咤たする。

「兄さんなら、兄さんならできたはずだ！　彼らを生き延びさせることぐらい、兄さんならできただろう？」

「僕は神じゃない。むしろできないことの方が多いさ。それも教えただろう？」

「彼らの死を先延ばしにすることなら、できただろう？　その間に彼らを生かす方法ぐらい、兄さんなら見つけられるはずだ！」

「そんなことをしてどうなる？　言ったろう、彼らはそんなこと望んじゃいなかった。それは君のエゴだ」

　宥なだめすかすような言葉は、まさしく兄が弟に向けるそれだった。事実、読破は何も言い返せずにいる。

「この世界に自分達の居い場ば所しよがないことぐらい、彼らが一番よくわかってたさ。この世界は、君ほど優やさしくはない」

「……だから死ぬしかないのか？　ならば、何故創った！」

　幾いく度どとなく繰くり返された問い──兄にぶつけるのは初めてではない。

　幼おさないとき、初めて『フランケンシュタイン』を読んだときも、同じことを尋たずね、創造物クリーチヤーの顔が醜みにくい理由も訊いた。

　兄は子こ供どもの自分にもごまかさずに答えを教えてくれた。

　今も、それは変わらない。

「前にも教えたはずだ。ただ創りたかった──それだけだ。僕が物語を書くのと同じ理由さ。そしてこれも教えた。本当に辛つらいのは、死ぬことではなく死に方を選べないことだと。彼らは自分で選んだ。プロトにいたっては、君によって新しい道を見つけたはずだ。違うかい？」

「……それも、兄さんの手の内か……？」

「半分はね」

　述は綴に視し線せんを移うつした。

　彼女の本ほん質しつを見み透すかしたときから、結末は二つ用意されたのだ。

「君を主人公に据すえた時点で、創造物クリーチヤーと戦うことは予想できた。君は誰よりも優しい。だからこそ、彼らと戦い、殺してあげるはずだとね。でも……彼女がいた。彼女がいれば、ひょっとすればまた違った結末になるかもしれない。君も、別の道を選ぶかもしれない。僕とは違う幸せを、与あたえてあげられるかもしれない。そう考えていたが、やはり当たったようだ。でもおかげでわかった」

　述の瞳が妖あやしい光を帯びる。それは綴という少女の本質を見透かし、より理解を深めていく。

「どうやら、彼女は僕と根本的に異ことなる人間らしい。どうりで、よくわからないわけだ。でも、わからないことがわかった。それで充じゆう分ぶんだ」

「ほざけ……！」

　怒いかりにたえかね、ついに読破は兄を殴なぐりつけた。

　その拳こぶしをはるかに上回る速度で、黒い羽根ペンが舞まう。

「遅おそいね。僕の“〝超ちよう絶ぜつ速そつ記き”〟から逃のがれたければ、せめて統とう馬まを超こえるスピードで来ることだ」

　一種の古代文字とおぼしき文字を書き込まれた拳は、述にぶつけられることなく硬こう直ちよくした。そのまま読破自身も動きを止める。圧あつ倒とう的な実力差が、兄と弟を隔へだてていた。

「先輩……！」

　慌あわてて駆かけ寄る綴を、述は手を突つき出して優しく制せいす。

「心配しなくていいよ、これはただの兄弟喧げん嘩か……いや、喧嘩ですらない。ただ、辛い現実を目にした弟が、お兄ちゃんにやり場のない怒りをぶつけているだけだ。そうだろう、読破？」

　余よ裕ゆうと呼ぶことすらおこがましい態度は、けして虚きよ勢せいではなかった。読破は未いまだ動けず、綴も近寄れない。

　絶ぜつ望ぼうの二文字がその場を支し配はいし始めたとき、希望を背に一人の青年が訪おとずれる。

「そこまでだ、述」



    

  
    
      　いつになく厳きびしい声に、綴は戦せん慄りつすら覚えた。

　やってきたのは統馬だ。

　その顔にはいつもの軽さが消え、険けわしさと呼べるものさえ貼はりつかせている。さすがの述も顔を引き締しめ、元同どう僚りようとの久ひさ方かたぶりの再さい会かいに備そなえた。

「久しぶりだね、統馬」

「挨あい拶さつはいい。弟いじめもほどほどにしろ」

「ひどいなあ、僕は読破をいじめたことなんて一度もない。君も知ってるはずだ」

「いじめっ子は皆みんなそう言う」

　言い訳無用とばかりに、統馬が黒い栞しおりを放つ。空気を裂さいて高速で飛来するそれに対し、述の用意したのは平へい凡ぼんなメモ紙──しかし、そこには読破に刻きざんだものと同種の文字がしたためてある。

　彼がそれを投じると、統馬の栞に劣おとらぬスピードで宙を駆けた。

　互たがいの武ぶ器きが激げき突とつしたとき、二人は同時に同じ言葉を呟つぶやいた。

「爆はぜろ」

　言葉どおり、小規き模ぼながらも爆ばく発はつが生じた。二人を隔てる空間で同等の衝撃がぶつかりあい、大気と木々をざわめかせる。

　威い力りよくは互ご角かくだが、勝敗は武ぶ器きの素そ材ざいで決した。栞は統馬の手に舞い戻もどったが、述の書いた紙は失われている。

「また腕うでを上げたね」

　述の素す直なおな感かん嘆たんに、統馬は不ふ快かいをあらわにした。

「あんまり誉ほめられてる気がしないね。元々君のだろう、これ？」

「大事に使ってくれて、うれしいよ？　ところで……本気だったりする？」

「それなりにね」

　そこにいつもの統馬はいなかった。彼は彼で、創造物クリーチヤー達の死に感じ入るものがあったのだろう。述は溜ため息いきをつき、似合わない感情に身を委ゆだねる元同僚を案じた。

「君らしくないな。君はもっと僕に近い人間だと思っていたが」

「近いかもしれないが、同じじゃない。それより、自分の心配をした方がいい。三対一だよ？　お望みとあれば、館長も呼ぼう」

「三人？　まさか、そこの彼女も数に入ってるの？」

　意外だな、といった顔で尋ねる述に、統馬は真顔で頷うなずいた。

「ああ。もし彼女に傷きず一つでもつけてごらん、たとえ君相手でも月詠君は『死書』を解かい禁きんするだろう。ついでに──僕もマジギレするかもね」

　統馬の左手で黒い栞が煌きらめく。それが真の力を発動するとどうなるか、述が知らぬわけはない。

　さすがの述も肩をすくめ、本ほん格かく的に退たい却きやくに乗り出した。

「ふーむ……趣しゆ味みじゃないが、仕方ない」

　述は地を蹴けり、全速力で統馬に向かって駆けた。右手には黒い羽根ペンが光る。

　二人の体が交こう錯さくしたとき、どのような攻こう防ぼうが行われたかは、当人達にしかわからない。

　結果として、述は頬ほおを横に一ひと筋すじ切り裂かれ、統馬は森から駆けさる彼を見み逃のがした。

　統馬がなおも彼を追えば、あるいははっきりと勝敗はついたかもしれない。しかし彼はそれ以上述を追わず、読破の下へ駆け寄った。

　ようやく兄に刻まれた文字の効こう果かが解とけたらしく、読破は両手の動きを確かく認にんしている。その肩に、統馬はそっと手を置いた。

「……お疲つかれ様」

「はい……」

　まだ哀かなしみの宿る声を前に、綴は涙なみだをこらえて訊いた。

「先せん輩ぱい、あの人、死んだんですか……？」

「ああ」

「…………」

「だが消えないものもある」

　深い悲しみに彩いろどられた言葉の中には、限りなくかすかだが希望の欠片かけらが秘ひめられていた。

　いかなる終極にせよ、読破の胸にはプロトの最後の笑顔が焼き付いている。

　彼が何を思おうと、その笑顔は消えない。

　ならば──あれで、あれだけでよかったのか。

　交こう錯さくする想おもいを己おのれの内に押し込め、読破は綴を見つめた。

「一つ、訂てい正せいしておく」

「え……？」

「テレビの前で戦争をただ悲しむ人間には、所しよ詮せん戦争を止めることはできない。しかし、その人間が本当に心の底からそれを悲しんでいるのなら、何か変わるかもな」

　少しだけ、読破の顔が和なごんだ。

「先輩……！」

「──私にあれだけ刃向かったんだ。貫つらぬいてみせろ、自分の道を」

「はい……！」

　力強く頷うなずいたその顔に、迷まよいはない。

　三体の──いや、後に読破が報告書にそう記した三人の創造物クリーチヤーの物語は、こうして終わりを告げた。



    

  
    
      　エピローグ






　数日後の昼休み、読どく破ははいつものように図書館にいた。カウンターを睦むつ美みに任まかせ、彼は返へん却きやくされた本を本ほん棚だなに戻もどす作業を行っていた。

　一階の端はしにある芸げい術じゆつ関連の書物を収おさめた棚に、一冊さつ一冊丁てい寧ねいに本を戻していく。図書館ではごく当たり前の風景に、やがて綴つづるが加わった。どうやら手伝いに来たらしい。

「もうほとんど終わってる。他に仕事もないし、君は好きにしていろ」

　読破はそう言ったが、綴は去らなかった。手伝いもあるが、どうしても訊ききたいことがある。

「あの、先輩、お兄さんのこと……訊いてもいいですか？」

　遠えん慮りよがちな言葉に、読破は手を止めた。

「……悪い人かもしれないですけど、何かそれだけじゃない気もして……どんな人、だったんですか？」

「いい兄だったよ」

　本を棚に戻しながら過か去こ形けいで呟つぶやく。その瞳は、心なしか寂さびしげだった。

「私と違って数学や理科も得意で、何だって知っていた。何でもできて、何でもしてくれた。昔の私は病弱でな、あまり外で遊べなかったから、兄さんが本を読んでくれた。私があんまり頻ひん繁ぱんに頼たのむから、家の本はすぐに読みつくし、代わりに兄さんは自分で作った話を聞かせてくれた。多分、それがあの人の作家としての原点だ」

「そう……なんですか」

　複ふく雑ざつな表ひよう情じようの綴。

　読破は小こ脇わきに抱かかえていた黒本から栞しおりを引き抜ぬき、しばらくそれに見入った。

「この栞はな、私が異い界かい図書館に初めて招まねかれたときに、ある人にもらった物なんだ。そのことは兄さんにだけ話したが、ちゃんと信じてくれた。多分、兄さんもすでに招かれていたんだろう。異界司書になったのだって、あの人が先だ。いつだって私の先にいて、それでもいつだって待っていて、傍そばにいてくれた」

「先輩……」

　綴は訊いたことを少し後こう悔かいした。

　多分、このこと以上に彼を悲しませることはないだろう。

　尊そん敬けいし愛した兄は、今最悪の敵てきなのだ。

「……だが、私は兄さんのことを何も知らなかった。多分、兄さんが愛情と呼べるものを抱いだいていたのは……私だけだ。他の人間は、自在に動かせるキャラクターとしか考えていない。いい兄だったのは、私の前だけのことだった」

「……お兄さんのこと、今も好きなんですか？」

　残ざん酷こくな質しつ問もんだ。

　自覚はしているが、訊いてみたかった。

　読破が何な故ぜ戦うのか、それを知らなくてはきっと先には進めない。

　彼もそう感じているのか、感かん傷しようを振ふり払はらうように首を振った。

「……つまらない話をしたな。全すべて昔の話だ。ところで、昨日の課題はちゃんとしたか？」

「え、あ、え～と……したけど自信がないといいますか……」

「一昨日のと同じ内ない容ようだぞ。正せい解かい率りつが八割わりを切ったら、罰ばつとして君が借りられる本を一冊減へらす」

「えぇ、それだけはお願いだからやめてください……！」

　半泣きで懇こん願がんするが、読破は応おうじない。

「断ことわる。嫌いやなら努力しろ」

「そんなぁ……うう……」

　ショボンと肩かたを落とした綴に微び笑しようし、読破はその場を後にした。足取りは少しだけ軽かろやかだ。

　過去は取り戻せなくても、未来はまだある。

　それを背負うべき者は、述のべるをしてわからないと言わしめた少女は、確かく実じつに育っているのだ。彼女がいずれ何かを変える──そんな気が──

「先輩、せめて七割とかになりませんかぁ……？」

「…………」

　──しないでもなかったが、大分時間はかかりそうだ。戦いは、まだ当分終わりそうにない。



    

  
    
      
　あとがき






　十と月づきです。

　皆みなさんのご声せい援えんにより、この「戒かい書しよ封ふう殺さつ記き」も三巻目を迎むかえることと相あい成なりました。

　このあとがきを読まれている方は大体ご存ぞん知じでしょうが、本作においてこの物語は一つの転機を迎えます。

　要するにあれですね、ようやくあの人の正体が判明したわけです。

　あとがきから読む方のために、あえて名前は出しませんが、表紙にもいるあの人です。

　彼は言うまでもなくこの物語における最重要人物の一人であり、ほぼ全ての伏ふく線せんが彼に繋つながっていると言っても過言ではありません。「戒書封殺記」における作者的人気キャラランキングでも堂々第一位と、まさにもう一人の主役なわけです（綴つづるとは別の意味で）。

　この理由は、僕ぼくが「主要人物の名前をどうしてもちょっと変わった名前にしたい病」を患わずらっていることにあります。一説によると、作品の内容で悩なやむ時間より、キャラの名前で悩む時間の方が多いという話もあるとかないとか。

　以前友人に、「お前は時間を費ついやす部分を間ま違ちがってる」と言われたこともあったりします（実話）。

　キャラへの愛着と名前を悩んだ時間は別に比例しませんが、気に入った名前のキャラはほぼ僕のお気に入りとなるため、彼はこの栄えい冠かんを掴つかみました。

　ちなみに、名前を考えるのに一番苦労したのは綴です。

　読どく破はと睦むつ美みは結けつ構こうあっさり決まり、統とう馬まは苗みよう字じだけ悩み、真ま由ゆと香か奈なは適当（オイ）、館長はこのあとがきを書く数週間前に考えました。

　閑かん話わ休題。

　この名前の件も含ふくめ、当然彼に関する設定は一巻目以前から、というか、ぶっちゃけ投とう稿こうしたときにはバリバリ名前も読破との因いん縁ねんも書いてました。そんなわけで、前二作はある意味僕にとって生殺しです。

　作家の端はしくれとして、あえて彼の正体を書かない意味は充じゆう分ぶん理解したうえで執しつ筆ぴつしていましたが、その一方ではフラストレーション溜たまりまくりです。

　ええ、彼を書きたくてしょうがなかったですとも。

　せめて誰だれか正体を当ててくれないかな～という淡あわい期き待たいに胸むね躍おどらせていましたが、誰も当ててくれません。私を応援してくれる伯お母ばにいたっては、全然見当違いな迷めい推すい理りで僕を悶もだえさせたほどです。

　あのときどれだけ答えを言いたかったか……！

　哀かなしみにくれる僕は、投稿前からこの作品を知り、彼についても知っている友人に思いのたけをぶちまけていました。

　そんなわけで、この三巻目で僕はようやく溜まったストレスを発はつ散さんできました。

　挿さし絵えに関しても同様です。

　彼のキャラデザがメールで送られたときは、キター！と小こ躍おどりしたぐらいです。この本を手にとられた方の中には、藤ふじ丘おかさんの美び麗れいな挿絵に惹ひかれた方も多いかと思いますが、何を隠かくそう、挿絵を一番楽しみにしているのは僕なのです。

　その意味で、この三巻目は僕にとって一口で二度美お味いしいものなのでした。

　とはいえ、この物語にはまだ書かれるべきものが多く残されています。

　それは主人公たる読破も例外ではありません。

　彼もまた、己おのが秘ひめた力を解き放つときが近づいています。

　その結果はまた別の機会に……というか、これ以上は大人の事情で言えません（泣）。しかも、例の友人も後の楽しみとして聞こうとしないので、僕は担たん当とう編集さん以外に誰にも言えません。そのうち、穴あな掘ほってその中に叫さけびだすかも……とあながち冗談でもない与よ太た話ばなしを終えたとこで、ちょこっと作品の中身にも触れましょう。

　この物語には文学史上でも有名な作品が登場し、読破と綴はその作品に連なる重い問いかけに直面します。

　すなわち、神ならぬ人の手で生み出された存そん在ざいは、人の世で生きていけるのか？

　彼らの上司である統馬はすでに答えを出し、特に迷まようことはありません。

　彼らに立ち塞ふさがる青年は、その問い自体に意味を感じず、己おのれの欲よつ求きゆうと彼なりの信念で行動します。

　では、読破と綴はどうでしょうか？

　二人は答えを出したのか。

　それはいかなるものか。

　そして、正しかったのか。

　それは今回だけでなく、今後の彼らの行方と共に判断されるものかもしれません。

　僕もこの命題はまた取り扱いたいと思っているので、そのときまでお待ち下さい。

　では、また次作にて。



　　　二〇〇六年　八月

十月　ユウ



    

  
    
      戒かい書しよ封ふう殺さつ記き

その本ほん、禁きん忌きの扉とびらに通つうず



十と月づきユウ
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